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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者にとって有利な遊技状態の発生の有無を示唆する複数列の図柄の変動表示画像を
表示画面に表示する画像表示手段を備えた遊技機において、
　前記表示画面の正面視において当該表示画面と並んで位置する視認部に対して、図柄が
固定的に配設された光透過性を有する表示部材を駆動することで、当該視認部内で図柄を
変動表示する図柄変動表示手段と、
　前記表示画面の正面視において前記図柄変動表示手段における当該表示画面から遠い方
の壁の所定箇所に設けられ、当該壁の所定箇所から前記表示部材の裏面側に対して光を斜
めに照射する斜光照射手段と、
　を備えていることを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、パチンコ機、スロットマシン等の遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、遊技機の代表例として例えばパチンコ機がある。このパチンコ機としては、例え
ば、遊技球が打ち込まれる遊技領域を前面側に有する遊技盤と、この遊技盤の遊技領域に
配設され遊技球が入賞可能な入賞口と、この遊技盤の略中央箇所に形成された開口部に表
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示画面が位置するように当該遊技盤の背後に設けられた、入賞口への入賞に基づいて図柄
を変動表示する液晶表示装置とを備え、液晶表示装置の表示画面に図柄の変動表示画像が
表示され、その変動表示結果が当たりである場合に、遊技者にとって有利な遊技状態とな
るものがある（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１６２１１７号公報（第５－７頁，第１－２図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、このような構成を有する従来例の場合には、次のような問題がある。
　すなわち、従来のパチンコ機として、近年では画像表示装置（例えば液晶表示装置）の
表示画面が大型化している。例えば、この大型化した表示画面の右外側箇所に、環状のリ
ールの外周表面に複数個の図柄が印刷されて当該リールを回転させて図柄変動表示を行う
リール表示装置を配設する構成を採用することで、液晶表示装置とリール表示装置とで変
動表示を行い、遊技の興趣性をさらに向上させることが期待される。しかしながら、リー
ル表示装置は、そのリール面がパチンコ機の前方に向けられているものの、当該リール表
示装置が遊技盤の右端側箇所に配設されている位置関係上、当該リール面が遊技者に対向
していないため、遊技者の視線が液晶表示装置の表示画面に向いているときにリール表示
装置においてリール面の発光演出がされた場合に遊技者が当該発光演出に気付かないおそ
れがあるという問題がある。だからと言って、リール面を遊技者に対向させるようにリー
ル表示装置の方位角を変更して斜め配置すると、液晶表示装置とリール表示装置との間な
どにデッドスペースが生じたり、パチンコ機の正面視でリール表示装置の占有幅が当該斜
め配置にした分だけ大型化したりするという別異の問題を招来してしまう。
【０００５】
　本発明は、このような事情等に鑑みてなされたものであって、画像表示装置の表示画面
と並ぶリール表示装置のリール面を遊技者に対向させることなく当該リール面発光を遊技
者に気付かせることができる遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明は、このような目的を達成するために、次のような構成をとる。
　すなわち、請求項１に記載の発明は、
　遊技者にとって有利な遊技状態の発生の有無を示唆する複数列の図柄の変動表示画像を
表示画面に表示する画像表示手段を備えた遊技機において、
　前記表示画面の正面視において当該表示画面と並んで位置する視認部に対して、図柄が
固定的に配設された光透過性を有する表示部材を駆動することで、当該視認部内で図柄を
変動表示する図柄変動表示手段と、
　前記視認部に位置する前記表示部材の裏面側に対して、当該表示画面の前方箇所に向か
うように光を斜めに照射する斜光照射手段と、
　を備えていることを特徴とする遊技機である。
【０００７】
　［作用・効果］請求項１に記載の発明によれば、画像表示手段の表示画面と並ぶ図柄変
動表示手段の表示部材面を遊技者に対向させることなく当該表示部材の面発光を遊技者に
気付かせることができる遊技機を提供することができる。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明に係る遊技機によれば、画像表示手段の表示画面と並ぶ図柄変動表示手段の表
示部材面を遊技者に対向させることなく当該表示部材の面発光を遊技者に気付かせること
ができる遊技機を提供することができる。
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【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施例１のパチンコ機の正面図である。
【図２】パチンコ機の前方斜視図である。
【図３】パチンコ機の背面図である。
【図４】パチンコ機の右側面図である。
【図５】パチンコ機の左側面図である。
【図６】パチンコ機の平面図である。
【図７】パチンコ機の底面図である。
【図８】遊技盤の正面図である。
【図９】パチンコ機の電気的構成を示すブロック図である。
【図１０】第３図柄表示装置の表示内容を示す説明図である。
【図１１】遊技盤の斜視図である。
【図１２】遊技盤の分解斜視図である。
【図１３】（ａ）はセンターフレームを構成する前側部材の斜視図、（ｂ）は縦向きのリ
ール用セグメントの断面図、（ｃ）は横向きのリール用セグメントの断面図である。
【図１４】（ａ）はセンターフレームを構成する後側部材及びリールユニットの斜視図、
（ｂ）はリールユニットが取り付けられた後側部材についての収容部箇所を側面視した概
略説明図である。
【図１５】（ａ）はリールユニットの前方斜視図、（ｂ）はリールユニットの後方斜視図
である。
【図１６】（ａ）～（ｆ）は、その順にリールユニットの平面図、左側面図、正面図、右
側面図、背面図及び底面図である。
【図１７】リールユニットの分解斜視図である。
【図１８】（ａ）はリール面発光装置の分解斜視図、（ｂ）はリール面発光装置の斜視図
である。
【図１９】センターフレームの正面図である。
【図２０】図１９に示したセンターフレームのＡ－Ａ線断面図である。
【図２１】（ａ）は外リールの正面図、（ｂ）は内リールの正面図である。
【図２２】（ａ）は、外リールの透明領域部を介して内リールの図柄が視認可能な状態を
示す図、（ｂ）は、その（ａ）におけるリール表示窓と外リールの透明領域部と内リール
との位置関係を示す図である。
【図２３】（ａ）は、リール表示窓に外リールの遮光領域部が位置した状態を示す図、（
ｂ）は、その（ａ）におけるリール表示窓と外リールの遮光領域部と内リールとの位置関
係を示す図である。
【図２４】導光レンズが支持部材に対して収納位置と待避位置とに変位可能なリールユニ
ットの断面図である。
【図２５】（ａ）～（ｈ）は、リールユニット、縦向きのリール用セグメント及び中央セ
グメントによって行われるあみだくじ演出を説明する図である。
【図２６】（ａ），（ｂ）は、横方向に３個並設された状態のリールユニットの概略平面
図及び正面図、（ｃ），（ｄ）は、両側のリールユニットが中央のリールユニットから離
れるようにスライド移動したときの概略平面図及び正面図である。
【図２７】（ａ），（ｂ）は、横方向に３個並設された状態のリールユニットの概略平面
図及び正面図、（ｃ），（ｄ）は、両側のリールユニットの前面側が中央のリールユニッ
トから離れるように回動移動したときの概略平面図及び正面図である。
【図２８】（ａ），（ｂ）は、横方向に３個並設された状態のリールユニットの概略平面
図及び正面図、（ｃ），（ｄ）は、中央のリールユニットの前面側が両側のリールユニッ
トの前面側から離れるようにスライド後退したときの概略平面図及び正面図である。
【図２９】（ａ）～（ｃ）は、実施例４のリールユニットの平面図、正面図及び右側面図
である。
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【図３０】実施例４のリールユニットの斜視図である。
【図３１】（ａ）は、実施例４のリール面発光装置の分解斜視図、（ｂ）は、リール面発
光装置の斜視図である。
【図３２】センターフレーム４７の横断面図である。
【図３３】（ａ）は、リール表示窓に外リールの遮光領域部が位置した状態を示す図、（
ｂ）は、その（ａ）におけるリール表示窓と外リールの遮光領域部と内リールとの位置関
係を示す図である。
【図３４】（ａ）～（ｃ）は、実施例５の図柄ドラムリーチ演出有りのスーパーリーチに
おける第３図柄表示装置の変動表示画像及びリールユニットのリール表示窓内の表示を説
明するための図である。
【図３５】（ａ），（ｂ）は、図３４（ｃ）に続いて表示される第３図柄表示装置の変動
表示画像及びリールユニットのリール表示窓内の表示を説明するための図である。
【図３６】（ａ）～（ｃ）は、新たなリーチライン上に位置するリール表示窓の変動停止
箇所を発光させ、それ以外の変動停止箇所を発光させないようにしたことを説明するため
の図である。
【図３７】実施例６のリール面発光装置をリール内制御基板の内面箇所に取り付けた状態
を示す斜視図である。
【図３８】実施例６のセンターフレームの横断面図である。
【図３９】実施例６のリール面発光装置に傾斜面付き導光レンズを備えた場合のセンター
フレームの横断面図である。
【図４０】（ａ）は、裏面箇所に集光レンズを配設した変形例の内リールの部分側面図、
（ｂ）は、裏面箇所に環状の導光レンズを配設した変形例の内リールの部分側面図である
。
【図４１】（ａ），（ｂ）は、回転する内リールの特定図柄に追従して光照射を行うよう
に駆動される変形例のＬＥＤ実装基板を示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、パチンコ遊技機（以下、単に「パチンコ機」という）の各種の実施の形態を、図
面に基づいて詳細に説明する。
【実施例１】
【００１１】
　実施例１のパチンコ機を、図面に基づいて詳細に説明する。図１～図７は、それぞれパ
チンコ機１０の正面図、前方斜視図、背面図、右側面図、左側面図、平面図及び底面図で
ある。図８は、遊技盤３０の正面図である。図９は、パチンコ機１０の電気的構成を示す
ブロック図である。図１０は、第３図柄表示装置４２の表示内容を示す説明図である。
【００１２】
　図１，図２に示すように、パチンコ機１０は、当該パチンコ機１０の外殻を形成し遊技
場（ホール）の遊技島に固定される外枠１１と、この外枠１１の一側部（例えば正面視に
おける左側部）を開閉軸Ｊ１として外枠１１に対して開閉可能に支持された内枠１２と、
この内枠１２の一側部（例えば正面視における左側部）を開閉軸Ｊ２として内枠１２に対
して開閉自在に取り付けられる前面枠セット１４とを備えている。
【００１３】
　外枠１１は、木製の板材により全体として正面視で矩形状に構成され、小ネジ等の離脱
可能な締結具により各板材が組み付けられている。本実施の形態では、例えば、外枠１１
の上下方向の外寸は８０９ｍｍ（内寸７７１ｍｍ）、左右方向の外寸は５１８ｍｍ（内寸
４８０ｍｍ）としている。なお、外枠１１は、樹脂やアルミニウム等の軽金属などにより
構成されていてもよい。
【００１４】
　内枠１２は、大別すると、その外形を形成する主要部材としての樹脂ベース１２ａ（図
２参照）と、この樹脂ベース１２ａに取り付けられる遊技盤３０（図８参照）とを備えて
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いる。また、内枠１２は、図１，図２に示すように、樹脂ベース１２ａの前面側で片開き
自在な前面枠セット１４を備えている。
【００１５】
　具体的には、樹脂ベース１２ａは、正面視で、その外形が略矩形状で、かつ、その略中
央箇所を開口中心とする開口部（後述する遊技領域３０ａ（図８参照）と同等の大きさの
開口）が形成された板状部材としている。
【００１６】
　前面枠セット１４は、図１に示すように、正面視左側で上下方向の開閉軸Ｊ２を軸心に
して当該内枠１２に対して開閉可能に取り付けられている。詳細には、前面枠セット１４
は、正面視で左側を開閉基端側とし右側を開閉先端側として前方へ回動可能とされている
。
【００１７】
　遊技盤３０（図８参照）は、その遊技領域３０ａを樹脂ベース１２ａの開口部に位置さ
せるようにして当該樹脂ベース１２ａの背面側より着脱自在に取り付けられる。
【００１８】
　ここで、もう少し詳細に前面枠セット１４について説明する。
【００１９】
　前面枠セット１４は、図１に示すように、それを正面視すると、最下部に位置する下皿
部１３と、この下皿部１３の上側に位置する上皿部２１と、この上皿部２１の上側に位置
するガラス枠部２３と、下皿部１３及び上皿部２１の右側に位置する大型立体キャラクタ
部２５とに大別される。
【００２０】
　これらの下皿部１３、上皿部２１、ガラス枠部２３及び大型立体キャラクタ部２５を、
前面枠セット１４の樹脂成形部品であるベース板体（図示省略）の前面側各箇所にそれぞ
れ取り付けることで、前面枠セット１４が構成されている。
【００２１】
　下皿部１３は、図１に示すように、下皿１５を形成する部品とその部品を囲う部品等と
が一体化された部品であり、前面枠セット１４の最下部箇所に位置するように、ネジ等の
締結具によりベース板体（図示省略）の正面視で最下部箇所に固定されている。この下皿
部１３は、その前面側に、下皿１５と球抜きレバー１７とを備えている。
【００２２】
　球受皿としての下皿１５は、図１，図２に示すように、当該パチンコ機１０の正面視で
大型立体キャラクタ部２５の左側箇所に設けられ、前面枠セット１４の横幅半分程度の大
きさとしており、排出口１６より排出された遊技球が下皿１５内に貯留可能である。球抜
きレバー１７は、下皿１５内の遊技球を抜く（排出する）ためのものであり、この球抜き
レバー１７を図１で左側に移動させることにより、下皿１５の底面の所定箇所（例えば略
中央箇所）に形成された円形排出部１５ａ（図２参照）が開口され、下皿１５内に貯留さ
れた遊技球を下皿１５の底面における開口された円形排出部１５ａを通して下方向外部に
抜くことができる。
【００２３】
　大型立体キャラクタ部２５は、図１に示すように遊技球発射ハンドル１８を備えている
。遊技球発射ハンドル１８は、下皿１５よりも右方で手前側に突出して配設されている。
遊技者による遊技球発射ハンドル１８の操作に応じて、発射装置２２９（図３、図９参照
）によって遊技球が遊技盤３０（図８参照）の方へ打ち込まれる。
【００２４】
　上皿部２１は、図１に示すように、上皿１９を形成する部品とその部品を囲う部品等と
が一体化された部品であり、前面枠セット１４の下部箇所（前述の下皿１５の上方位置）
に位置するように、ネジ等の締結具によりベース板体（図示省略）の正面視で下部箇所に
固定されており、遊技球の受皿としての上皿１９を備えている。ここで、上皿１９は、遊
技球を一旦貯留し、一列に整列させながら発射装置２２９の方へ導出するための球受皿で
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ある。
【００２５】
　ガラス枠部２３は、図１に示すように、上皿部２１の上側に形成された窓部１０１と、
この窓部１０１の周囲に設けられた各種の電飾部（第１電飾部３００、第２電飾部３０２
及び第３電飾部３０４）と音出力部２４とを備えている。
【００２６】
　音出力部２４は、図１に示すように、前面枠セット１４の正面視で上部の左右２箇所に
設けられ、その前面枠セット１４の内部あるいは背面箇所に設けられたスピーカからの音
を出力するための複数個の出力口で形成されている。この出力口は、図１では一部のみ図
示し、全体図示を省略している。
【００２７】
　詳述すれば、前面枠セット１４には、図１に示すように、上皿部２１の上側に位置する
ガラス枠部２３の中央箇所に、遊技盤３０の遊技領域３０ａ（図８参照）のほとんどを外
部から視認することができるよう略縦長楕円形状の窓部１０１が形成されている。詳しく
は、窓部１０１は、略縦長楕円形状で中央が空洞（開口部１０１ａ）となっており、その
開口部１０１ａを略縦長楕円形状等のガラス板１３７で覆うように、図示省略のガラスユ
ニットが前面枠セット１４の背面側に取り付けられたものである。このガラスユニットは
、二枚のガラス板１３７を前後方向に近設させて並べた二重ガラス構造としている。なお
、窓部１０１の前記略中央部が直線状になるようにし、ガラス板１３７もその形状に合わ
せるようにしてもよい。また、ガラス板１３７は、ガラスに限定されず、所定の強度があ
る透明板であればその材質などは問わない。
【００２８】
　さらに、ガラス枠部２３は、図１に示すように、窓部１０１の周囲に、第１電飾部３０
０、第２電飾部３０２及び第３電飾部３０４を備えている。詳述すれば、前面枠セット１
４は、図１に示すように、その正面視した状態で窓部１０１の周囲で左箇所に、ＬＥＤ等
を内蔵した第１電飾部３００（左側電飾部）を、窓部１０１の周囲で右箇所に、ＬＥＤ等
を内蔵した第２電飾部３０２（右側電飾部）を、窓部１０１の周囲で上箇所に、ＬＥＤ等
を内蔵した第３電飾部３０４（上側電飾部）を備えている。これらの電飾部は、大当たり
時や所定のリーチ時等における遊技状態の変化に応じて点灯、点滅のように発光態様が変
更制御され遊技中の演出効果を高める役割を果たすものである。
【００２９】
　パチンコ機１０では、第１電飾部３００、第２電飾部３０２及び第３電飾部３０４は、
大当たりランプとして機能し、大当たり時に点灯や点滅を行うことにより、大当たり中で
あることを報知する。その他、パチンコ機１０の第１電飾部３００及び第２電飾部３０２
には、賞球払出し中に点灯する賞球ランプ１０５と、所定のエラー時に点灯するエラー表
示ランプ１０６とが備えられている。
【００３０】
　また、窓部１０１の周縁で右斜め下箇所には、内枠１２表面や遊技盤３０表面等の一部
を視認できるよう透明樹脂からなる小窓１０７が設けられている。この小窓１０７の所定
箇所を平面状としているので、遊技盤３０の右下隅部に貼り付けられた証紙などを、小窓
１０７の当該平面状箇所から機械で好適に読み取ることができる。
【００３１】
　また、窓部１０１の右下方の大型立体キャラクタ部２５には貸球操作部１２０が配設さ
れており、貸球操作部１２０には球貸しボタン１２１と返却ボタン１２２とが設けられて
いる。パチンコ機１０の側方に配置された図示しないカードユニット（球貸しユニット）
に紙幣やカード（例えばプリペイドカード）等を投入した状態で貸球操作部１２０が操作
されると、その操作に応じて遊技球の貸出が行われる。球貸しボタン１２１は、カード等
（記録媒体）に記録された情報に基づいて貸出球を得るために操作されるものであり、カ
ード等に残額が存在する限りにおいて貸出球が上皿１９に供給される。返却ボタン１２２
は、カードユニットに挿入されたカード等の返却を求める際に操作される。なお、貸球操
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作部１２０にさらに度数表示部（図示省略）を設けるようにしてもよい。この度数表示部
（図示省略）は、カード等の残額情報を表示するものである。なお、カードユニットを介
さずに球貸し装置等から上皿に遊技球が直接貸し出されるパチンコ機、いわゆる現金機で
は貸球操作部１２０が不要となる。故に、貸球操作部１２０の設置部分に、飾りシール等
が付されるようになっている。これにより、カードユニットを用いたパチンコ機と現金機
との貸球操作部の共通化が図れる。
【００３２】
　また、大型立体キャラクタ部２５は、図１，図２に示すように、遊技領域３０ａの方を
向くように前面枠セット１４に設けられているので、遊技者を自然に遊技領域３０ａに注
視させることができる。
【００３３】
　また、大型立体キャラクタ部２５は、図１，図２に示すように、遊技球発射ハンドル１
８の少なくとも一部を含む大きさのキャラクタとし、遊技球発射ハンドル１８は大型立体
キャラクタ部２５と関連する装飾（例えば、色や模様や形状などの少なくとも一つが同じ
装飾）が施されているので、大型立体キャラクタ部２５と一体感を持たせた遊技球発射ハ
ンドル１８とすることができる。さらに、本実施例１の大型立体キャラクタ部２５を有す
るパチンコ機（遊技機）は、このような大型立体キャラクタ部２５を有しない他のパチン
コ機（遊技機）と明確に区別でき、他の遊技機よりも際立たせることができる。
【００３４】
　また、前面枠セット１４は、図１に示すように、パチンコ機１０の正面視で、右上隅部
に「ホタテ貝」を象ったキャラクタ部２６ａが設けられている。このキャラクタ部２６ａ
は、例えば払出異常を発光表示する発光部でもある。また、図１に示すように、前面枠セ
ット１４の左上隅部には、女性の顔（例えば、マリンちゃん）を象ったキャラクタ部２６
ｂが設けられている。また、図１に示すように、前面枠セット１４の右側の音出力口２４
及び左側箇所には、「カニ」を象ったキャラクタ部２６ｃが設けられ、前面枠セット１４
の左側の音出力口２４及び右側箇所には、「タコ」を象ったキャラクタ部２６ｄが設けら
れている。また、球抜きレバー１７は、図１に示すように「魚」を象った形状を採用して
いる。
【００３５】
　次に、図８を用いて遊技盤３０の構成を説明する。遊技盤３０は、図８に示すように、
正面視で四角形状の木製（例えば、合板）でその左側の両角部が取れたような形状の遊技
板３０ｂを備えており、その周縁部（後述するレール５１，５２の外側部分）が内枠１２
の樹脂ベース１２ａ（図２参照）の裏側に当接した状態で取り付けられている。この遊技
盤３０の前面側の略中央部分たる遊技領域３０ａは、前面枠セット１４のベース板体（図
示省略）の略楕円形状の図１に示した窓部１０１のガラス板１３７を通じて、当該前面枠
セット１４の前方外側から視認可能である。
【００３６】
　また、遊技盤３０は、一般入賞口３１、可変入賞装置３２、始動入賞装置３３（例えば
作動チャッカ）、第３の始動口３４（例えばスルーゲート）及び可変表示装置ユニット３
５を備えている。これらの一般入賞口３１、可変入賞装置３２、始動入賞装置３３、第３
の始動口３４及び可変表示装置ユニット３５は、遊技盤３０における、ルータ加工によっ
て形成された各貫通穴にそれぞれに配設され、遊技盤３０前面側から木ネジ等により取り
付けられている。
【００３７】
　始動入賞装置３３は、図２に示すように、上から順に、第１の始動口３３ａ（例えば作
動チャッカ）と第２の始動口３３ｂ（例えば作動チャッカ）とが上下に配設された単一の
入賞装置で構成されている。そして、上部側の第１の始動口３３ａには第１の始動口３３
ａ用の図示省略の作動口スイッチ（通過検出スイッチ）が設けられ、この第１の始動口３
３ａへの入球は、その第１の始動口３３ａ用の作動口スイッチにより検出される。また、
下部側の第２の始動口３３ｂには第２の始動口３３ｂ用の図示省略の作動口スイッチ（通
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過検出スイッチ）が設けられ、この第２の始動口３３ｂへの入球は、その第２の始動口３
３ｂ用の作動口スイッチにより検出される。上述した上部側の第１の始動口３３ａへの遊
技球の入球または下部側の第２の始動口３３ｂへの遊技球の入球のどちらの場合にも、そ
れが始動入賞であることに変わりは無く、それらの入球を個別に検出できる。
【００３８】
　また、一般入賞口３１への入球が検出スイッチ（図示省略の入賞口スイッチ）で検出さ
れ、可変入賞装置３２への入球が検出スイッチ（図示省略のカウントスイッチ）でそれぞ
れに検出され、この検出スイッチの出力に基づいて、上皿１９（または下皿１５）へ所定
数の賞球が払い出される。
【００３９】
　例えば、第１の始動口３３ａ、第２の始動口３３ｂへの入球の場合には、３個の賞球払
い出しがされる。また、一般入賞口３１及び可変入賞装置３２への入球の場合には、１０
個の賞球払い出しがされる。なお、これらの賞球の個数は任意であり、種々の個数として
もよい。
【００４０】
　なお、第３の始動口３４に遊技球が入球し、当該入球が検出スイッチ（図示省略の通過
検出スイッチ）で検出されるが、当該第３の始動口３４へ入球しても、遊技球の払い出し
は実行されない。
【００４１】
　その他に、図８に示すように、遊技盤３０にはアウト口３６が設けられており、各種入
賞装置等に入球しなかった遊技球はこのアウト口３６を通って図示しない球排出路の方へ
と案内される。遊技盤３０には、遊技球の落下方向を適宜分散、調整等するために多数の
釘３９が植設されているとともに、風車３７等の各種部材（役物）が配設されている。
【００４２】
　可変表示装置ユニット３５は、図８に示すように、第１の始動口３３ａ，第２の始動口
３３ｂへの入賞をトリガとして、識別情報としての第１図柄（例えば特別図柄）を変動表
示する第１図柄表示装置４０と、第３の始動口３４の通過をトリガとして、第２図柄（例
えば普通図柄）を変動表示する第２図柄表示装置４１と、第１の始動口３３ａ，第２の始
動口３３ｂへの入賞をトリガとして、第３図柄（例えば装飾図柄）を変動表示する第３図
柄表示装置４２とを備えている。
【００４３】
　第１図柄表示装置４０は、図８に示すように、例えば、複数のセグメント発光部が所定
の態様で配列されたセグメント表示器（例えば、小数点付き７セグメントＬＥＤ表示器）
である第１セグメント表示部４０ａ及び第２セグメント表示部４０ｄを備えている。この
第１セグメント表示部４０ａは、第１の始動口３３ａへの入球に基づいて変動発光等する
。第２セグメント表示部４０ｄは、第２の始動口３３ｂへの入球に基づいて変動発光等す
る。また、第１図柄表示装置４０は、図８に示すように、第１セグメント表示部４０ａに
おける変動表示の保留数を示す保留ランプ４０ｃと、第２セグメント表示部４０ｄにおけ
る変動表示の保留数を示す保留ランプ４０ｆとを備えている。
【００４４】
　第１セグメント表示部４０ａは、第１の始動口３３ａへの入球に基づいて、各セグメン
ト発光部をランダムあるいは順番に発光変更することで、第１図柄の変動表示状態（本実
施例では各セグメント発光部の発光変動態様）を発生させ、その発光変動の停止時に、例
えば、確変大当りを示す記号（例えば数字や文字など）を発光表示すると確変大当り（特
定当り）を示し、通常大当りを示す記号（例えば数字や文字など）を発光表示すると通常
大当り（非特定当り）を示し、外れを示す記号（例えば数字や文字など）を発光表示する
と外れを示す。
【００４５】
　上記と同様に、第２セグメント表示部４０ｄは、第１の始動口３３ｂへの入球に基づい
て、各セグメント発光部をランダムあるいは順番に発光変更することで、第１図柄の変動
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表示状態（本実施例では各セグメント発光部の発光変動態様）を発生させ、その発光変動
の停止時に、例えば、確変大当りを示す記号（例えば数字や文字など）を発光表示すると
確変大当り（特定当り）を示し、通常大当りを示す記号（例えば数字や文字など）を発光
表示すると通常大当り（非特定当り）を示し、外れを示す記号（例えば数字や文字など）
を発光表示すると外れを示す。
【００４６】
　このように確変大当り（特定当り）や通常大当り（非特定当り）となると、可変入賞装
置３２が後述する特定遊技状態（例えば、大当り状態）となる。
【００４７】
　なお、この第１図柄表示装置４０として、少なくとも２色以上の発光が可能なタイプの
単一または複数個のＬＥＤを採用してもよい。具体的には、第１図柄表示装置４０として
、例えば赤色と青色に発光可能な２個のＬＥＤを採用した場合を例に挙げると、各ＬＥＤ
の発光色を交互に変更させることで、第１図柄（各ＬＥＤの発光色態様）の変動表示状態
を発生させ、例えば、両方のＬＥＤが赤色発光状態で停止すると確変大当り（特定当り）
を示し、両方のＬＥＤが青色発光状態で停止すると通常大当り（非特定当り）を示し、両
方のＬＥＤが互いに異なる色の発光状態で停止すると外れを示すことが挙げられる。また
、第１図柄表示装置４０を構成する第１セグメント表示部４０ａ、第２セグメント表示部
４０ｄ、保留ランプ４０ｃ及び保留ランプ４０ｆのうち少なくとも一つを、液晶表示装置
、有機ＥＬ表示装置、ＣＲＴまたはドットマトリックス表示器等その他のタイプの表示装
置によって構成してもよいし、特に第３図柄表示装置４２の表示画面に表示する構成とし
てもよい。また、第１図柄表示装置４０にて表示される絵柄としては、複数種の文字が表
示される構成、複数種の記号が表示される構成、複数種のキャラクタが表示される構成ま
たは複数種の色が表示される構成などが考えられる。
【００４８】
　第２図柄表示装置４１は、第２図柄用としての例えば「○」が描かれた表示部４１ａと
、第２図柄用としての例えば「×」が描かれた表示部４１ｂと、保留ランプ４１ｃとを有
し、遊技球が第３の始動口３４を通過する毎に例えば表示部４１ａ，４１ｂによる表示図
柄（普通図柄）が変動し、その変動表示が所定図柄で停止した場合に下部側の第２の始動
口３３ｂが所定時間だけ作動状態となる（開放される）よう構成されている。遊技球が第
３の始動口３４を通過した回数は最大４回まで保留され、その保留回数が保留ランプ４１
ｃにて点灯表示される。なお、表示部４１ａ，４１ｂは、その内部にＬＥＤ（発光ダイオ
ード）を有しており、このＬＥＤの発光（あるいはランプの点灯）を切り換えることによ
り変動表示される構成としている。また、第２図柄表示装置４１及び保留ランプ４１ｃの
うち少なくとも一つを、液晶表示装置、有機ＥＬ表示装置、ＣＲＴまたはドットマトリッ
クス表示器等その他のタイプの表示装置によって構成してもよいし、特に第３図柄表示装
置４２の表示画面に表示する構成としてもよい。
【００４９】
　第３図柄表示装置４２では、第１の始動口３３ａ，第２の始動口３３ｂへの入賞に基づ
き第１図柄表示装置４０にて第１図柄の変動表示と所定の表示（停止表示）が行われる場
合にそれに合わせて第３図柄の変動表示と所定の表示（停止表示）が行われる。なお、第
３図柄表示装置４２では、第１の始動口３３ａまたは第２の始動口３３ｂへの入賞をトリ
ガとした表示演出だけでなく、大当たり当選となった後に移行する特定遊技状態中の表示
演出などが行われる。
【００５０】
　第３図柄表示装置４２は、例えば液晶表示装置で構成されており、後述する表示制御装
置４５により表示内容が制御される。第３図柄表示装置４２には、例えば図１０に示すよ
うに、左、中及び右の３つの装飾図柄列Ｌ，Ｍ，Ｒが表示される。各装飾図柄列Ｌ，Ｍ，
Ｒは複数の装飾図柄によって構成されており、これら装飾図柄が装飾図柄列Ｌ，Ｍ，Ｒ毎
にスクロールされるようにして第３図柄表示装置４２に可変表示される。なお本実施の形
態では、第３図柄表示装置４２（液晶表示装置）は、例えば、１１インチサイズの大型の
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液晶ディスプレイを備える。可変表示装置ユニット３５には、正面視した状態で第３図柄
表示装置４２の表示画面をほぼ囲むようにしてこの第３図柄表示装置４２の前方側にセン
ターフレーム４７が配設されている。本実施形態では第３図柄表示装置４２として液晶表
示装置を採用するが他の種類の画像表示装置（例えば、ＰＤＰ：プラズマ・ディスプレイ
・パネルや、ＥＬ：エレクトロ・ルミネッセンス・ディスプレイや、有機ＥＬなど）でも
よい。
【００５１】
　図８に示す可変入賞装置３２は、通常は遊技球が入賞できない閉状態（あるいは、入賞
し難い閉状態としてもよい）になっており、大当りの際に遊技球が入賞しやすい開状態と
通常の閉状態とに繰り返し作動されるものである。このように、大当りの際に可変入賞装
置３２が開状態と通常の閉状態とに繰り返し作動される状態は、特定遊技状態（例えば、
大当り状態）と呼ばれ、可変入賞装置３２に多数の遊技球が入球（入賞）し、その入賞に
対して大量の遊技球が賞球払い出しされることから、遊技者にとって有利な遊技状態とな
っている。つまり、本実施例のパチンコ機１０は、遊技球の投入数（発射装置２２９によ
る遊技球の遊技領域３０ａへの発射数）の方が、遊技球の賞球払出数（一般入賞口３１、
可変入賞装置３２、第１の始動口３３ａ、第２の始動口３３ｂなどへの遊技球の入球に基
づく賞球払出数）よりも多い通常遊技状態（遊技球消費状態）と、遊技球の賞球払出数の
方が遊技球の投入数よりも多い特定遊技状態（例えば、大当り状態）とに状態変移可能な
ものである。
【００５２】
　より詳しくは、第１の始動口３３ａに対し遊技球が入賞すると第１図柄表示装置４０の
第１セグメント表示部４０ａが変動表示され、その変動停止後の第１セグメント表示部４
０ａの表示が予め設定した記号で停止した場合に特定遊技状態が発生する。例えば、確変
大当りを示す記号を停止表示する場合には、確変大当り（特定当り）の特定遊技状態に当
選したことを示し、通常大当りを示す記号を停止表示する場合には、通常大当り（非特定
当り）の特定遊技状態に当選したことを示し、外れを示す記号を停止表示する場合には外
れ（特定遊技状態に落選したこと）を示す。
【００５３】
　上記と同様に、第２の始動口３３ｂに対し遊技球が入賞すると第１図柄表示装置４０の
第２セグメント表示部４０ｄが変動表示され、その変動停止後の第２セグメント表示部４
０ｄの表示が予め設定した記号で停止した場合に特定遊技状態が発生する。例えば、確変
大当りを示す記号を停止表示する場合には、確変大当り（特定当り）の特定遊技状態に当
選したことを示し、通常大当りを示す記号を停止表示する場合には、通常大当り（非特定
当り）の特定遊技状態に当選したことを示し、外れを示す記号を停止表示する場合には外
れ（特定遊技状態に落選したこと）を示す。
【００５４】
　そして、特定遊技状態の発生の場合には、可変入賞装置３２は、その大入賞口３２ａが
所定の開放状態となり、遊技球が入賞しやすい状態（大当たり状態）になるよう構成され
ている。具体的には、当該開放状態についての所定時間の経過または所定個数の入賞を１
ラウンドとして、可変入賞装置３２の大入賞口３２ａが所定回数（ラウンド数）繰り返し
開放される。また、遊技球が第１の始動口３３ａを通過した回数は最大４回まで保留され
、その保留回数が保留ランプ４０ｃにて表示される。また、遊技球が第２の始動口３３ｂ
を通過した回数も最大４回まで保留され、その保留回数が保留ランプ４０ｆにて表示され
る。なお、保留ランプ４０ｃ，４０ｆは、第３図柄表示装置４２の表示画面の一部で保留
表示等される構成等であっても良い。
【００５５】
　また、遊技盤３０には、図８に示すように、発射装置２２９（図３参照）から発射され
た遊技球を遊技盤３０上部へ案内するための２本のレール５１，５２が取り付けられてお
り、遊技球発射ハンドル１８の回動操作に伴い発射された遊技球は２本のレール５１，５
２の後述する球案内通路４９を通じて所定の遊技領域３０ａに案内される。２本のレール
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５１，５２は長尺状をなすステンレス製の金属帯状部材であり、内外二重に遊技盤３０に
取り付けられている。内レール５１は、遊技盤３０の正面視で、略縦楕円のうちでその左
斜め上から時計回りで右斜め上までの箇所を除いた形状に形成されている。外レール５２
は、一部（主に左側部）が内レール５１に向かい合うようにして形成されている。かかる
場合、内レール５１と外レール５２とにより誘導レールが構成され、これら各レール５１
，５２が所定間隔を隔てて並行する部分（向かって左側の部分）により球案内通路４９が
形成されている。なお、球案内通路４９は、遊技盤３０との当接面を有した溝状、すなわ
ち手前側を開放した溝状に形成されている。
【００５６】
　内レール５１の先端部分（図８の左上部）には戻り球防止部材５３が取着されている。
これにより、一旦、内レール５１及び外レール５２間の球案内通路４９から遊技盤３０の
上部へと案内された遊技球が再度球案内通路４９内に戻ってしまうといった事態が防止さ
れる。また、遊技盤３０が内枠１２に取り付けられた状態において、外レール５２におけ
る、遊技球の最大飛翔部分に対応する位置（図８の右上部：外レール５２の先端部に相当
する部位）には、返しゴム５４が位置している。従って、所定以上の勢いで発射された遊
技球は、返しゴム５４に当たって跳ね返されるようになっている。外レール５２は、長尺
状をなすステンレス製の金属帯としているので、遊技球の飛翔をより滑らかなものとする
、つまり遊技球の摩擦抵抗を少なくすることができる。なお、図８に示すように、外レー
ル５２の先端部（図８の右上部）から内レール５１の右側先端部（図８の右上部）までは
、内枠１２に形成された返しゴム５４と、内枠１２に形成された壁部５５（図８に破線で
示す）とが位置することにより、遊技領域３０ａが仕切られている。
【００５７】
　なお、図８に示すように、遊技盤３０の右下隅部は、証紙（例えば製造番号が記載され
ている）等のシールＳＬ（プレートとしてもよい）を貼着するためのスペースである。遊
技盤３０の右下隅部に、証紙等のシールＳＬを貼着することで、遊技盤３０と証紙との一
義性を持たせることができる。
【００５８】
　次に、遊技盤３０の遊技領域３０ａについて説明する。遊技領域３０ａは、図８に示す
ように、内レール５１と外レール５２との内周部（内外レール）により略縦長円形状に区
画形成されており、特に本実施の形態では、遊技盤３０の盤面上に区画される当該遊技領
域３０ａが大きく構成されている。
【００５９】
　本実施の形態では、遊技領域３０ａを、パチンコ機１０の正面から見て、内レール５１
及び外レール５２によって囲まれる領域のうち、内外レール５１，５２の並行部分である
誘導レールの領域を除いた領域としている。従って、遊技領域３０ａと言った場合には誘
導レール部分は含まないため、遊技領域３０ａの向かって左側限界位置は外レール５２に
よってではなく内レール５１によって特定される。また、遊技領域３０ａの向かって右側
限界位置は壁部５５（内枠１２の一部）及び内レール５１によって特定される。また、遊
技領域３０ａの下側限界位置は内レール５１によって特定される。また、遊技領域３０ａ
の上側限界位置は外レール５２によって特定される。
【００６０】
　なお、詳しい図面の開示は省略するが、発射装置２２９には、前面枠セット１４の図示
省略の球出口（上皿１９の最下流部より通じる球出口）から遊技球が１つずつ供給される
。
【００６１】
　次に、パチンコ機１０の背面の構成について説明する。図３に示すように、パチンコ機
１０は、その背面（実際には内枠１２及び遊技盤３０の背面）において、各種制御基板が
上下左右に並べられるとともに所定の制御基板が前後に重ねられる（例えば、後述する図
９の払出制御基板３１１ａが背面視で手前側で、電源装置３１３の電源制御基板及び発射
制御装置３１２の発射制御基板が払出制御基板３１１ａよりも奥側に位置する）ようにし
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て配置されており、さらに、遊技球を供給するための遊技球供給装置（払出機構部３５２
）や樹脂製の保護カバー３５３等が取り付けられている。本実施の形態では、各種制御基
板を図３に示す複数（３個）の取付台２３０～２３２に分けて搭載してそれらを各制御基
板ユニットとし、各制御基板ユニットが個別に内枠１２または遊技盤３０の背面に装着す
るようにしている。具体的には、図３に示すように、主制御装置２６１を取付台２３０に
搭載し、サブ制御装置２６２を取付台２３２に搭載してそれぞれユニット化すると共に、
払出制御装置３１１、発射制御装置３１２及び電源装置３１３を取付台２３１に搭載して
ユニット化している。
【００６２】
　また、払出機構部３５２は、図３に示すように、各種部品（後述するタンク３５５、タ
ンクレール３５６、ケースレール３５７、払出装置３５８及び電源スイッチ基板３８２）
がパチンコ機１０の背面視で逆Ｌの字状に配設されて構成されており、払出機構部３５２
及び保護カバー３５３も１ユニットとして一体化されており、当該ユニットを裏パックと
称することもあるため、ここではそのユニットを「裏パックユニット２０３」と称する。
【００６３】
　裏パックユニット２０３は、ユニット単位で何ら工具等を用いずに着脱できるよう構成
されており、さらにこれに加え、一部に支軸部を設けて内枠１２または遊技盤３０の背面
に対して開閉できる構成としている。これは、裏パックユニット２０３とその他構成とが
前後に重ねて配置されても、隠れた構成等を容易に確認することを可能とするための工夫
でもある。
【００６４】
　また、遊技盤３０の背面には、各種入賞口などの遊技球の通過を検出するための入賞感
知機構などが設けられている。具体的には、遊技盤３０表側の一般入賞口３１に対応する
位置には入賞口スイッチ（図示省略）が設けられ、可変入賞装置３２にはカウントスイッ
チ（図示省略）が設けられている。カウントスイッチは入賞球をカウントするスイッチで
ある。また、第１の始動口３３ａ，第２の始動口３３ｂに対応する位置には第１の始動口
３３ａ用の作動口スイッチ（図示省略）と第２の始動口３３ｂ用の作動口スイッチ（図示
省略）（図示省略）とがそれぞれ設けられ、第１の始動口３３ａ，第２の始動口３３ｂへ
の遊技球の入球をそれぞれの作動口スイッチで検出される。第３の始動口３４に対応する
位置にはゲートスイッチが設けられ、第３の始動口３４への遊技球の通過を当該ゲートス
イッチで検出される。
【００６５】
　一般入賞口３１の入賞口スイッチ（図示省略）及び第３の始動口３４のゲートスイッチ
は、図示しない電気配線を通じて盤面接続基板（図示省略）に接続され、さらにこの盤面
接続基板が後述する主制御装置２６１内の主制御基板２６１ａ（図９参照）に接続されて
いる。また、可変入賞装置３２のカウントスイッチは大入賞口中継端子基板（図示省略）
に接続され、さらにこの大入賞口中継端子基板がやはり主制御基板２６１ａに接続されて
いる。これに対し、第１の始動口３３ａ及び第２の始動口３３ｂの各作動口スイッチは中
継基板を介さずに直接に主制御基板２６１ａに接続されている。
【００６６】
　その他図示は省略するが、可変入賞装置３２には、大入賞口３２ａを開放するための大
入賞口ソレノイドが設けられ、下部側の第２の始動口３３ｂには、電動役物を開放するた
めの作動口ソレノイドが設けられている。
【００６７】
　上記入賞感知機構にて各々検出された検出結果は、後述する主制御装置２６１内の主制
御基板２６１ａに取り込まれ、該主制御基板２６１ａよりその都度の入賞状況に応じた払
出指令（遊技球の払出個数）が払出制御基板３１１ａに送信される。そして、該払出制御
基板３１１ａの出力により所定数の遊技球の払出が実施される。
【００６８】
　図３に示すように、主制御装置２６１は、パチンコ機１０の背面視における下側の取付
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台２３０に搭載され、サブ制御装置２６２は、パチンコ機１０の背面視における上側の取
付台２３２に搭載されている。ここで、主制御装置２６１は、図９に示すように、主たる
制御を司るＣＰＵ５０１と、遊技プログラムを記憶したＲＯＭ５０２と、遊技の進行に応
じた必要なデータを記憶するＲＡＭ５０３と、各種機器との連絡をとる入出力ポート５０
５と、各種抽選の際に用いられる乱数発生器（図示省略）と、時間計数や同期を図る場合
などに使用されるクロックパルス発生回路（図示省略）などを含む主制御基板２６１ａを
具備しており、この主制御基板２６１ａが透明樹脂材料等よりなる基板ボックス２６３（
被包手段）に収容されて構成されている。なお、基板ボックス２６３は、略直方体形状の
ボックスベースと該ボックスベースの開口部を覆うボックスカバーとを備えている。これ
らボックスベースとボックスカバーとは、封印ユニット２６１ｃによって開封不能に連結
され、これにより基板ボックス２６３が封印されている。
【００６９】
　また、サブ制御装置２６２は、例えば主制御装置２６１内の主制御基板２６１ａからの
指示に従い音声やランプ表示の制御や表示制御装置４５の制御を司るＣＰＵ５５１や、そ
の他ＲＯＭ５５２、ＲＡＭ５５３、バスライン５５４及び入出力ポート５５５等を含むサ
ブ制御基板２６２ａを具備しており、このサブ制御基板２６２ａが透明樹脂材料等よりな
る基板ボックスに収容されて構成されている。後述する電源基板より供給される電源はサ
ブ制御装置２６２を介して表示制御装置４５に出力される。
【００７０】
　図３に示すように、払出制御装置３１１、発射制御装置３１２、電源装置３１３及びカ
ードユニット接続基板３１４が取付台２３１に搭載されている。払出制御装置３１１は制
御の中枢をなすＣＰＵや、その他ＲＯＭ、ＲＡＭ、各種ポート等を含む制御基板を具備し
ている。また、発射制御装置３１２は発射制御基板を具備している。また、電源装置３１
３は電源制御基板を具備している。払出制御装置３１１の払出制御基板３１１ａは、賞球
や貸出球の払出を制御する。また、発射制御装置３１２の発射制御基板により、遊技者に
よる遊技球発射ハンドル１８の操作に従い発射装置２２９（図９参照）の制御が行われ、
電源装置３１３の電源基板により、各種制御装置等で要する所定の電源電圧が生成され出
力される。本実施例の発射装置２２９は、発射ソレノイド（図示省略）への通電／非通電
に従って進退自在な発射槌部（図示省略）で遊技球を打ちつけて発射させるソレノイド式
発射部品を採用している。なお、それ以外の発射装置２２９として、発射モータの駆動に
従って動作する発射杵で遊技球を打ちつけて発射させる機械式発射部品や、電磁場を発生
させることで遊技球を発射させる電磁式発射部品など種々のタイプのものを採用してもよ
い。カードユニット接続基板３１４は、パチンコ機前面の貸球操作部１２０（図１参照）
及び図示しないカードユニットに電気的に接続され、遊技者による球貸し操作の指令を取
り込んでそれを払出制御装置３１１に出力するものである。なお、カードユニットを介さ
ずに球貸し装置等から上皿１９に遊技球が直接貸し出される現金機では、カードユニット
接続基板３１４は不要である。
【００７１】
　上記払出制御装置３１１、発射制御装置３１２、電源装置３１３及びカードユニット接
続基板３１４は、透明樹脂材料等よりなる基板ボックスにそれぞれ収容されて構成されて
いる。特に、払出制御装置３１１では、前述した主制御装置２６１と同様、基板ボックス
３１１ｂ（被包手段）を構成するボックスベースとボックスカバーとが封印ユニット（封
印手段）によって開封不能に連結され、これにより基板ボックス３１１ｂが封印されてい
る。
【００７２】
　払出制御装置３１１には、図３に示すように、状態復帰スイッチ３１１ｃが設けられて
いる。例えば、払出モータ部の球詰まり等、払出エラーの発生時において状態復帰スイッ
チ３１１ｃが押下されると、払出モータ３５８ａ（図９参照）がゆっくり正回転され、球
詰まりの解消（正常状態への復帰）が図られるようになっている。
【００７３】
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　また、電源監視基板２６１ｂにはＲＡＭ消去スイッチ３２３が設けられている。パチン
コ機１０はバックアップ機能を有しており、万一停電が発生した際でも停電時の状態を保
持し、停電からの復帰（復電）の際には停電時の状態に復帰できる。従って、通常手順で
（例えばホールの営業終了時に）電源遮断すると電源遮断前の状態が記憶保持されること
から、電源投入時に初期状態に戻したい場合には、ＲＡＭ消去スイッチ３２３を押しなが
ら電源を投入することとしている。
【００７４】
　次に、裏パックユニット２０３の構成を説明する。裏パックユニット２０３は、図３に
示すように、樹脂成形された保護カバー３５３と遊技球の払出機構部３５２とを一体化し
たものである。
【００７５】
　裏パックユニット２０３は、その最上部に上方に開口したタンク３５５が設けられてお
り、このタンク３５５には遊技ホールの島設備（遊技島設備）から供給される遊技球が逐
次補給される。タンク３５５の下方には、例えば横方向２列の球通路を有し下流側に向け
て緩やかに下り傾斜するタンクレール３５６が連結され、さらにタンクレール３５６の下
流側には縦向きにケースレール３５７が連結されている。ケースレール３５７の最下流部
には、払出装置３５８が設けられ、払出モータ３５８ａ等の所定の電気的構成により必要
個数の遊技球の払出が適宜行われる。そして、払出装置３５８より払い出された遊技球は
払出通路（図示省略）等を通じて上皿１９に供給される。
【００７６】
　また、タンクレール３５６には、当該タンクレール３５６に振動を付加するためのバイ
ブレータ３６０が設けられている。例えば、バイブレータ３６０が例えば２本のネジでタ
ンクレール３５６に締結されて取り付けられる。さらに、バイブレータ３６０は、タンク
レール３５６に面接触するのではなく、当該２本のネジの部分で接触しており、バイブレ
ータ３６０による振動がより効果的にタンクレール３５６に伝わる。従って、仮にタンク
レール３５６付近で球詰まりが生じた際、バイブレータ３６０が駆動されることで球詰ま
りが解消される。
【００７７】
　払出機構部３５２には、払出制御装置３１１から払出装置３５８への払出指令の信号を
中継する払出中継基板（図示省略）が設置されると共に、外部より主電源を取り込むため
の電源スイッチ基板３８２が設置されている。電源スイッチ基板３８２には、電圧変換器
を介して例えば交流２４Ｖの主電源が供給され、電源スイッチ３８２ａの切替操作により
電源ＯＮまたは電源ＯＦＦとされる。
【００７８】
　タンク３５５から払出通路（図示省略）に至るまでの払出機構部３５２は何れも導電性
を有する樹脂材料（例えば導電性ポリカーボネート樹脂）にて成形され、その一部にて接
地（アース）されている。これにより、遊技球の帯電によるノイズの発生が抑制される。
【００７９】
　なお、図３に示すように、内枠１２の右上側には、内枠１２が外枠１１に対して開かれ
たことを検出する内枠開検出スイッチ３８８が設けられている。内枠１２が開かれると、
内枠開検出スイッチ３８８からホール内（パチンコ店内）用コンピュータへ出力される。
【００８０】
　次に、パチンコ機１０の電気的構成について、図９を用いて説明する。パチンコ機１０
は、主制御装置２６１と、払出制御装置３１１と、発射制御装置３１２と、サブ制御装置
２６２と、表示制御装置４５と、電源装置３１３などを備えている。以下に、これらの装
置を個別に詳細に説明する。
【００８１】
　パチンコ機１０の主制御装置２６１には、演算装置である１チップマイコンとしてのＣ
ＰＵ５０１が搭載されている。ＣＰＵ５０１には、該ＣＰＵ５０１により実行される各種
の制御プログラムや固定値データを記憶したＲＯＭ５０２と、そのＲＯＭ５０２内に記憶
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される制御プログラムの実行に際して各種のデータ等を一時的に記憶するためのメモリで
あるＲＡＭ５０３と、割込回路やタイマ回路、データ送受信回路などの各種回路が内蔵さ
れている。
【００８２】
　ＲＡＭ５０３は、パチンコ機１０の電源のオフ後においても電源装置３１３からバック
アップ電圧が供給されてデータが保持（バックアップ）できる構成としており、ＲＡＭ５
０３には、各種のデータ等を一時的に記憶するためのメモリやエリアを備えている。
【００８３】
　つまり、停電などの発生により電源が切断された場合において、主制御装置２６１のＣ
ＰＵ５０１は、通常処理を最後までを実行するので、ＲＡＭ５０３は、電源切断時（停電
発生時を含む。以下同様）のカウンタ用バッファや保留球格納エリアの内容を記憶保持す
るだけでよく、電源の再入時にパチンコ機１０の状態を電源切断前の状態に復帰させるこ
とができる。具体的には、電源切断時における通常処理の途中の遊技情報についての各レ
ジスタやＩ／Ｏ等の値を記憶しておくための専用のバックアップエリアをＲＡＭ５０３に
設ける必要がない。なお、ＣＰＵ５０１のＮＭＩ端子（ノンマスカブル割込端子）には、
停電等の発生による電源断時に、後述する停電監視回路５４２から出力される停電信号Ｓ
１が入力されるように構成されており、停電の発生により、停電処理（ＮＭＩ割込み処理
）が即座に実行される。
【００８４】
　かかるＲＯＭ５０２及びＲＡＭ５０３を内蔵したＣＰＵ５０１には、アドレスバス及び
データバスで構成されるバスライン５０４を介して入出力ポート５０５が接続されている
。入出力ポート５０５には、後述するＲＡＭ消去スイッチ回路５４３、払出制御装置３１
１、発射制御装置３１２、サブ制御装置２６２、第１図柄表示装置４０、第２図柄表示装
置４１や、その他図示しないスイッチ群などが接続されている。また、主制御装置２６１
は、第１図柄表示装置４０における第１図柄の変動表示と、第２図柄表示装置４１におけ
る第２図柄の変動表示とを制御する機能を備えている。
【００８５】
　払出制御装置３１１のＲＡＭ５１３は、前述した主制御装置２６１のＲＡＭ５０３と同
様に、パチンコ機１０の電源のオフ後においても電源装置３１３からバックアップ電圧が
供給されてデータが保持（バックアップ）できる構成としており、ＲＡＭ５１３には、各
種のデータ等を一時的に記憶するためのメモリやエリアを備えている。
【００８６】
　ＲＡＭ５１３は、停電などの発生により電源が切断された場合において、電源の再入時
にパチンコ機１０の状態を電源切断前の状態に復帰させるべく、電源切断時の状態に関す
る情報を記憶保持する。つまり、このＲＡＭ５１３の記憶保持は、ＮＭＩ割込み処理と払
出制御処理の後半部分のステップとによって電源切断時に実行され、逆にＲＡＭ５１３の
記憶情報の復帰は、電源入時の復電処理において実行される。
【００８７】
　かかるＲＯＭ５１２及びＲＡＭ５１３を内蔵したＣＰＵ５１１には、アドレスバス及び
データバスで構成されるバスライン５１４を介して入出力ポート５１５が接続されている
。入出力ポート５１５には、主制御装置２６１、発射制御装置３１２、払出モータ３５８
ａなどがそれぞれ接続されている。
【００８８】
　図９に示すように、発射制御装置３１２は、発射装置２２９による遊技球の発射を許可
または禁止するものであり、発射装置２２９は、所定条件が整っている場合に駆動が許可
される。具体的には、発射制御装置３１２は、払出制御装置３１１からのカードユニット
接続信号Ｓ４（前述したカードユニットがパチンコ機１０に接続されている場合に出力さ
れる信号である）と、遊技者が遊技球発射ハンドル１８をタッチしている場合に出力され
るタッチ検出信号Ｓ５と、遊技球発射ハンドル１８に設けられている、発射を停止させる
ための発射停止スイッチ１８ａが操作されていない場合に出力される発射維持信号Ｓ６と
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の全てが入力されていることを条件に、発射許可信号Ｓ７を主制御装置２６１に出力する
。また、遊技球発射ハンドル１８の操作量に応じたボリューム信号Ｓ１０が当該遊技球発
射ハンドル１８から発射制御装置３１２に入力されており、発射制御装置３１２はこのボ
リューム信号Ｓ１０を主制御装置２６１に出力する。
【００８９】
　すなわち、発射許可信号Ｓ７がＯＮ（ハイレベル）である期間は発射許可状態であり、
発射許可信号Ｓ７がＯＦＦ（ローレベル）である期間は発射不許可状態である。つまり、
主制御装置２６１は、入力される発射許可信号Ｓ７がＯＮである期間において、遊技球を
発射する発射ソレノイド（図示省略）の制御を行う発射制御信号Ｓ８（パルス信号）と、
発射レールに遊技球を送る球送りソレノイドの制御を行う球送り制御信号Ｓ９（パルス信
号）とを、発射制御装置３１２に所定の繰り返し周期で繰り返し出力する。なお、発射制
御信号Ｓ８（パルス信号）の振幅値は、主制御装置２６１においてボリューム信号Ｓ１０
に基づいて決定されており、例えば遊技球発射ハンドル１８の操作量が大きいほど発射制
御信号Ｓ８（パルス信号）の振幅値が大きくなる。発射制御装置３１２は、発射制御信号
Ｓ８及び球送り制御信号Ｓ９に基づいて発射装置２２９を駆動制御し、遊技球発射ハンド
ル１８の操作量に応じた強度で遊技球が発射される。逆に、主制御装置２６１は、入力さ
れる発射許可信号Ｓ７がＯＦＦである期間においては、発射制御信号Ｓ８及び球送り制御
信号Ｓ９を発射制御装置３１２に出力せず、発射装置２２９によって遊技球が発射される
ことはない。
【００９０】
　表示制御装置４５は、第３図柄表示装置４２における第３図柄（装飾図柄）の変動表示
を制御するものである。この表示制御装置４５は、ＣＰＵ５２１と、ＲＯＭ（プログラム
ＲＯＭ）５２２と、ワークＲＡＭ５２３と、ビデオＲＡＭ５２４と、キャラクタＲＯＭ５
２５と、画像コントローラ５２６と、入力ポート５２７と、出力ポート５２９と、バスラ
イン５３０，５３１とを備えている。入力ポート５２７の入力にはサブ制御装置２６２の
出力が接続され、入力ポート５２７の出力には、ＣＰＵ５２１、ＲＯＭ５２２、ワークＲ
ＡＭ５２３、画像コントローラ５２６が接続されている。また、画像コントローラ５２６
にはバスライン５３１を介して出力ポート５２９が接続されており、その出力ポート５２
９の出力には液晶表示装置である第３図柄表示装置４２が接続されている。
【００９１】
　表示制御装置４５のＣＰＵ５２１は、主制御装置２６１からの各種コマンドがサブ制御
装置２６２で編集等されて送信される各種コマンドに基づいて、第３図柄表示装置４２に
おける装飾図柄表示を制御する。ＲＯＭ５２２は、そのＣＰＵ５２１により実行される各
種の制御プログラムや固定値データを記憶するためのメモリであり、ワークＲＡＭ５２３
は、ＣＰＵ５２１による各種プログラムの実行時に使用されるワークデータやフラグを一
時的に記憶するためのメモリである。
【００９２】
　ビデオＲＡＭ５２４は、第３図柄表示装置４２に表示される表示データを記憶するため
のメモリであり、このビデオＲＡＭ５２４の内容を書き替えることにより、第３図柄表示
装置４２の表示内容が変更される。キャラクタＲＯＭ５２５は、第３図柄表示装置４２に
表示される装飾図柄などのキャラクタデータを記憶するためのメモリである。画像コント
ローラ５２６は、ＣＰＵ５２１、ビデオＲＡＭ５２４、出力ポート５２９のそれぞれのタ
イミングを調整してデータの読み書きに介在すると共に、ビデオＲＡＭ５２４に記憶され
る表示データを、キャラクタＲＯＭ５２５から所定のタイミングで読み出して第３図柄表
示装置４２に表示させるものである。
【００９３】
　また、電源装置３１３は、パチンコ機１０の各部に電力を供給するための電源部５４１
とを備えている。電源部５４１は、図示しない電源経路を通じて、主制御装置２６１や払
出制御装置３１１等に対して各々に必要な動作電源を供給する。その概要としては、電源
部５４１は、外部より供給される交流２４ボルト電源を取り込み、各種スイッチやモータ
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等を駆動するための＋１２Ｖ電源、ロジック用の＋５Ｖ電源、ＲＡＭバックアップ用のバ
ックアップ電源などを生成し、これら＋１２Ｖ電源、＋５Ｖ電源及びバックアップ電源を
主制御装置２６１や払出制御装置３１１等に対して供給する。なお、発射制御装置３１２
に対しては払出制御装置３１１を介して動作電源（＋１２Ｖ電源、＋５Ｖ電源等）が供給
される。
【００９４】
　図９に示すように、主制御装置２６１は、透明樹脂材料等よりなる基板ボックス２６３
内に、主制御基板２６１ａと、この主制御基板２６１ａとは別体の電源監視基板２６１ｂ
とを備えている。電源監視基板２６１ｂは、停電等による電源遮断を監視する停電監視回
路５４２と、ＲＡＭ消去スイッチ３２３に接続されてなるＲＡＭ消去スイッチ回路５４３
とを備えている。
【００９５】
　停電監視回路５４２は、停電等の発生による電源断時に、主制御装置２６１のＣＰＵ５
０１及び払出制御装置３１１のＣＰＵ５１１の各ＮＭＩ端子へ停電信号Ｓ１を出力するた
めの回路である。停電監視回路５４２は、電源部５４１で交流２４ボルトの電圧を監視し
、この電圧が２２ボルト未満になった時間が例えば２０ミリ秒を超えた場合に停電（電源
断）の発生と判断して、停電信号Ｓ１を主制御装置２６１及び払出制御装置３１１へ出力
する。この停電信号Ｓ１の出力によって、主制御装置２６１及び払出制御装置３１１は、
停電の発生を認識し、停電時処理（ＮＭＩ割込み処理）を実行する。
【００９６】
　なお、電源部５４１は、電源部５４１で監視している交流２４ボルトが２２ボルト未満
となった時間が２０ミリ秒を越えた後においても、かかる停電時処理の実行に充分な時間
の間、制御系の駆動電圧である５ボルトの出力を正常値に維持するように構成されている
。よって、主制御装置２６１及び払出制御装置３１１は、停電時処理を正常に実行し完了
することができる。
【００９７】
　ＲＡＭ消去スイッチ回路５４３は、ＲＡＭ消去スイッチ３２３のスイッチ信号を取り込
み、そのスイッチ３２３の状態に応じて主制御装置２６１のＲＡＭ５０３及び払出制御装
置３１１のＲＡＭ５１３のバックアップデータをクリアするための回路である。ＲＡＭ消
去スイッチ３２３が押下された際、ＲＡＭ消去スイッチ回路５４３は、ＲＡＭ消去信号Ｓ
２を主制御基板２６１ａに出力する。ＲＡＭ消去スイッチ３２３が押下された状態でパチ
ンコ機１０の電源が投入されると（停電解消による電源入を含む）、主制御装置２６１に
おいてＲＡＭ５０３のデータがクリアされ、払出制御装置３１１は主制御装置２６１から
の初期化コマンドを受けるとＲＡＭ５１３のデータがクリアされる。
【００９８】
　ここで、始動入賞を契機として装飾図柄の変動表示演出などを実行するパチンコ機１０
において、主制御装置２６１、サブ制御装置２６２及び表示制御装置４５の関係性につい
て、以下に説明する。
【００９９】
　図９に示す主制御装置２６１は、大当たり状態を発生させるか否かの抽選するための大
当たり乱数カウンタ、確変大当たりとするか通常大当たりとするかの抽選するための大当
たり図柄乱数カウンタ、第３図柄表示装置４２で表示される第３図柄の変動表示演出にお
いて各種のリーチ表示演出を行うか否かを抽選するためのリーチ乱数カウンタなどを備え
ており、第１の始動口３３ａまたは第２の始動口３３ｂ（図８参照）に入球した際の大当
たり乱数カウンタ、大当たり図柄乱数カウンタ及びリーチ乱数カウンタ等の各乱数値に基
づいて、大当たり状態の当選の有無や、リーチ表示演出を行うか否かを判定する。また、
主制御装置２６１は、その判定結果に応じたコマンドをサブ制御装置２６２に出力する。
【０１００】
　サブ制御装置２６２は、主制御装置２６１からのコマンドを編集したコマンドを表示制
御装置４５に出力するとともに、主制御装置２６１からのコマンドに基づいて、後述する
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リールユニット６００、リール用セグメント（縦向き及び横向きのリール用セグメント４
４０，４５０）及び遊技回転表示灯４９０（図８参照）などを制御する。
【０１０１】
　表示制御装置４５は、サブ制御装置２６２からのコマンドに基づいて、第３図柄表示装
置４２に第３図柄の変動表示演出を実行するように表示制御する。リーチ表示演出として
は、例えば、大当たり状態となる期待値が低いノーマルリーチ、このノーマルリーチより
も当該期待値が高いスーパーリーチ、このスーパーリーチよりも当該期待値が高いスペシ
ャルリーチ、このスペシャルリーチよりも当該期待値が高いスーパースペシャルリーチ、
必ず大当たり状態となるプレミアムリーチなどが挙げられる。
【０１０２】
　ところで、第３図柄表示装置４２（液晶表示装置）には、図１０に示すように、左・中
・右の３つの装飾図柄列Ｌ，Ｍ，Ｒが設定されており、装飾図柄列Ｌ，Ｍ，Ｒ毎に上装飾
図柄、中装飾図柄、下装飾図柄の３個ずつの装飾図柄が変動表示される。本実施の形態で
は、一連の図柄は、「０」～「９」の数字を各々付した主装飾図柄ＳＺと、菱形状の絵図
柄からなる副装飾図柄ＦＺとにより構成されており、数字の昇順または降順に主装飾図柄
ＳＺが表示されると共に各主装飾図柄ＳＺの間に副装飾図柄ＦＺが配されて一連の装飾図
柄列Ｌ，Ｍ，Ｒが構成されている。そして、周期性を持って主装飾図柄ＳＺと副装飾図柄
ＦＺが上から下へと変動表示されるようになっている。
【０１０３】
　かかる場合、左装飾図柄列Ｌにおいては、上記一連の装飾図柄が降順（すなわち、主装
飾図柄ＳＺの番号が減る順）に表示され、中装飾図柄列Ｍ及び右装飾図柄列Ｒにおいては
、同じく上記一連の装飾図柄が昇順（すなわち、主装飾図柄ＳＺの番号が増える順）に表
示される。そして、左装飾図柄列Ｌ→右装飾図柄列Ｒ→中装飾図柄列Ｍの順に変動表示が
停止し、その停止時に第３図柄表示装置４２上の５つの有効ライン、すなわち上ラインＬ
１、中ラインＬ２、下ラインＬ３、右上がりラインＬ４、左上がりラインＬ５の何れかで
主装飾図柄ＳＺが大当たり図柄の組合せ（本実施の形態では、同一の主装飾図柄ＳＺの組
合せ）で揃えば大当たりとして特別遊技動画が表示される。
【０１０４】
　続いて、本実施例のパチンコ機１０のセンターフレーム４７について、図１１～図１４
も用いて説明する。
【０１０５】
　図１１は、遊技盤３０の斜視図である。図１２は、遊技盤３０の分解斜視図である。図
１３（ａ）は、センターフレーム４７を構成する前側部材４００の斜視図、図１３（ｂ）
は、縦向きのリール用セグメント４４０の断面図、図１３（ｃ）は、横向きのリール用セ
グメント４５０の断面図である。図１４（ａ）は、センターフレーム４７を構成する後側
部材４８０及びリールユニット６００の斜視図、図１４（ｂ）は、リールユニット６００
が取り付けられた後側部材４８０についての収容部４８４の箇所を側面視した概略説明図
である。
【０１０６】
　図８及び図１１に示すように、センターフレーム４７は、遊技盤３０の遊技領域３０ａ
における所定箇所に配設されている。具体的には、遊技領域３０ａを高さ方向に略三等分
した場合に、当該遊技領域３０ａの上側三分の二の範囲内における上端側部分及び左端側
部分の箇所を除いた箇所に、センターフレーム４７が配設されている。
【０１０７】
　センターフレーム４７は、図１２に示すように、遊技盤３０の前面（表面）に取り付け
られる前側部材４００と、遊技盤３０の後面（裏面）に取り付けられる後側部材４８０と
、この後側部材４８０の正面視右側に形成された収容部４８４に取り付けられるリールユ
ニット６００とを備えている。この後側部材４８０の背面箇所であって収容部４８４の以
外箇所には、第３図柄表示装置４２（図８参照）が取り付けられる。
【０１０８】
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　以下に、前側部材４００、後側部材４８０及びリールユニット６００の各構成について
説明する。
【０１０９】
　前側部材４００は、図８及び図１１に示すように、正面視において第３図柄表示装置４
２（図８参照）の表示画面周囲を覆う枠状部材であって、当該正面視右側箇所に、リール
ユニット６００の図柄（図２２に示す内リール７４０のリール図柄７４１ａなど）が視認
可能なリール表示窓４１０が形成された樹脂成形品である。
【０１１０】
　具体的には、前側部材４００は、図１２に示すように、遊技盤３０の前側から取り付け
た状態において、遊技盤３０の遊技領域３０ａに形成された開口部３０ｃに一部が挿入さ
れてそれ以外の部分が遊技盤３０の背後に突出した状態となる挿入領域部４２０と、遊技
盤３０における開口部３０ｃの前側周縁部３０ｄを覆うように遊技盤３０の表面に沿って
延出した環状の外周鍔部４６０と、この外周鍔部４６０よりも前方（遊技領域３０ａの前
方）に所定長さ（少なくとも遊技球１個分以上の長さ）突出した位置となる前側突出部４
７０とを備えている。
【０１１１】
　前側部材４００の挿入領域部４２０は、図１３（ａ）に示すように、第３図柄表示装置
４２（図８参照）の正面視で当該表示画面の周囲箇所に向かうように後方に突出した環状
の周囲壁４２１を備えている。具体的には、この周囲壁４２１は、第３図柄表示装置４２
（図８参照）の正面視で長方形状の表示画面における周囲箇所である上辺、左辺、右辺及
び下辺にそれぞれ向かうように突出した上側壁部４２２、左側壁部４２３、右側壁部４２
４及び下側壁部４２５を備えている。
【０１１２】
　上側壁部４２２は、後述する遊技回転表示灯４９０の前方側及び下方側を覆う形状であ
って当該遊技回転表示灯４９０を視認可能な透明壁部４２２ａを備えている。なお、この
透明壁部４２２ａは、光透過性を維持しつつ着色（樹脂自体の色で構成されるものや、事
後的に塗装などの色付けするものでもよい。以下同じ。）された壁部としてもよいし、半
透明壁部としてもよいし、半透明でかつ着色された壁部としてもよい。左側壁部４２３は
、装飾的な凹凸が形成された有色透明壁である。右側壁部４２４は、第３図柄表示装置４
２の表示画面における右辺に向けて突出した壁部であるとともに、リールユニット６００
の左側面が見えないように隠す有色不透明な領域を有する壁部である。下側壁部４２５は
、後述するステージ４２６の奥側端部から上方に所定長さ（例えば遊技球３球分）だけ立
設した上で第３図柄表示装置４２（図８参照）における表示画面の下辺箇所に向けて突出
した段差形状とした透明の壁部（有色、半透明あるいは半透明で有色等とした壁部でもよ
い）としている。
【０１１３】
　前側部材４００の外周鍔部４６０は、図１１に示すように当該前側部材４００の遊技盤
３０への取付状態において、図１２に示すように、遊技盤３０における開口部３０ｃの前
側周縁部３０ｄに当接している。また、この外周鍔部４６０には、図１３（ａ）に示すよ
うに、前側部材４００を遊技盤３０に対してネジ止めするためにネジが挿入される貫通孔
４６１が、上部２箇所と、左上及び左下箇所と、下部中央２箇所及び下部右側箇所と、右
上及び右下箇所との合計９箇所に形成されている。前側部材４００の挿入領域部４２０を
遊技盤３０の前側から開口部３０ｃに挿入した状態において、当該前側部材４００の外周
鍔部４６０における各貫通孔４６１に挿入されたネジを遊技盤３０に螺入することで、前
側部材４００が遊技盤３０に固定される。
【０１１４】
　前側部材４００の前側突出部４７０は、図１３（ａ）に示すように、当該前側部材４０
０の正面視において、上側部４７１、右側部４７２、下側部４７３の右端部及び左側部４
７４の上部から中部の箇所を連ねた形状であって、遊技領域３０ａよりも前方に突出して
いるため、遊技領域３０ａを流下する遊技球が接触可能である。例えば、前側突出部４７
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０の上側部４７１における上面を遊技球が左方向または右方向に転がって流下したり、前
側突出部４７０の右側部４７２や左側部４７４に接触等して遊技球が流下することがある
。
【０１１５】
　また、前側突出部４７０の左側部４７４は、図１３（ａ）に示すように、遊技球が入球
可能な入球口４７５を備えている。前側部材４００の挿入領域部４２０における左側壁部
４２３には、入球口４７５に入球した遊技球を案内する通路部４２３ａ（例えば、ワープ
通路）を備えている。挿入領域部４２０は、その下側壁部４２５の手前側に、通路部４２
３ａを通ってきた遊技球が転動可能で再び遊技領域３０ａに排出するステージ４２６を備
えている。なお、この通路部４２３ａは、遊技球が通過していることが分かるように有色
半透明（無色透明や無色半透明等としてもよい）としている。
【０１１６】
　このステージ４２６は、図８及び図１１に示すように、正面視でその左端側から中央側
に向けて下り傾斜して谷部４２７に至り、その後に中央箇所に形成された緩やかな山部４
２９に向けて上り傾斜し、当該山部４２９の頂上を越えると再び下り傾斜して谷部４２７
に至り、その後に右端側に向けて上り傾斜した形状の転動面を形成している。
【０１１７】
　また、ステージ４２６は、図１１に示すように、山部４２９の頂上箇所に、当該山部４
２９の奥側に位置する下側壁部４２５に向けて下り傾斜した傾斜窪み通路４３０が形成さ
れ、この下側壁部４２５における当該傾斜窪み通路４３０の下流端に対応する箇所に、傾
斜窪み通路４３０によって奥側の方に案内された遊技球が入球可能な球案内口４３１が形
成されるとともに、この球案内口４３１に入球した遊技球を山部４２９の下方を潜り抜け
て再び遊技領域３０ａの始動入賞装置３３（特に、第１の始動口３３ａ）に向けて排出す
る潜り排出通路４３２が当該山部４２９の頂上の下方箇所に形成されている。例えば、ス
テージ４２６の方に案内されて当該ステージ４２６上を正面視で左右方向に揺動した遊技
球が、山部４２９の傾斜窪み通路４３０に捕らえられて山部４２９の奥側に位置する下側
壁部４２５における球案内口４３１に入球して、潜り排出通路４３２を通って遊技領域３
０ａの始動入賞装置３３の方に向けて排出され、第１の始動口３３ａや第２始動口３３ｂ
に入球することがある。
【０１１８】
　また、ステージ４２６の各谷部４２７には、図１１に示すように、遊技盤３０の盤面に
向けて下り傾斜した谷部用下り傾斜部４２８がそれぞれ形成されている。例えば、ステー
ジ４２６の方に案内されて当該ステージ４２６上を正面視で左右方向に揺動した遊技球が
、谷部４２７の谷部用下り傾斜部４２８に捕らえられて遊技領域３０ａに再び排出される
ことがある。図８に示すように、山部４２９の真下には始動入賞装置３３が位置し、谷部
４２７の真下には始動入賞装置３３が位置していないため、谷部４２７の谷部用下り傾斜
部４２８から遊技球が排出される場合は、山部４２９の潜り排出通路４３２から遊技球が
排出される場合に比べて、始動入賞装置３３に入球し難くなっている。
【０１１９】
　また、図１３（ａ）に示すように、前側部材４００における上側部４７１の右側部分、
右側部４７２及び下側部４７３の右端部が遊技領域３０ａから手前側に突出していること
によって、遊技盤３０の遊技領域３０ａを流下する遊技球がリール表示窓４１０に衝突す
ることが防止されている。
【０１２０】
　さらに、前側部材４００は、図８及び図１３（ａ）に示すように、正面視した状態にお
いて、リール表示窓４１０の外部周囲箇所４０１に沿って複数個（本実施例では６個）の
縦向き及び横向きのリール用セグメント４４０，４５０が配設されている。具体的には、
前側部材４００におけるリール表示窓４１０の外部周囲箇所４０１のうちで左側箇所に沿
うように縦向きのリール用セグメント４４０が２個縦方向に一列に並べて配設され、当該
外部周囲箇所４０１のうちで右側箇所に沿うように縦向きのリール用セグメント４４０が
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２個縦方向に一列に並べて配設されている。また、前側部材４００におけるリール表示窓
４１０の外部周囲箇所４０１のうちで上側箇所及び下側箇所に横向きのリール用セグメン
ト４５０がそれぞれ配設されている。
【０１２１】
　例えば、縦向きのリール用セグメント４４０は、図１３（ａ）及び（ｂ）に示すように
、複数個（本実施例では３個）のＬＥＤ４４１（発光ダイオード）が間隔を空けて実装さ
れたＬＥＤ実装基板４４２と、このＬＥＤ実装基板４４２におけるＬＥＤ４４１の実装面
に配設された、これらのＬＥＤ４４１からの光が入射されて内部で光が拡散して手前側面
（出射面）が面発光する棒状の導光部品４４３と、を備えている。縦向きのリール用セグ
メント４４０におけるＬＥＤ実装基板４４２は、例えば、正面視において長方形状であり
、側面視において薄板状のものとしている。また、縦向きのリール用セグメント４４０に
おける導光部品４４３は、図１３（ａ）に示すように、正面視において長方形状であり、
図１３（ｂ）に示すように、側面視において出射面が円弧状とし、かつ、入射面が直線状
とした蒲鉾形としている。
【０１２２】
　また、横向きのリール用セグメント４５０は、図１３（ｃ）に示すように、複数個（本
実施例では３個）のＬＥＤ４５１（発光ダイオード）が間隔を空けて実装されたＬＥＤ実
装基板４５２と、このＬＥＤ実装基板４５２におけるＬＥＤ４５１の実装面に配設された
、これらのＬＥＤ４５１からの光が入射されて内部で光が拡散して手前側面（出射面）が
面発光する棒状の導光部品４５３と、を備えている。図１３（ｃ）に示すように、横向き
のリール用セグメント４５０におけるＬＥＤ実装基板４５２は、例えば、正面視において
長方形状であり、側面視において薄板状のものとしている。また、横向きのリール用セグ
メント４５０における導光部品４５３は、図１３（ｃ）に示すように、正面視において長
方形状であり、側面視において出射面及び入射面が直線状とした薄板状としている。
【０１２３】
　図８及び図１３に示すように、前側部材４００におけるリール表示窓４１０の外部周囲
箇所４０１は、例えば、有色で光透過性としているので、上述した縦向きのリール用セグ
メント４４０及び横向きのリール用セグメント４５０の発光表示を当該外周周囲箇所を介
して遊技者が視認可能となっている。
【０１２４】
　続いて、後側部材４８０について説明する。後側部材４８０は、図１４（ａ）に示すよ
うに、正面視（遊技盤３０の裏面に取り付けられる側を見た状態）においてその外形が略
四角形で奥側方向（遊技盤３０の裏面から離れる方向）に窪んだ枠状部材である。また、
後側部材４８０は、その外周における上下左右箇所にそれぞれ当接部４８１が形成されて
おり、遊技盤３０の裏面への取付状態において当該遊技盤３０の裏面に当接部４８１が当
接する。この当接部４８１には、ネジが挿入される貫通孔４８２が形成されており、遊技
盤３０の裏面に後側部材４８０を位置させた状態で当接部４８１の貫通孔４８２にネジを
挿入して遊技盤３０の裏面に螺入することで後側部材４８０が遊技盤３０の裏面に固定さ
れる。
【０１２５】
　また、後側部材４８０は、正面視でその窪み箇所に、第３図柄表示装置４２（図８参照
）の表示画面に対応した大きさの画面用開口４８３が形成され、この画面用開口４８３の
右側箇所に、リールユニット６００が取り付けられる収容部４８４が形成されている。ま
た、後側部材４８０における窪み箇所のうちで、画面用開口４８３の上側に位置する上部
側窪み部４８５には、遊技回転表示灯４９０が配設されており、画面用開口４８３の下側
に位置する下部側窪み部４８６には、前述した第１図柄表示装置４０及び第２図柄表示装
置４１が配設されている。
【０１２６】
　また、後側部材４８０は、図１４（ｂ）に示すように、当該後側部材４８０の背面箇所
であって収容部４８４の下方箇所に形成された、リールユニット６００の背面側に沿って
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高さ方向に延出する金属製の背面板６０２における下端６０２ｂが挿入されて支持可能な
細長溝状の被挿入支持部４８７と、当該後側部材４８０の背面箇所であって収容部４８４
の上方箇所に後方に向けて突出形成された、背面板６０２の上端６０２ｃにおいて横方向
に間隔を空けて形成された２個の取付孔６０２ａ（図１５参照）に挿入される２個の突出
ピン４８９と、背面板６０２の上端６０２ｃに対して当接状態と非当接状態とに回動軸を
軸心として回動切り換え可能な固定レバー４９８とを備えている。
【０１２７】
　なお、図１４（ａ）に示すように画面用開口４８３と収容部４８４との間には、仕切り
板４９９が形成されている。図１１に示すように、遊技盤３０の裏面に後側部材４８０が
取り付けられ、かつ、遊技盤３０の前面に前側部材４００が取り付けられた状態となると
、図１４（ａ）に示した後側部材４８０の仕切り板４９９における画面用開口４８３に近
い方の側面に対して、前側部材４００の右側壁部４２４が近接した状態となる。
【０１２８】
　遊技回転表示灯４９０は、図１４（ａ）に示すように、鉛直方向の回転軸４９１を中心
としてモータ４９２によって回転される透明円盤４９３（図１４（ａ）における二点鎖線
円内に示す拡大図を参照）と、この透明円盤４９３の下面側における偏心位置において下
向きに延びた舌状部材である偏心回転反射部４９４と、透明円盤４９３の上面側において
回転軸４９１を中心としてこの回転軸４９１の周りに円弧状に複数個（例えば９個）のＬ
ＥＤが配設されたＬＥＤ実装基板（図示省略）と、ＬＥＤからの光や偏心回転反射部４９
４によって奥側方向に反射された光を前方に反射させる、下向き椀を縦割りで半分にした
ような形状の反射鏡部４９７とを備えている。偏心回転反射部４９４は、図１４（ａ）に
おいて二点鎖線円内に示す遊技回転表示灯４９０の一部破断拡大図に示すように、当該舌
状部材の表面４９４ａにキャラクタ４９４ｂ（例えばクジラ）が形成されており、その裏
面４９４ｃに反射面が形成されたものである。
【０１２９】
　遊技回転表示灯４９０は、所定の条件成立（例えば、スーパーリーチ、スペシャルリー
チ、スーパースペシャルリーチ、プレミアムリーチ発生時など）の場合に、発光回転表示
を実行する。
【０１３０】
　具体的には、透明円盤４９３の上部におけるＬＥＤ実装基板の全ＬＥＤが発光して当該
透明円盤４９３を透過して下方に光が出射されるとともに、モータ４９２によって透明円
盤４９３が回転することで当該透明円盤４９３の下面側に配設された偏心回転反射部４９
４が偏心回転し、この偏心回転する偏心回転反射部４９４の表面４９４ａのキャラクタ４
９４ｂと裏面４９４ｃ（反射面）とが交互に見える状態となる。
【０１３１】
　例えば、偏心回転反射部４９４の裏面４９４ｃ（反射面）が前方に向いた状態では、Ｌ
ＥＤからの光がこの裏面４９４ｃ（反射面）によって前方に反射されることから、裏面４
９４ｃ（反射面）が発光する態様となる。これに対して、偏心回転反射部４９４の表面４
９４ａ（キャラクタ４９４ｂが存する面）が前方を向いた状態では、ＬＥＤからの光が偏
心回転反射部４９４の裏面４９４ｃ（反射面）により奥側に反射されて反射鏡部４９７に
達し、この反射鏡部４９７によって分散して前方に反射された状態となることから、前述
した裏面４９４ｃ（反射面）が前方に向いた場合とは異なり、正面視において反射鏡部４
９７における偏心回転反射部４９４の両側箇所（つまり、偏心回転反射部４９４によって
隠れていない箇所）が発光する態様となる。
【０１３２】
　この遊技回転表示灯４９０は、例えば、図９に示すサブ制御装置２６２によって回転表
示制御される。具体的には、サブ制御装置２６２は、主制御装置２６１からのコマンドが
例えば遊技者にとって大当り状態となる期待値が低いノーマルリーチや単なる外れの場合
には、遊技回転表示灯４９０は回転点灯表示させない。
【０１３３】
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　これに対して、サブ制御装置２６２は、主制御装置２６１からのコマンドが例えば遊技
者にとって大当り状態となる期待値がノーマルリーチよりも高いスーパーリーチを示すコ
マンドである場合には、ＣＰＵ５５１が遊技回転表示灯４９０の回転表示制御プログラム
を実行することで、遊技回転表示灯４９０が第１回転速度で回転するとともに所定の色（
例えば赤色）で発光するという回転点灯表示される。
【０１３４】
　また、サブ制御装置２６２は、主制御装置２６１からのコマンドが例えばスーパーリー
チよりも期待値が高いスペシャルリーチや、スペシャルリーチよりも期待値が高いスーパ
ースペシャルリーチや、必ず大当たり状態となるプレミアムリーチの場合には、ＣＰＵ５
５１が遊技回転表示灯４９０の回転表示制御プログラムを実行することで、遊技回転表示
灯４９０が第１回転速度よりも速い第２～４回転速度（第４回転速度が最も速い）で回転
するとともにその赤色発光輝度がその順に高くなる（プレミアムリーチが最も輝度が高い
）という回転点灯表示される。
【０１３５】
　例えば、スーパーリーチ、スペシャルリーチ、スーパースペシャルリーチ及びプレミア
ムリーチの場合には、例えばリールユニット６００による図柄変動表示などが行われるた
め、遊技回転表示灯４９０による回転点灯表示によって、遊技者をリールユニット６００
による図柄変動表示などに注視させることができるとともに、リーチ演出の種類に対応し
た回転点灯表示を行うことができる。
【０１３６】
　なお、この実施例では、期待値の高いリーチ演出になるにつれて、遊技回転表示灯４９
０の回転速度が速く且つその発光輝度が高くなるとしているが、その他の種類の回転点灯
表示を採用してもよい。例えば、輝度を変化させるのではなく、発光色を変化させる態様
や、回転速度、輝度及び発光色の全てが異なる態様や、回転速度は一定のままで輝度のみ
が異なる態様や、回転速度は一定のままで発光色のみが異なる態様や、回転速度は一定の
ままで輝度及び発光色が異なる態様や、点滅させる態様や、これらを組み合わせた態様な
ど、種々の態様を採用してもよい。
【０１３７】
　続いて、リールユニット６００について、図１５～図２１も用いて説明する。
【０１３８】
　図１５（ａ），（ｂ）は、リールユニット６００の前方斜視図及び後方斜視図である。
図１６（ａ）～（ｆ）は、その順にリールユニット６００の平面図、左側面図、正面図、
右側面図、背面図及び底面図である。図１７は、リールユニット６００の分解斜視図であ
る。図１８（ａ）は、リール面発光装置７５０の分解斜視図、図１８（ｂ）は、リール面
発光装置７５０の斜視図である。図１９は、センターフレーム４７の正面図である。図２
０は、図１９に示したセンターフレーム４７のＡ－Ａ線断面図である。図２１（ａ）は、
外リール７２０の正面図、図２１（ｂ）は、内リール７４０の正面図である。
【０１３９】
　リールユニット６００は、図１５～図１７に示すように、その前面側に位置する透明樹
脂成形品である前面透明カバー部６０１と、後面側に位置する金属製の背面板６０２と、
上側に位置する樹脂成型品である天側部品６０３と、下側に位置する樹脂成型品である底
側部品６０４と、左側に位置する金属製の左側板６０５と、右側に位置する金属製の右側
板６０６と、によって外形容器が形成され、この外形容器の内部に二重リール部７００（
図１７参照）を備えたものである。
【０１４０】
　二重リール部７００は、図１７に示すように、左側板６０５の内面にネジ止めされた外
リール用ステップモータ７１０と、この外リール用ステップモータ７１０の回転部７１１
に軸支されて当該回転部７１１の回転軸心を回転中心として回転可能な外リール７２０と
、右側板６０６の内面にネジ止めされた内リール用ステップモータ７３０と、この内リー
ル用ステップモータ７３０の回転部７３１に軸支されて当該回転部７３１の回転軸心を回
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転中心として回転可能で、外リール７２０の内周側に位置しつつ当該外リール７２０と非
接触に回転可能な内リール７４０と、を備えている。
【０１４１】
　外リール７２０は、図１７に示すように、樹脂成形品である透明円筒形状とした円筒部
７２１と、この円筒部７２１の一方の開口側に一体形成されたスポーク部７２２と、この
スポーク部７２２の中央箇所に形成されて外リール用ステップモータ７１０の回転部７１
１に取り付けられる中央当接部７２３とを備えている。この円筒部７２１の外周箇所には
、図２１（ａ）に示す長尺状の外リール用フィルム７２４が巻き付けられている。外リー
ル用フィルム７２４は、図２１（ａ）に示すように、その長尺方向に二分した場合に、そ
の一方の半分箇所には透明領域部７２５が形成され、その他方の半分箇所には遮光領域部
７２６が形成されたものである。遮光領域部７２６には、その中央箇所に、透明で横向き
長方形状とした中央セグメント７２７が形成されている。
【０１４２】
　また、図１７に示すように、外リール７２０の中央当接部７２３の中心箇所に貫通孔７
２３ａが形成され、この中央当接部７２３における貫通孔７２３ａを挟む２箇所に位置決
め孔７２３ｂがそれぞれ形成されている。外リール用ステップモータ７１０の回転部７１
１には、その中心箇所にネジ孔７１２が形成され、このネジ孔７１２を挟む２箇所に位置
決め突起７１３がそれぞれ形成されている。
【０１４３】
　そして、外リール７２０の位置決め孔７２３ｂに外リール用ステップモータ７１０の回
転部７１１における位置決め突起７１３を挿入した状態にして、外リール７２０の貫通孔
７２３ａに挿入したネジを外リール用ステップモータ７１０の回転部７１１におけるネジ
孔７１２に螺入することで、外リール７２０が外リール用ステップモータ７１０の回転部
７１１に取り付けられている。
【０１４４】
　また、外リール用ステップモータ７１０は、図１７に示すように、そのコネクタ部７１
０ａと中継基板７１５のコネクタ部７１５ａとが配線ケーブル（図示省略）によって接続
されている。また、この中継基板７１５のコネクタ部７１５ｂが配線ケーブル（図示省略
）によってサブ制御装置２６２（図９参照）に接続されている。
【０１４５】
　内リール７４０は、図１７に示すように、光透過性を有する環状の内リール用フィルム
７４１と、この環状とした内リール用フィルム７４１の一方の開口側における内周端部が
接着される樹脂成形品であるスポーク部７４３と、内リール用フィルム７４１の他方の開
口側における内周端部が接着される樹脂成形品であるリング部７４４とを備えている。こ
のスポーク部７４３は、その中央箇所に、内リール用ステップモータ７３０の回転部７３
１に取り付けられる中央当接部７４３ａを備えている。
【０１４６】
　内リール用フィルム７４１は、図２１（ｂ）に示すように、その長尺方向に例えば１０
個のリール図柄７４１ａ（「０」～「９」のリール図柄７４１ａ）が配列されており、１
０個のリール図柄７４１ａ以外の領域箇所を無色透明な背景部７４１ｂとしたものである
。また、この内リール用フィルム７４１の「７」を示すリール図柄７４１ａにおける数字
箇所は、背景部７４１ｂよりも光透過率は低いものの、他の数字のリール図柄７４１ａに
比べて光透過率が高い明光表示領域部７４２である。この明光表示領域部７４２は、例え
ば薄い色（例えば薄い赤色）で透明としている。また、他のリール図柄７４１ａ（「０」
～「６」、「８」及び「９」）は、濃い色（例えば濃い青色）であり、明光表示領域部７
４２よりも光透過率が低くなっている。よって、明光表示領域部７４２は他のリール図柄
７４１ａに比べて輝度が高くなっている。
【０１４７】
　また、図１７に示すように、内リール７４０の中央当接部７４３ａの中心箇所に貫通孔
７４３ｂが形成され、この中央当接部７４３ａにおける貫通孔７４３ｂを挟む２箇所に位
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置決め孔７４３ｃがそれぞれ形成されている。内リール用ステップモータ７３０の回転部
７３１には、その中心箇所にネジ孔７３２が形成され、このネジ孔７３２を挟む２箇所に
位置決め突起７３３がそれぞれ形成されている。
【０１４８】
　そして、内リール７４０の位置決め孔７４３ｃに内リール用ステップモータ７３０の回
転部７３１における位置決め突起７３３を挿入した状態にして、内リール７４０の貫通孔
７４３ｂに挿入したネジを内リール用ステップモータ７３０の回転部７３１におけるネジ
孔７３２に螺入することで、内リール７４０が内リール用ステップモータ７３０の回転部
７３１に取り付けられている。
【０１４９】
　また、内リール用ステップモータ７３０は、図１７に示すように、そのコネクタ部７３
０ａとリール内基板７７０のコネクタ部７７０ａとが配線ケーブル（図示省略）によって
接続されている。また、このリール内基板７７０のコネクタ部７７０ｂが配線ケーブル（
図示省略）によってサブ制御装置２６２（図９参照）に接続されている。
【０１５０】
　図１９に示したセンターフレーム４７をＡ－Ａ線断面視すると、図２０に示すように、
左側板６０５の内面に取り付けられた外リール用ステップモータ７１０の回転部７１１に
外リール７２０が回転可能に取り付けられており、この外リール７２０の内周に当該外リ
ール７２０に対して非接触に内リール７４０が内リール用ステップモータ７３０の回転部
７３１に回転可能に取り付けられており、外リール７２０と内リール７４０とが各自独立
して回転可能となっている。
【０１５１】
　さらに、内リール７４０の内側には、当該内リール７４０のうちでリール表示窓４１０
に対応する箇所（リール表示窓４１０が投影される内リール７４０の領域箇所）に向けて
光を照射するリール面発光装置７５０を備えている。
【０１５２】
　具体的には、リール面発光装置７５０は、図１７及び図１８に示すように、入射光が内
部で拡散されて面状発光する導光レンズ７５１と、この導光レンズ７５１を支持する支持
部材７５２と、この支持部材７５２の後面側における上部箇所７５３、中部箇所７５４及
び下部箇所７５５にそれぞれネジ止めされて取り付けられる、複数個（例えば４個）のＬ
ＥＤ７６１が実装された３枚のＬＥＤ実装基板７６０とを備えている。
【０１５３】
　図１８に示すように、導光レンズ７５１は、正面視で長方形状で、側面視で円弧状とし
た光学部品であり、その前面側（出射面側）がリール表示窓４１０に対応した大きさとし
ている。具体的には、導光レンズ７５１は、その前面側（出射面側）が、リール表示窓４
１０を正面視した状態において、リール表示窓４１０内に収まる大きさとしている。
【０１５４】
　この導光レンズ７５１は、後面側（入射面側）にＬＥＤ実装基板７６０のＬＥＤ７６１
からの光が入射され、その入射光が内部で拡散して、前面側（出射面側）が面状に発光す
るものである。導光レンズ７５１の前面側（出射面側）からの一様の面状光が、内リール
７４０におけるリール表示窓４１０内に位置する箇所の裏面側に対して照射される。つま
り、導光レンズ７５１は、リール表示窓４１０内における内リール７４０のリール図柄７
４１ａの各変動位置に当該リール図柄７４１ａがそれぞれ位置するときのこれらの各変動
位置についての当該リール図柄７４１ａへの光照射強度の差を低減するように変更する。
【０１５５】
　また、この導光レンズ７５１は、図１８（ａ）に示すように、その上端部及び下端部に
係止穴７５１ａが形成されている。
【０１５６】
　また、支持部材７５２は、その傾斜天部７５６及び傾斜底部７５７における内側に係止
爪７５６ａがそれぞれ形成されている。図１８（ｂ）に示すように、導光レンズ７５１が
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支持部材７５２に取り付けられた状態では、支持部材７５２の各係止爪７５６ａが導光レ
ンズ７５１の各係止穴７５１ａにそれぞれ係止されており、導光レンズ７５１が支持部材
７５２に保持されている。
【０１５７】
　支持部材７５２は例えば樹脂成形品であり、その傾斜天部７５６及び傾斜底部７５７は
互いに離れる方向に力を与えて当該方向に撓ますことで、導光レンズ７５１の係止穴７５
１ａと支持部材７５２の係止爪７５６ａとの係止状態を解除でき、導光レンズ７５１を支
持部材７５２から取り外すことが可能である。
【０１５８】
　また、この導光レンズ７５１は、その前面側（出射面側）に光透過性の白色コーティン
グ（他の色のコーティングとしてもよい）が施されている。なお、導光レンズ７５１にお
ける後面側（入射面）に光透過性の白色コーティングを施してもよい。また、前レンズと
後レンズとを前後方向に重ね合わせて導光レンズ７５１を構成し、前レンズの後レンズ側
箇所または後レンズの前レンズ側箇所に白色コーティングを施してもよい。また、この白
色コーティングに替えて、導光レンズ７５１の前面側（出射面）、後面側（入射面）また
はそれらの間の透過面に、光透過性の白色表示フィルムを貼り付けるようにしてもよい。
また、この導光レンズ７５１自体が白色発光する樹脂成形品としてもよいし、導光レンズ
７５１の出射面、入射面またはそれらの間の透過面に凹凸加工を施して白色発光するもの
を採用していもよい。
【０１５９】
　図１８（ａ）に示すように、支持部材７５２は、その上部箇所７５３、中部箇所７５４
及び下部箇所７５５に、それぞれ複数個（例えば４個）の開口部７５９が形成されている
。図１８（ｂ）に示すように、導光レンズ７５１が支持部材７５２に取り付けられた状態
では、支持部材７５２の上部箇所７５３、中部箇所７５４及び下部箇所７５５にそれぞれ
形成された開口部７５９に、ＬＥＤ実装基板７６０のＬＥＤ７６１がそれぞれ位置してい
る。
【０１６０】
　図１７に示すように、右側板６０６の内面のうちで内リール用ステップモータ７３０の
配設箇所以外の箇所には、内リール用ステップモータ７３０を回転制御するとともに、リ
ール面発光装置７５０のＬＥＤ実装基板７６０におけるＬＥＤ７６１を発光制御するリー
ル内制御基板７７０が配設されている。具体的には、このリール内制御基板７７０と金属
製の右側板６０６との間に絶縁性フィルム７８０を介装した状態で当該リール内制御基板
７７０が右側板６０６の内面にネジ止めされており、内リール制御基板の絶縁性を高めて
いる。
【０１６１】
　図１８に示すように、支持部材７５２の右端側には取付部７５８が形成され、この取付
部７５８には貫通孔７５８ａが形成されている。図１７に示すように、リール内制御基板
７７０には、取付部７５８の貫通孔７５８ａに対応する箇所に貫通孔７７１が形成されて
いる。また、右側板６０６におけるリール内制御基板７７０の貫通孔７７１に対応する箇
所にネジ孔６０６ａが形成されている。図１７に示すように、右側板６０６の内側に取り
付けられたリール内制御基板７７０における対応箇所に、支持部材７５２を位置させた状
態とし、支持部材７５２の貫通孔７５８ａとリール内制御基板７７０の貫通孔７７１とに
ネジを挿入して右側板６０６のネジ孔６０６ａに螺入することで、支持部材７５２がリー
ル内制御基板７７０を介して右側板６０６の内側に固定されている。
【０１６２】
　図２０に示すように、リール面発光装置７５０のＬＥＤ７６１から出射された光が導光
レンズ７５１の後面である入射面に入射され、この導光レンズ７５１の前面である出射面
が面状に発光し、この導光レンズ７５１から出射された光によって内リール７４０が背後
から照らされ、さらにこの内リール７４０を透過した光によって外リール７２０が背後か
ら照らされる。
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【０１６３】
　ここで、リール表示窓４１０を通して内リール７４０のリール図柄７４１ａが視認可能
に変動表示される場合について、図２２を用いて説明する。
【０１６４】
　図２２（ａ）は、外リール７２０の透明領域部７２５を介して内リール７４０のリール
図柄７４１ａが視認可能な状態を示す図、図２２（ｂ）は、その図２２（ａ）におけるリ
ール表示窓４１０と外リール７２０の透明領域部７２５と内リール７４０との位置関係を
示す図である。
【０１６５】
　図２２（ｂ）に示すように、外リール７２０における透明領域部７２５がリール表示窓
４１０に位置し、内リール７４０が回転することで、図２２（ａ）に示すように、外リー
ル７２０の透明領域部７２５を介して内リール７４０の図柄変動（例えば、リール図柄７
４１ａの番号が増える順に変動）が遊技者に視認可能となり、内リール７４０の回転が停
止することで内リール７４０のリール図柄７４１ａが確定表示される。図２２（ａ）では
、リール表示窓４１０内において、内リール７４０における例えば「６」～「８」のリー
ル図柄７４１ａが停止表示されている。
【０１６６】
　リールユニット６００は、例えば、図９に示すサブ制御装置２６２によって、外リール
７２０及び内リール７４０が回転制御され、上述した内リール７４０の図柄変動表示を実
行する。具体的には、サブ制御装置２６２は、主制御装置２６１からのコマンドが例えば
単独ドラム変動を示すコマンドや、スーパーリーチ（後述する実施例５のドラムリーチ演
出有りのスーパーリーチを含む）を示すコマンドである場合には、ＣＰＵ５５１が外リー
ル７２０及び内リール７４０の回転制御プログラムを実行することで、内リール７４０の
図柄変動表示が実行される。なお、サブ制御装置２６２のＲＯＭ５５２には、外リール７
２０及び内リール７４０の回転制御プログラムが記憶されており、ＲＡＭ５５３には、Ｃ
ＰＵ５５１における外リール７２０及び内リール７４０の回転制御プログラムの実行に際
して回転制御に関するプログラムやデータ等を一時的に記憶する記憶エリアが用意されて
いる。
【０１６７】
　サブ制御装置２６２は、外リール７２０及び内リール７４０の回転制御を行うので、当
該回転制御を主制御装置２６１に負担させることがなく、主制御装置２６１の処理負担を
低減できる。
【０１６８】
　リールユニット６００は、外リール７２０及び内リール７４０を単に回転させるだけで
なく、外リール７２０及び内リール７４０を指定の回転位置となるように回転制御でき、
リール表示窓４１０に目的のリール図柄７４１ａなどを位置させることが可能である。
【０１６９】
　具体的には、外リール用ステップモータ７１０及び内リール用ステップモータ７３０は
、例えば、その各回転部７１１，７３１の基準角度位置（例えば、０度位置）がそれぞれ
検出可能である。また、外リール７２０及び内リール７４０は、それぞれの回転部７１１
，７３１の２個の位置決め突起７１３，７３３によって、外リール用ステップモータ７１
０及び内リール用ステップモータ７３０に対する取付状態がそれぞれ一義的に決められて
取り付けられている。また、外リール用フィルム７２４及び内リール用フィルム７４１は
、外リール７２０及び内リール７４０に対して決められた位置関係に取り付けられている
。また、外リール用ステップモータ７１０及び内リール用ステップモータ７３０は「＋１
」ステップで所定角度（例えば、１度。その他の角度であってもよい。）だけリール表示
窓４１０における下方向に回動し、「－１」ステップで１度だけリール表示窓４１０にお
ける上方向に回動する。以上のことから、外リール７２０及び内リール７４０を基準角度
位置からそれぞれ指定したステップに回転させることで、外リール７２０及び内リール７
４０を指定の回転位置に制御でき、リール表示窓４１０に目的のリール図柄７４１ａなど
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を位置させることができる。また、後述するように中央セグメント７２７と明光表示領域
部７４２との正対関係を維持したままで外リール７２０及び内リール７４０を回転させる
こともできる。
【０１７０】
　次に、リール表示窓４１０に外リール７２０の遮光領域部７２６が位置するとともに、
この遮光領域部７２６内の中央セグメント７２７、縦向きのリール用セグメント４４０及
び横向きのリール用セグメント４５０とからなるリールセグメント表示部８００によるセ
グメント表示について、図２３も用いて説明する。
【０１７１】
　図２３（ａ）は、リール表示窓４１０に外リール７２０の遮光領域部７２６が位置した
状態を示す図、図２３（ｂ）は、その図２２（ａ）におけるリール表示窓４１０と外リー
ル７２０の遮光領域部７２６と内リール７４０との位置関係を示す図である。
【０１７２】
　図２３（ｂ）に示すように、外リール７２０における遮光領域部７２６がリール表示窓
４１０に位置し、この遮光領域部７２６の中央セグメント７２７に対して内リール７４０
の明光表示領域部７４２（「７」を示すリール図柄７４１ａの数字箇所）の横長部分（図
２３（ｂ）において破線で示す横長の長方形部分）が正対するように、内リール７４０が
回転することで、図２３（ａ）に示すように、リール表示窓４１０に外リール７２０の遮
光領域部７２６が位置するとともに、この遮光領域部７２６の中央セグメント７２７が発
光した態様となる。なお、セグメント表示を行う場合には、中央セグメント７２７と明光
表示領域部７４２の前記横長部分との正対関係を維持したままで外リール７２０及び内リ
ール７４０が回転制御される。
【０１７３】
　リールユニット６００は、例えば、図９に示すサブ制御装置２６２によって、外リール
７２０及び内リール７４０が回転制御され、上述した外リール７２０の中央セグメント７
２７の発光表示を実行する。具体的には、サブ制御装置２６２は、主制御装置２６１から
のコマンドが例えばスペシャルリーチを示すコマンドである場合には、ＣＰＵ５５１がセ
グメント表示用制御プログラムを実行することで、上述したように外リール７２０及び内
リール７４０が回転制御され、外リール７２０の中央セグメント７２７の発光表示が実行
される。なお、サブ制御装置２６２のＲＯＭ５５２には、セグメント表示用制御プログラ
ムが記憶されており、ＲＡＭ５５３には、ＣＰＵ５５１におけるセグメント表示用制御プ
ログラムの実行に際してセグメント表示制御に関するプログラムやデータ等を一時的に記
憶する記憶エリアが用意されている。
【０１７４】
　サブ制御装置２６２は、セグメント表示制御を行うので、当該セグメント表示制御を主
制御装置２６１に負担させることがなく、主制御装置２６１の処理負担を低減できる。
【０１７５】
　さらに、サブ制御装置２６２は、上記の外リール７２０の中央セグメント７２７の発光
表示に際して、図１９に示す縦向きのリール用セグメント４４０及び横向きのリール用セ
グメント４５０のうち所定のセグメントも発光させるように制御する。例えば、数字「０
」や「８」を表示する場合には、縦向きのリール用セグメント４４０及び横向きのリール
用セグメント４５０の全てが発光する。そして、図１９に示すように、外リール７２０の
中央セグメント７２７がリール表示窓４１０の中央箇所に停止すると、これらのセグメン
によって、所定の記号情報としての数字「８」が表示されるし、外リール７２０の中央セ
グメント７２７がリール表示窓４１０の中央箇所に位置することなくそのまま下方に変動
していき、リール表示窓４１０の外側に移動して停止すると、数字「０」が表示されるこ
とになる。
【０１７６】
　もう少し詳述すると、主制御装置２６１からのコマンドが例えばスペシャルリーチを示
すコマンドである場合には、第３図柄表示装置４２において図１０に示す左装飾図柄列Ｌ
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及び右装飾図柄列Ｒにて例えば「８」で停止したリーチ表示され、中装飾図柄列Ｍが「８
」以外の数字で停止した後に、遊技回転表示灯４９０が回転表示されるとともに、上記の
セグメント表示が実行される。このセグメント表示は、まず、外リール７２０が回動制御
されて、リール表示窓４１０に遮光領域部７２６のみが位置し、中央セグメント７２７が
位置しない状態とするとともに、縦向きのリール用セグメント４４０及び横向きのリール
用セグメント４５０の全てが発光した状態となる。この時点では、数字の「０」がセグメ
ント表示された状態である。
【０１７７】
　その後に、外リール７２０及び内リール７４０が回動し、外リール７２０の中央セグメ
ント７２７がリール表示窓４１０の上側箇所に現れて、下方向に変動する表示が行われる
。そして、大当たりの場合には、最終的に中央セグメント７２７が中央箇所で停止し、数
字「８」がセグメント表示される。つまり、このセグメント表示の数字「８」と、第３図
柄表示装置４２の左装飾図柄列Ｌ及び右装飾図柄列Ｒにおける数字「８」の停止図柄とで
、図柄が数字「８」で揃ったことになり、大当たり状態となる。なお、中央セグメント７
２７が中央箇所を行き過ぎて再び中央箇所に戻って停止するような演出をすることも可能
である。
【０１７８】
　また、大当たりではなかった場合には、中央セグメント７２７がリール表示窓４１０の
中央箇所で変動停止せずに、そのまま変動を続けてリール表示窓４１０の外で停止し、当
該リール表示窓４１０が遮光領域部７２６のみが表示され、セグメント表示が数字「０」
となり、リーチ外れの最終結果を表示するようにしてもよい。
【０１７９】
　また、上述した内リール７４０の各リール図柄７４１ａが後述する表示部に相当する。
上述した外リール７２０の中央セグメント７２７が表示部、特定表示部に相当する。上述
した内リール７４０が表示部材、後側表示部材、リール部材に相当し、外リール７２０が
表示部材、前側表示部材、リール部材に相当し、上述したリール表示窓４１０が視認部に
相当する。外リール用ステップモータ７１０が駆動手段、第１駆動手段に相当し、上述し
た内リール用ステップモータ７３０が駆動手段、第２駆動手段に相当し、上述した３枚の
ＬＥＤ実装基板７６０が照射手段に相当し、上述した導光レンズ７５１が変更手段に相当
し、上述したリール面発光装置７５０が特定表示部発光手段に相当し、上述したリールユ
ニット６００が図柄変動表示手段に相当し、上述したサブ制御装置２６２が制御手段に相
当する。
【０１８０】
　また、導光レンズ７５１の出射面側に施された光透過性の白色コーティングが、後述す
る色表示部材に相当する。また、縦向きのリール用セグメント４４０及び横向きのリール
用セグメント４５０が後述する発光部に相当する。上述した明光表示領域部７４２が明光
表示部に相当する。
【０１８１】
　上述したように、本実施例１のパチンコ機１０によれば、複数のリール図柄７４１ａ（
例えば、「０」～「９」のリール図柄７４１ａ）が配列された光透過性を有する内リール
７４０と、この内リール７４０のリール図柄７４１ａが視認可能に配設されたリール表示
窓４１０と、このリール表示窓４１０を介してこれらのリール図柄７４１ａが所定順（例
えば昇順、すなわち、リール図柄７４１ａの番号が増える順）に変動表示されるように内
リール７４０を回転する内リール用ステップモータ７３０と、この内リール用ステップモ
ータ７３０によって回転される内リール７４０におけるリール表示窓４１０内を変動する
リール図柄７４１ａの裏面側に対して光を照射することを当該変動過程にわたって行う３
枚のＬＥＤ実装基板７６０と、リール表示窓４１０内におけるリール図柄７４１ａの各変
動位置に当該リール図柄７４１ａがそれぞれ位置するときのこれらの各変動位置について
の当該リール図柄７４１ａへの光照射強度の差を低減するように変更する導光レンズ７５
１と、を備えている。
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【０１８２】
　したがって、３枚のＬＥＤ実装基板７６０は、内リール用ステップモータ７３０によっ
て回転される内リール７４０におけるリール表示窓４１０内を変動するリール図柄７４１
ａの裏面側に対して光を照射することを当該変動過程にわたって行う。導光レンズ７５１
は、リール表示窓４１０内におけるリール図柄７４１ａの各変動位置に当該リール図柄７
４１ａがそれぞれ位置するときのこれらの各変動位置についての当該リール図柄７４１ａ
への光照射強度の差を低減するように変更するので、リール表示窓４１０内を変動するリ
ール図柄７４１ａをその変動過程において、発光ムラを低減して発光させることができる
。正確には、導光レンズ７５１は、リール表示窓４１０内における内リール７４０のリー
ル図柄７４１ａの各変動位置についての当該リール図柄７４１ａへの光照射強度の差を遊
技者が識別できない程度に低減しているので、リール表示窓４１０内を変動するリール図
柄７４１ａをその変動過程において一様に発光させることができる。よって、回転される
内リール７４０のリール表示窓４１０内を変動するリール図柄７４１ａを見易く表示でき
る遊技機を提供することができる。
【０１８３】
　また、リール面発光装置７５０からの入射光が透過して内リール７４０の裏面側に出射
する導光レンズ７５１は、その出射面に光透過性の白色コーティングが施されており、リ
ール表示窓４１０に対応した大きさである。また、内リール７４０のリール図柄７４１ａ
以外の全部である背景部７４１ｂが透明である。
【０１８４】
　したがって、導光レンズ７５１の出射面に施された光透過性の白色コーティングにより
、リール面発光装置７５０のＬＥＤ７６１（つまり、内リール７４０の裏面側のＬＥＤ７
６１）を直視できないように隠すことができる。また、導光レンズ７５１の出射面がリー
ル表示窓４１０に対応した大きさとしているので、必要最小限の範囲であるリール表示窓
４１０の範囲に対応した大きさの導光レンズ７５１の出射面に対して所定の色を施すだけ
でよく、内リール７４０におけるリール表示窓４１０内の範囲に対して当該白色の光を出
射することができる。また、内リール７４０のリール図柄７４１ａ以外の全部である背景
部７４１ｂを透明としており、内リール７４０のリール図柄７４１ａ以外の全体にわたっ
て所定の地色（背景色）を施す工程を排除できる。また、駆動される内リール７４０のリ
ール表示窓４１０内を変動するリール図柄７４１ａに対して当該色の光を一様に出射する
ことができる。また、内リール７４０における各リール図柄７４１ａ間に色表示区間（光
源が直視されないように隠すためのもの）を設ける必要がないので、内リール７４０にお
けるリール図柄７４１ａ間の隙間を低減できる。
【０１８５】
　また、リール表示窓４１０を正面視した状態で当該リール表示窓４１０の周囲箇所に配
設された縦向きのリール用セグメント４４０及び横向きのリール用セグメント４５０と、
複数のリール図柄７４１ａのうちの特定の図柄であってリール表示窓４１０内で変動され
て変動停止する中央セグメント７２７と、縦向きのリール用セグメント４４０及び横向き
のリール用セグメント４５０との組み合わせにより所定の記号情報を形成表示するように
制御するサブ制御装置２６２と、を備えている。
【０１８６】
　したがって、リール表示窓４１０内で変動する中央セグメント７２７をその変動過程に
おいて一様に発光させることができるので、リール表示窓４１０内で変動する中央セグメ
ント７２７と、リール表示窓４１０における内リール７４０の周囲箇所の縦向きのリール
用セグメント４４０及び横向きのリール用セグメント４５０との組み合わせにより所定の
記号情報（本実施例では例えば数字「８」）の形成表示についての誤認を低減することが
できる。
【０１８７】
　また、リール表示窓４１０を正面視した状態で手前側に位置する外リール７２０と、こ
の外リール７２０の裏面側に位置する内リール７４０とを備え、この内リール７４０は、
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複数のリール図柄７４１ａが配列され、外リール７２０は、内リール７４０に設けられた
リール図柄７４１ａが視認可能な透明領域部７２５と、内リール７４０に設けられたリー
ル図柄７４１ａが視認不可能な遮光領域部７２６と、遮光領域部７２６に囲まれた光透過
性を有する中央セグメント７２７とを備え、外リール７２０を回転させる外リール用ステ
ップモータ７１０と、内リール７４０を回転させる内リール用ステップモータ７３０とを
備え、サブ制御装置２６２は、内リール７４０の図柄変動表示を視認させる場合にリール
表示窓４１０に透明領域部７２５が位置するように外リール７２０を回転制御するととも
に、内リール７４０を回転制御し、中央セグメント７２７の変動表示を視認させる場合に
リール表示窓４１０に遮光領域部７２６が位置するように外リール７２０を回転制御する
とともに、縦向きのリール用セグメント４４０及び横向きのリール用セグメント４５０を
発光制御する。
【０１８８】
　したがって、リール表示窓４１０に外リール７２０の透明領域部７２５を位置させて内
リール７４０を回転させることで、透明領域部７２５を介して内リール７４０によるリー
ル図柄７４１ａの変動表示を行うことができる。また、リール表示窓４１０に外リール７
２０の遮光領域部７２６を位置させるとともに縦向きのリール用セグメント４４０及び横
向きのリール用セグメント４５０を発光制御することで、内リール７４０のリール図柄７
４１ａを外リール７２０の遮光領域部７２６で隠すことができ、外リール７２０による遮
光領域部７２６の中央セグメント７２７とこの遮光領域部７２６の周囲所定箇所に位置す
る縦向きのリール用セグメント４４０及び横向きのリール用セグメント４５０とによる変
動表示を見易く表示することができる。
【０１８９】
　また、内リール７４０における複数のリール図柄７４１ａのうち「７」を示すリール図
柄７４１ａの数字「７」の箇所である明光表示領域部７４２は、他のリール図柄７４１ａ
（「０」～「６」、「８」及び「９」のリール図柄７４１ａ）の何れの箇所に比べて光透
過率が高いので、他のリール図柄７４１ａ（「０」～「６」、「８」及び「９」のリール
図柄７４１ａ）よりも明るく表示できる。よって、リール表示窓４１０に外リール７２０
の透明領域部７２５が位置し、内リール７４０の図柄変動表示を視認させる場合において
、遊技者が操作するリール停止ボタン（停止用操作手段）を備えた遊技機（パチンコ機や
スロットマシンなど）において、遊技者がリール停止ボタンを操作して内リール７４０の
回転停止を行う際に、目押し操作に役立てることができる。
【０１９０】
　また、リール表示窓４１０に外リール７２０の遮光領域部７２６が位置し、この遮光領
域部７２６の一部である中央セグメント７２７の変動表示を視認させる場合において、外
リール７２０における遮光領域部７２６における中央セグメント７２７の裏面側に明光表
示領域部７４２が位置するので、中央セグメント７２７の裏面側に明光表示領域部７４２
以外のリール図柄７４１ａが位置する場合よりも明るく中央セグメント７２７を表示する
ことができる。
【０１９１】
　また、「０」～「９」のリール図柄７４１ａが配列された光透過性を有する内リール７
４０を回転させることでリール表示窓４１０において内リール７４０のリール図柄７４１
ａを変動表示するリールユニット６００と、リール表示窓４１０を正面視した状態でリー
ル表示窓４１０の周囲に沿って配設された縦向きのリール用セグメント４４０及び横向き
のリール用セグメント４５０と、外リール７２０の特定箇所であってリール表示窓４１０
内の所定位置（例えば中央位置）に位置する中央セグメント７２７を発光させるリール面
発光装置７５０と、リール表示窓４１０内の中央セグメント７２７と、縦向きのリール用
セグメント４４０及び横向きのリール用セグメント４５０とで変動表示（セグメント変動
表示）を行うように、外リール７２０、内リール７４０、縦向きのリール用セグメント４
４０、横向きのリール用セグメント４５０及びリール面発光装置７５０を制御するサブ制
御装置２６２と、を備えている。
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【０１９２】
　したがって、リール図柄７４１ａによる変動表示を行う場合には、リール表示窓４１０
に外リール７２０の透明領域部７２５を位置させた状態で、内リール７４０を回転させる
ことでリール表示窓４１０内をリール図柄７４１ａが変動する図柄変動表示を提供できる
。さらに、外リール７２０の特定箇所であってリール表示窓４１０内の中央位置に位置す
る中央セグメント７２７と、リール表示窓４１０の周囲に沿って配設された縦向きのリー
ル用セグメント４４０及び横向きのリール用セグメント４５０とで、セグメント変動表示
（例えば、中央セグメント７２７と縦向きのリール用セグメント４４０と横向きのリール
用セグメント４５０とランダムに点灯消灯を繰り返し、最終的に所望の数字や文字などを
示す状態に点灯させる変動表示）を行うことができるので、リール図柄７４１ａによる変
動表示とは異なる変動表示（セグメント変動表示）を提供でき、変動表示に関して遊技の
興趣性をさらに向上させることができる。
【０１９３】
　また、リール表示窓４１０内に位置する中央セグメント７２７と、リール表示窓４１０
の外周箇所に位置する縦向きのリール用セグメント４４０及び横向きのリール用セグメン
ト４５０とでセグメント変動表示が行われることから、遊技者は、通常のリール図柄７４
１ａによる変動表示を見るときと同じようにリール表示窓４１０の方を見たままで、中央
セグメント７２７と縦向きのリール用セグメント４４０と横向きのリール用セグメント４
５０とによるセグメント変動表示を見ることができるため、リール図柄７４１ａによる変
動表示やセグメント変動表示を見落とすことを低減できる。また、リール表示窓４１０内
の中央セグメント７２７を活用した変動表示、つまり、リール表示窓４１０の外周に配設
した縦向きのリール用セグメント４４０及び横向きのリール用セグメント４５０と、リー
ル表示窓４１０内の中央セグメント７２７とによるセグメント変動表示であるため、十分
な大きさでの変動表示を実現することができるだけでなく、リールユニット６００とは別
個にそれと同程度の大きさである他の変動表示装置を配置するものではないことから、こ
のような別個に他の変動表示装置を配置する構成に比べて、装置構成が大型化しない利点
がある。
【０１９４】
　なおこの実施例１では、外リール７２０と内リール７４０とを備えたリールユニット６
００を採用しているが、単一リール構成とし、この単一リールには、複数の図柄が配列さ
れ、そのうちの特定の図柄の所定箇所が発光可能な構成としてもよい。例えば、単一リー
ルとして例えばおの実施例１の内リール７４０を採用し、実施例１のリール面発光装置７
５０は導光レンズ７５１を備ず、かつ、この単一リール（内リール７４０）における「７
」を示すリール図柄７４１ａの数字箇所の横長部分（図２３（ｂ）において破線で示す横
長の長方形部分）の背後箇所に位置するＬＥＤ７６１のみが点灯し、当該横長部分のみが
発光可能な構成とすることが挙げられる。
【０１９５】
　この場合には、単一リール（例えば内リール７４０）における複数（「０」～「９」）
のリール図柄７４１ａのうちで特定のリール図柄７４１ａ（「７」を示すリール図柄７４
１ａ）の数字箇所の横長部分（図２３（ｂ）において破線で示す横長の長方形部分）のみ
が発光するので、特定のリール図柄７４１ａの当該横長部分を中央セグメント７２７とし
て活用することができ、内リール７４０において複数のリール図柄７４１ａとは別に、リ
ール図柄７４１ａの変動には無関係である専用の表示部を配列させることを防止できる。
例えば、内リール７４０における複数のリール図柄７４１ａの配列中に、当該リール図柄
７４１ａとは別個に専用の表示部が配列されていると、リール図柄７４１ａとは無関係の
専用の表示部が別個に存在していることで、リール図柄７４１ａの変動表示において、遊
技者に違和感を与えることが懸念されるが、特定のリール図柄７４１ａにおける所定箇所
（図２３（ｂ）において破線で示す横長の長方形部分）を中央セグメント７２７として活
用しているので、専用の表示部が別個に存在しているとの印象を遊技者に対して与えるこ
とがなく、リール図柄７４１ａの変動表示に対して違和感を与えることを低減できる。
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【０１９６】
　また、サブ制御装置２６２は、中央セグメント７２７をリール表示窓４１０内で変動さ
せた後に、リール表示窓４１０内の所定位置（例えば中央位置）またはリール表示窓４１
０の外部位置（遊技者から見えない位置）で変動停止させるように、外リール７２０とリ
ール面発光装置７５０を制御するので、中央セグメント７２７をリール表示窓４１０内で
変動させた後に、リール表示窓４１０内の中央位置またはリール表示窓４１０の外部位置
で変動停止されるので、中央セグメント７２７がリール表示窓４１０内の中央位置に変動
停止されて、中央セグメント７２７と縦向きのリール用セグメント４４０と横向きのリー
ル用セグメント４５０とによって変動結果が表示されるという変動表示の他に、中央セグ
メント７２７がリール表示窓４１０の外部位置で変動停止されて、縦向きのリール用セグ
メント４４０及び横向きのリール用セグメント４５０のみによる変動結果が表示されると
いう変動表示を提供することができる。
【０１９７】
　リールユニット６００は、二重リール構造であって、外側に位置する外リール７２０と
、この外リール７２０の内側に位置し、複数のリール図柄７４１ａが配列された光透過性
を有する内リール７４０とを備え、外リール７２０は、内リール７４０のリール図柄７４
１ａが視認可能な透明領域部７２５と、内リール７４０のリール図柄７４１ａが視認不可
能な遮光領域部７２６とが配列されるとともに、遮光領域部７２６の一部に光透過性を有
する中央セグメント７２７が形成され、リールユニット６００は、外リール７２０を駆動
する外リール用ステップモータ７１０と、内リール７４０を駆動する内リール用ステップ
モータ７３０とを備え、サブ制御装置２６２は、内リール７４０の複数のリール図柄７４
１ａの変動表示を視認させる場合に、リール表示窓４１０に透明領域部７２５が位置する
ように外リール７２０を駆動制御するとともに内リール７４０を駆動制御し、中央セグメ
ント７２７と縦向きのリール用セグメント４４０と横向きのリール用セグメント４５０と
によるセグメント変動表示を視認させる場合に、リール表示窓４１０に遮光領域部７２６
及び中央セグメント７２７が位置するように外リール７２０を駆動制御し、かつ、外リー
ル７２０の中央セグメント７２７に、内リール７４０における複数（「０」～「９」）の
リール図柄７４１ａのうちで「７」を示すリール図柄７４１ａの数字箇所の横長部分（図
２３（ｂ）において破線で示す横長の長方形部分）を対向させるように内リール７４０を
駆動制御するとともに、縦向きのリール用セグメント４４０及び横向きのリール用セグメ
ント４５０を発光制御する。
【０１９８】
　したがって、リール表示窓４１０に外リール７２０の透明領域部７２５を位置させて内
リール７４０を駆動することで、透明領域部７２５を介して内リール７４０によるリール
図柄７４１ａの変動表示を行うことができる。また、リール表示窓４１０に外リール７２
０の遮光領域部７２６及び中央セグメント７２７を位置させるとともに縦向きのリール用
セグメント４４０及び横向きのリール用セグメント４５０を発光制御することで、内リー
ル７４０のリール図柄７４１ａを外リール７２０の遮光領域部７２６で隠すことができ、
外リール７２０による遮光領域部７２６の中央セグメント７２７とこの遮光領域部７２６
の周囲所定箇所に位置する縦向きのリール用セグメント４４０及び横向きのリール用セグ
メント４５０とによる変動表示を見易く表示することができる。
【実施例２】
【０１９９】
　実施例２のセンターフレーム４７について図２４及び図２５を用いて説明する。
【０２００】
　図２４は、導光レンズ７５１が支持部材７５２に対して収納位置と待避位置とに変位可
能なリールユニット６００の断面図である。
【０２０１】
　実施例２のリールユニット６００は、図２４に示すように、その右側板６０６における
導光レンズ７５１が対応する箇所に、導光レンズ７５１の側面形状よりも大きい出入り口
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６０７が形成されるとともに、その右側板６０６の外側箇所に、導光レンズ７５１が支持
部材７５２に収納された収納位置（破線で示した導光レンズ７５１における位置）と、導
光レンズ７５１が支持部材７５２から待避した待避位置（実線で示した導光レンズ７５１
における位置）とに変位可能なレンズ変位機構部６１０を備えている。
【０２０２】
　レンズ変位機構部６１０は、図２４に示すように、導光レンズ７５１が取り付けられた
可動部６１１（ナット）と、この可動部６１１が摺動するボールねじ６１２と、このボー
ルねじ６１２を回転させるモータ６１３と、ボールねじ６１２の先端に設けられた軸受け
６１４と、モータ６１３を支持する支持壁部６１５とを備えている。モータ６１３を正転
させることでボールねじ６１２が正転し、可動部６１１がボールねじ６１２に沿って支持
部材７５２に近づく方向に移動し、導光レンズ７５１を収納位置に位置させることが可能
である。また、モータ６１３を反転させることでボールねじ６１２が反転し、可動部６１
１がボールねじ６１２に沿って支持部材７５２から離れる方向に移動し、導光レンズ７５
１を待避位置に位置させることが可能である。
【０２０３】
　前述した実施例１では、図１８に示すように導光レンズ７５１の係止穴７５１ａに支持
部材７５２の係止爪７５６ａが係止することで導光レンズ７５１が支持部材７５２に取り
付けられているが、かかる係止構造に替えて、この実施例２では図２４に示すように導光
レンズ７５１を可動部６１１で支持する構成を採用している。
【０２０４】
　また、前述した実施例１では、図１８に示すようにリール面発光装置７５０のＬＥＤ実
装基板７６０において２個のＬＥＤ７６１が横方向に並設しているが、実施例２では、図
２４に示すように、リール面発光装置７５０のＬＥＤ実装基板７６０において４個のＬＥ
Ｄ７６１が横方向に並設している。なお、このＬＥＤ実装基板７６０において４個以外の
複数個のＬＥＤ７６１が横方向に並設するようにしてもよい。
【０２０５】
　また、前述した実施例１では、図１３（ａ）に示すように縦向きのリール用セグメント
４４０のＬＥＤ実装基板４４２において３個のＬＥＤ４４１が縦方向に並設しているが、
実施例２では、図２５に示すように、縦向きのリール用セグメント４４０のＬＥＤ実装基
板４４２において７個のＬＥＤ４４１が縦方向に並設したものを採用するとともに、各Ｌ
ＥＤ４４１の光が区分けして表示可能なように導光部品４４３には隣接するＬＥＤ４４１
の間箇所に光を遮光する仕切り部４４４（図２５（ａ）の左上のリール用セグメント４４
０を参照。図２５では、他のリール用セグメント４４０における仕切り部４４４の図示を
省略している。）が形成されたものを採用している。なお、このＬＥＤ実装基板４４２に
おいて７個以外の複数個のＬＥＤ４４１を縦方向に並設するようにしてもよいし、上述し
た導光部品４４３を採用しない構成としてもよい。
【０２０６】
　なおここで、リールユニット６００の中央セグメント７２７と、このリールユニット６
００の左右箇所に配設された縦向きのリール用セグメント４４０とによって、あみだくじ
演出を行う場合について以下に説明する。
【０２０７】
　図２５（ａ）～（ｈ）は、リールユニット６００、縦向きのリール用セグメント４４０
及び中央セグメント７２７によって行われるあみだくじ演出を説明する図である。
【０２０８】
　サブ制御装置２６２（図９参照）は、リールユニット６００の外リール７２０及び内リ
ール７４０を回転制御し、図２５（ａ）に示すようにリール表示窓４１０に外リール７２
０の遮光領域部７２６のみが表示された状態（つまり、リール表示窓４１０に外リール７
２０の遮光領域部７２６が位置するものの中央セグメント７２７が現れていない状態）と
した後に、縦向きのリール用セグメント４４０の発光制御と、外リール７２０の中央セグ
メント７２７を駆動制御及び発光表示制御とを行うことで、例えば図２５（ｂ）～（ｈ）
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に示すようにＬＥＤ点灯によるあみだくじ演出を制御する。つまり、縦向きのリール用セ
グメント４４０のＬＥＤ４４１及び中央セグメント７２７のＬＥＤ７６１が、図２５（ｈ
）に示すように縦向きのリール用セグメント４４０と外リール７２０の中央セグメント７
２７とによって形成される梯子状経路をその複数の出発端（図２５において２個の最上端
）の一から出発して一度進んだ経路は二度と通らないようにして複数の到着端（図２５に
おいて２個の最下端）の一に移動していく。
【０２０９】
　具体的には、サブ制御装置２６２は、主制御装置２６１からのコマンドが例えばスーパ
ースペシャルリーチを示すコマンドである場合には、ＣＰＵ５５１がセグメント表示用制
御プログラムを実行することで、上述したように外リール７２０及び内リール７４０が回
転制御され、外リール７２０の中央セグメント７２７の発光表示が実行される。なお、サ
ブ制御装置２６２のＲＯＭ５５２には、あみだくじ演出用制御プログラムが記憶されてお
り、ＲＡＭ５５３には、ＣＰＵ５５１におけるあみだくじ演出用制御プログラムの実行に
際してあみだくじ演出制御に関するプログラムやデータ等を一時的に記憶する記憶エリア
が用意されている。
【０２１０】
　図８に示した第３図柄表示装置４２においてスーパースペシャルリーチ演出の変動表示
が実行されており、あみだくじ演出がリールユニット６００において実行されることを示
唆する表示がされる。そして、図２５（ａ）に示すように、リール表示窓４１０に外リー
ル７２０の遮光領域部７２６のみが表示された状態となる。そして、左上側の縦向きのリ
ール用セグメント４４０における最上部（１番目）のＬＥＤ４４１が点灯し、あみだくじ
演出が開始する。
【０２１１】
　なお、最終的に、左下側の縦向きのリール用セグメント４４０における最下部のＬＥＤ
４４１が点灯すると、あみだくじに外れたことを表示（示唆）することになり、右下側の
縦向きのリール用セグメント４４０における最下部のＬＥＤ４４１が点灯すると、あみだ
くじに当ったことを表示（示唆）することになる。
【０２１２】
　図２５（ｂ）に示すように左上側の縦向きのリール用セグメント４４０における最上部
のＬＥＤ４４１の点灯に続いて、２番目、３番目のＬＥＤ４４１が順番に点灯していく。
そして、これらの点灯の際に、外リール７２０及び内リール７４０が回転することで、リ
ール表示窓４１０の上側から外リール７２０の中央セグメント７２７が現れ、中央セグメ
ント７２７が左上側の縦向きのリール用セグメント４４０における４番目のＬＥＤ４４１
の箇所に位置した状態で外リール７２０及び内リール７４０の回転が停止したとする。
【０２１３】
　そして、図２５（ｃ）に示すように左上側の縦向きのリール用セグメント４４０におけ
る４番目のＬＥＤ４４１が順番に点灯し、中央セグメント７２７の左端（１番目）のＬＥ
Ｄ７６１が点灯する。
【０２１４】
　続いて、図２５（ｄ）に示すように中央セグメント７２７の２～４番目のＬＥＤ７６１
が順番に点灯し、右上側の縦向きのリール用セグメント４４０における上から４番目のＬ
ＥＤ４４１が順番に点灯する。
【０２１５】
　続いて、図２５（ｅ）に示すように右上側の縦向きのリール用セグメント４４０におけ
る５番目～７番目のＬＥＤ４４１が順番に点灯していく。そして、これらの点灯の際に、
中央セグメント７２７の全ＬＥＤ７６１が消灯した後に外リール７２０及び内リール７４
０が回転することで、図２５（ｅ）に示すようにリール表示窓４１０内を外リール７２０
の中央セグメント７２７が下向きに移動し、中央セグメント７２７が左下側の縦向きのリ
ール用セグメント４４０における最上部（１番目）のＬＥＤ４４１の箇所に位置した状態
で外リール７２０及び内リール７４０の回転が停止したとする。
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【０２１６】
　図２５（ｆ）に示すように右下側の縦向きのリール用セグメント４４０における１番目
のＬＥＤ４４１が点灯した後に、中央セグメント７２７の右端（４番目）のＬＥＤ７６１
が点灯し、続いて３番目のＬＥＤ７６１が点灯する。
【０２１７】
　続いて、中央セグメント７２７の２番目、１番目（左端）のＬＥＤ７６１が点灯し、図
２５（ｇ）に示すように左下側の縦向きのリール用セグメント４４０における１番目～４
番目のＬＥＤ４４１が上から順番に点灯する。そして、これらの点灯の際に、中央セグメ
ント７２７の全ＬＥＤ７６１が消灯した後に外リール７２０及び内リール７４０が回転す
ることで、図２５（ｇ）に示すようにリール表示窓４１０内を外リール７２０の中央セグ
メント７２７が下向きに移動し、中央セグメント７２７が左下側の縦向きのリール用セグ
メント４４０における６番目のＬＥＤ４４１の箇所に位置した状態で外リール７２０及び
内リール７４０の回転が停止したとする。
【０２１８】
　図２５（ｈ）に示すように左下側の縦向きのリール用セグメント４４０における５番目
、６番目のＬＥＤ４４１が点灯した後に、中央セグメント７２７の左端（１番目）のＬＥ
Ｄ７６１が点灯し、続いて２番目～４番目のＬＥＤ７６１が点灯し、続いて右下側の縦向
きのリール用セグメント４４０における７番目、８番目のＬＥＤ４４１が点灯する。この
ように、右下側の縦向きのリール用セグメント４４０における最下部（８番目）のＬＥＤ
４４１が点灯したので、今回のあみだくじ演出に当選したしことがわかる。
【０２１９】
　上述したように、本実施例２のパチンコ機１０によれば、縦向きのリール用セグメント
４４０は、外リール７２０の外周箇所のうちで左右箇所に、外リール７２０の左辺または
右辺に沿って配設された複数（例えば７個）のＬＥＤ４４１を備え、リール面発光装置７
５０は、リール視認窓を正面視した状態において中央セグメント７２７内でその長さ方向
に沿って配設された複数（例えば４個）のＬＥＤ７６１を備え、縦向きのリール用セグメ
ント４４０の各ＬＥＤ４４１及びリール面発光装置７５０における各ＬＥＤ７６１につい
て、点灯する光源（縦向きのリール用セグメント４４０のＬＥＤ４４１及び中央セグメン
ト７２７のＬＥＤ７６１）が、図２５（ｈ）に示すように縦向きのリール用セグメント４
４０と外リール７２０の中央セグメント７２７とによって形成される梯子状経路をその複
数の出発端（図２５において２個の最上端）の一から出発して一度進んだ経路は二度と通
らないようにして複数の到着端（図２５において２個の最下端）の一に移動していくよう
に所定の順番（あみだくじの流れ方向の順番）に点灯させる制御を行うので、点灯するＬ
ＥＤ４４１，７６１が図２５（ｈ）に示すように縦向きのリール用セグメント４４０と外
リール７２０の中央セグメント７２７とによって形成される梯子状経路をあみだくじの如
く移動するような表示態様（あみだくじ表示態様）を提供することができる。
【実施例３】
【０２２０】
　実施例３のパチンコ機１０について図２６を用いて説明する。
【０２２１】
　図２６（ａ），（ｂ）は、横方向に３個並設された状態のリールユニット６００Ａの概
略平面図、正面図、図２６（ｃ），（ｄ）は、両側のリールユニット６００Ａが中央のリ
ールユニット６００Ａから離れるようにスライド移動したときの概略平面図、正面図であ
る。
【０２２２】
　前述した実施例１では、第３図柄表示装置４２の右側に単一のリールユニット６００を
設けたパチンコ機１０であったが、この実施例３では、第３図柄表示装置４２及び実施例
１のリールユニット６００に替えて、図２６（ｂ）に示すように合計３個のリールユニッ
ト６００Ａを横方向に並設したリール表示装置８１０を備えたパチンコ機１０である点が
、前述した実施例１と異なっている。
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【０２２３】
　実施例３では、例えば、前述の実施例１において図８に示したセンターフレーム４７の
正面視で第３図柄表示装置４２の表示画面が位置していた箇所に、図２６（ｂ）に示すよ
うに、３個のリールユニット６００Ａを横方向に並設するとともに、図８に示したセンタ
ーフレーム４７の右端の収容部４８４を排除し、これら３個のリールユニット６００Ａに
おける外周箇所にセンターフレーム４７が位置する構成を採用している。
【０２２４】
　リール表示装置８１０は、図２６に示すように、前述の実施例１の外リール７２０及び
内リール７４０を備えたリールユニット６００Ａが横方向に３個並設されたものである。
【０２２５】
　前述した実施例１と同様に、各リールユニット６００Ａは、リール表示窓４１０Ａを介
して内リール７４０における数字「０」～「９」のリール図柄７４１ａを変動表示したり
、外リール７２０の中央セグメント７２７を変動表示したりするように、外リール７２０
を回転させる外リール用ステップモータ７１０と、内リール７４０を回転させる内リール
用ステップモータ７３０と、を備えている。
【０２２６】
　また、図２６（ｂ）に示すように、各リールユニット６００Ａは、その外リール７２０
や内リール７４０の一部が視認可能なリール表示窓４１０Ａを備えている。前述の実施例
１では、リールユニット６００Ａにおける前面透明カバー部６０１の全体を透明としてい
たが、図２６（ｂ）に示すように、前面透明カバー部６００Ａの正面視においてその周縁
表面箇所に不透明部材（例えば、不透明なシール部材など）を位置させるとともに、この
不透明部材よりも内側に位置する透明領域部分をリール表示窓４１０Ａとしている。また
、図２６（ｂ）に示すように、前面透明カバー部６００Ａの正面視において、不透明部材
における横向きのリール用セグメント４５０が対応する箇所は、当該横向きのリール用セ
グメント４５０が視認可能なように透明領域としている。
【０２２７】
　また、前述した実施例１では、縦向きのリール用セグメント４４０及び横向きのリール
用セグメント４５０が前側部材４００に配設されていたが、この実施例３では、図２６（
ａ）及び（ｂ）に示すように、左側のリールユニット６００Ａの右側板６０６及び左側板
６０５の外側箇所に縦向きのリール用セグメント４４０が縦方向に２個それぞれ配設され
るとともに、天側部品６０３及び底側部品６０４に横向きのリール用セグメント４５０が
それぞれ配設されている点が前述の実施例１とは異なっている。図２６（ｂ）に示すよう
に、リール表示装置８１０を正面視した状態において、隣接するリール表示窓４１０Ａの
間には、各リールユニット６００Ａの縦向きのリール用セグメント４４０がそれぞれ位置
している。つまり、図２６（ｂ）に示すように、隣接するリールユニット６００Ａの間に
おいて、縦向きのリール用セグメント４４０が近接された状態となっている。
【０２２８】
　さらに、実施例３のリール表示装置８１０は、図２６（ａ）及び（ｂ）に示すように左
側及び右側のリールユニット６００Ａを中央のリールユニット６００Ａに近接させた各通
常位置と、この各通常位置にある左側及び右側のリールユニット６００Ａを、図２６（ｃ
）及び（ｄ）に示すように中央のリールユニット６００Ａから離れる方向にスライド移動
（直線移動）した各離れ位置と、にそれぞれ変位可能なユニット変位機構部８２０を備え
ている。
【０２２９】
　ユニット変位機構部８２０は、図２６（ａ）に示すように、左用機構部８２０Ａと右用
機構部８２０Ｂとに大別される。
【０２３０】
　左用機構部８２０Ａは、図２６（ａ）に示すように、センターフレーム４７に取り付け
られた左側ユニット用モータ８２１Ａと、この左側ユニット用モータ８２１Ａによって回
転する左側ユニット用ボールねじ８２２Ａと、左側ユニット用ボールねじ８２２Ａに沿っ
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て摺動するとともに左側のリールユニット６００Ａにおける背面箇所に形成されたユニッ
ト用可動部８２３と、左側ユニット用ボールねじ８２２Ａの先端側を軸支し且つセンター
フレーム４７に設けられた軸受け８２４と、を備えている。
【０２３１】
　左側ユニット用モータ８２１Ａを正転させることで左側ユニット用ボールねじ８２２Ａ
が正転し、ユニット用可動部８２３が左側ユニット用ボールねじ８２２Ａに沿って軸受け
８２４に近づく方向に移動し、左側のリールユニット６００Ａを離れ位置（図２６（ｃ）
，（ｄ）参照）に移動させることができる。また、左側ユニット用モータ８２１Ａを反転
させることで左側ユニット用ボールねじ８２２Ａが反転し、ユニット用可動部８２３がボ
ールねじに沿ってモータに近づく方向に移動し、左用のリールユニット６００Ａを通常位
置（図２６（ａ），（ｂ）参照）に位置させることができる。
【０２３２】
　右用機構部８２０Ｂは、図２６（ａ）に示すように、センターフレーム４７に取り付け
られた右側ユニット用モータ８２１Ｂと、この右側ユニット用モータ８２１Ｂによって回
転する右側ユニット用ボールねじ８２２Ｂと、右側ユニット用ボールねじ８２２Ｂに沿っ
て摺動するとともに右側のリールユニット６００Ａにおける背面箇所に形成されたユニッ
ト用可動部８２３と、右側ユニット用ボールねじ８２２Ｂの先端側を軸支し且つセンター
フレーム４７に設けられた軸受け８２４と、を備えている。
【０２３３】
　右側ユニット用モータ８２１Ｂを正転させることで右側ユニット用ボールねじ８２２Ｂ
が正転し、ユニット用可動部８２３が右側ユニット用ボールねじ８２２Ｂに沿って軸受け
８２４に近づく方向に移動し、右側のリールユニット６００Ａを離れ位置（図２６（ｃ）
，（ｄ）参照）に移動させることができる。また、右側ユニット用モータ８２１Ｂを反転
させることで右側ユニット用ボールねじ８２２Ｂが反転し、ユニット用可動部８２３がボ
ールねじに沿ってモータに近づく方向に移動し、右用のリールユニット６００Ａを通常位
置（図２６（ａ），（ｂ）参照）に位置させることができる。
【０２３４】
　図２６（ｄ）に示すように、左側のリールユニット６００Ａ及び右側のリールユニット
６００Ａを中央のリールユニット６００Ａから離した離れ位置にスライド移動させると、
隣接するリールユニット６００Ａの間に位置する各縦向きのリール用セグメント４４０が
適度に離れた状態となり、各リールユニット６００Ａのリールセグメント表示が見易くな
る。
【０２３５】
　具体的には、サブ制御装置２６２は、主制御装置２６１からのセグメント表示実行コマ
ンドに基づいて、図２６（ａ）及び（ｂ）に示した通常位置から、図２６（ｃ）及び（ｄ
）に示した離れ位置に、左側のリールユニット６００Ａ及び右側のリールユニット６００
Ａをスライド移動させるようにユニット変位機構部８２０を制御するとともに、各リール
ユニット６００Ａについてリール表示窓４１０Ａ内に表示されていた内リール７４０の図
柄変動表示に替えて、遮光領域部７２６を表示するように外リール７２０及び内リール７
４０を回転制御して、リール表示装置８１０におけるセグメント表示を実行制御する。
【０２３６】
　また、サブ制御装置２６２は、主制御装置２６１からの通常表示実行コマンドに基づい
て、図２６（ｃ）及び（ｄ）に示した離れ位置に左側のリールユニット６００Ａ及び右側
のリールユニット６００Ａがスライド移動された状態から、図２６（ａ）及び（ｂ）に示
した通常位置に戻すようにユニット変位機構部８２０を制御するとともに、外リール７２
０及び内リール７４０を回転制御して、リール表示装置８１０におけるセグメント表示に
替えて、各リールユニット６００Ａについてリール表示窓４１０Ａ内に内リール７４０に
よる図柄変動表示を実行するように制御する。
【０２３７】
　なお、上述した各リールユニット６００Ａが表示部材に相当し、リール表示装置８１０
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が表示手段に相当する。上述した隣接するリールユニット６００Ａの間に位置する縦向き
のリール用セグメント４４０が区分発光部に相当し、リールセグメント表示部８００が発
光表示部に相当し、ユニット変位機構部８２０が変位駆動手段に相当し、サブ制御装置２
６２が制御手段に相当する。
【０２３８】
　上述したように、本実施例３のパチンコ機１０によれば、各リール表示窓４１０Ａには
、並設された各リールユニット６００Ａの外リール７２０における遮光領域部７２６と中
央セグメント７２７とが位置し、その隣接するリールユニット６００Ａの外周左右箇所に
縦向きのリール用セグメント４４０がそれぞれ配設されてリール表示装置８１０が構成さ
れている。また、ユニット変位機構部８２０は、各リールセグメント表示部８００によっ
てセグメント発光表示を行う場合に、各リールセグメント表示部８００の隣接間隔が広く
なるように、左側のリールユニット６００Ａ及び右側のリールユニット６００Ａを中央の
リールユニット６００Ａから離した離れ位置にスライド移動させるので、リール表示装置
８１０における横方向に隣接する両方の縦向きのリール用セグメント４４０を横方向に離
すことができ、各リール表示装置８１０のリールセグメント表示部８００がリールユニッ
ト６００Ａ毎に区別し易くなり、各リールセグメント表示部８００による縦向きのリール
用セグメント４４０の表示を見易くできる。
【０２３９】
　なお、上述した構成では、リールユニット６００Ａにおける背面箇所にユニット用可動
部８２３を備えているが、リールユニット６００Ａにおける上面、下面、側面等に備える
ようにしてもよい。
【０２４０】
　また、図２６（ｂ）に示すように、各リールユニット６００Ａは、リール表示窓４１０
Ａ内に位置する外リール７２０及び内リール７４０の領域部分に対してその裏面側からリ
ール面発光装置７５０からの光が照射されるので、外リール７２０及び内リール７４０の
リール表示窓４１０Ａに位置する図柄が発光し、各リールユニット６００Ａによる図柄の
変動表示に遊技者を注視させることができる。
【０２４１】
　また、このリール表示窓４１０Ａ内の図柄が発光して変動表示される状態に替えて、図
２６（ｃ）及び（ｄ）に示すように、各リールセグメント表示部８００の隣接間隔が広く
なるように左側のリールユニット６００Ａ及び右側のリールユニット６００Ａが中央のリ
ールユニット６００Ａから離れた位置（離れ位置）にスライド移動した場合には、サブ制
御装置２６２によって外リール７２０及び内リール７４０が回転制御され、リール表示窓
４１０Ａに外リール７２０の遮光領域部７２６が位置することで、各リール表示窓４１０
Ａ内がその中央セグメント７２７以外の領域が暗くなり、各リールユニット６００Ａの縦
向きのリール用セグメント４４０、横向きのリール用セグメント４５０及び中央セグメン
ト７２７によるセグメント表示を遊技者に注視させることができるとともに、各リールユ
ニット６００Ａにおける並び方向に隣接する縦向きのリール用セグメント４４０を当該並
び方向に離すことで、各リールユニット６００Ａの縦向きのリール用セグメント４４０が
リールユニット６００Ａ毎に区別し易くなる。
【０２４２】
　また、上述したスライド移動構成に替えて、図２７に示すように、左側のリールユニッ
ト６００Ａ及び右側のリールユニット６００Ａの前面側が中央のリールユニット６００Ａ
から離した離れ位置に回動移動させる構成を採用してもよい。
【０２４３】
　図２７（ａ），（ｂ）は、横方向に３個並設された状態のリールユニット６００Ａの概
略平面図、正面図、図２７（ｃ），（ｄ）は、両側のリールユニット６００Ａの前面側が
中央のリールユニット６００Ａから離れるように回動移動したときの概略平面図、正面図
である。
【０２４４】
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　センターフレーム４７は、図２７（ａ）及び（ｂ）に示すように、左側のリールユニッ
ト６００Ａの右奥側上方箇所に位置するように当該センターフレーム４７によって支持さ
れるモータ８２５と、このモータ８２５により回転する回転軸８２６と、この回転軸８２
６の下端箇所に配設されて当該センターフレーム４７によって支持される軸受け８２７と
、を備え、図２７（ａ）において時計回りに回転軸８２６が回転すると、図２７（ｃ）に
示すように、この回転軸８２６を中心として左側のリールユニット６００Ａが時計回りに
回転し、当該左側のリールユニット６００Ａの前面側が中央のリールユニット６００Ａか
ら離れた位置に位置する。
【０２４５】
　右側のリールユニット６００Ａについても上述した構成と同様の構成としており、図２
７（ａ）において反時計回りに回転軸８２６が回転すると、図２７（ｃ）に示すように、
この回転軸８２６を中心として右側のリールユニット６００Ａが反時計回りに回転し、当
該右側のリールユニット６００Ａの前面側が中央のリールユニット６００Ａから離れた位
置に位置する。
【０２４６】
　図２７（ｄ）に示すように、隣接するリールユニット６００Ａの間に位置する各縦向き
のリール用セグメント４４０が適度に離れた状態となり、各リールユニット６００Ａのリ
ールセグメント表示が見易くなる。
【０２４７】
　また、上述した両側のリールユニット６００Ａをスライド移動する構成や回動させる構
成に替えて、図２８に示すように、中央のリールユニット６００Ａが奥側に後退して当該
中央のリールユニット６００Ａの前面側が両側のリールユニット６００Ａの前面側に対し
て前後方向に離した離れ位置にスライド移動させる構成を採用してもよい。
【０２４８】
　図２８（ａ），（ｂ）は、横方向に３個並設された状態のリールユニット６００Ａの概
略平面図、正面図、図２８（ｃ），（ｄ）は、中央のリールユニット６００Ａの前面側が
両側のリールユニット６００Ａの前面側から離れるようにスライド後退したときの概略平
面図、正面図である。
【０２４９】
　センターフレーム４７は、図２８（ａ）及び（ｂ）に示すように、中央のリールユニッ
ト６００Ａの奥側上方箇所に位置するように当該センターフレーム４７によって支持され
るモータ８３０と、このモータ８３０により回転するボールねじ８３１と、このボールね
じ８３１に沿って摺動するとともに中央のリールユニット６００Ａにおける上面奥側箇所
に形成された可動部８３２と、ボールねじ８３１の先端側を軸支し且つセンターフレーム
４７に設けられた軸受け８３３と、を備えている。
【０２５０】
　このモータ８３０を正転させることでボールねじ８３１が正転し、可動部８３２がボー
ルねじ８３１に沿ってモータ８３０に近づく方向に移動し、中央のリールユニット６００
Ａを離れ位置（図２８（ｃ），（ｄ）に示す後退位置を参照）に移動させることができる
。また、モータ８３０を反転させることでボールねじ８３１が反転し、可動部８３２がボ
ールねじ８３１に沿って軸受け８３３に近づく方向に移動し、中央のリールユニット６０
０Ａを通常位置（図２８（ａ），（ｂ）参照）に位置させることができる。
【０２５１】
　図２８（ｃ）及び（ｄ）に示すように、中央のリールユニット６００Ａの前面が、両側
のリールユニット６００Ａの前面に対して後退して前後方向に離れた位置（後退位置）と
なり、隣接するリールユニット６００Ａ間の各縦向きのリール用セグメント４４０が適度
に離れた状態となり、各リールユニット６００Ａのリールセグメント表示が見易くなる。
【０２５２】
　なお、上述した中央のリールユニット６００Ａを後退させる構成では、中央のリールユ
ニット６００Ａにおける上面箇所に可動部８３２を備えているが、リールユニット６００
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Ａにおける下面、奥面等に備えるようにしてもよい。
【０２５３】
　なお、この実施例３では、３個のリールユニット６００Ａを並設させた構成を例示した
が、３個以外の複数個のリールユニット６００Ａを並設させた構成にも適用することがで
きる。
【実施例４】
【０２５４】
　実施例４のリールユニット６００Ｂについて、図２９～図３３を用いて説明する。
【０２５５】
　図２９（ａ）～（ｃ）は、実施例４のリールユニット６００Ｂの平面図、正面図、右側
面図である。図３０は、実施例４のリールユニット６００Ｂの斜視図である。図３１（ａ
）は、実施例４のリール面発光装置７５０の分解斜視図、図３１（ｂ）は、リール面発光
装置７５０の斜視図である。図３２は、センターフレーム４７の横断面図である。図３３
（ａ）は、リール表示窓４１０に外リール７２０Ａの遮光領域部７２６が位置した状態を
示す図、図３３（ｂ）は、その図３３（ａ）におけるリール表示窓４１０と外リール７２
０Ａの遮光領域部７２６と内リール７４０との位置関係を示す図である。
【０２５６】
　前述の実施例１では、リールユニット６００以外の部品である前側部材４００に縦向き
のリール用セグメント４４０及び横向きのリール用セグメント４５０を備えた構成として
いるが、この実施例４のリールユニット６００Ｂは、図２９（ｂ）に示すように、縦向き
のリール用セグメント４４０Ａ及び横向きのリール用セグメント４５０Ａを備えている点
が、前述の実施例１とは異なっている。
【０２５７】
　実施例４の横向きのリール用セグメント４５０Ａは、図２９に示すように、前面透明カ
バー部６０１の上部及び下部に形成された切り欠き部６０１ａに取り付けられた導光体８
４０と、この導光体８４０と前面透明カバー部６０１の切り欠き部６０１ａとの間に設け
られた遮光部８４３と、導光体８４０の奥側箇所である入射面８４１の窪み箇所にＬＥＤ
８４４が位置するように配設されたＬＥＤ実装基板８４５と、導光体８４０の前面所定箇
所に横長形状に形成された出射光領域部８４２と、導光体８４０の前面側のうちで出射光
領域部８４２以外の箇所に貼り付けられた反射シール部８４６と、を備えている。
【０２５８】
　なお、前側部材４００のリール表示窓４１０とリールユニット６００Ｂとの位置関係を
説明するために、図２９（ｂ）では、リールユニット６００Ｂの正面側にリール表示窓４
１０を二点鎖線で示し、図２９（ｃ）では、リール表示窓４１０を有する前側部材４００
が、リールユニット６００Ｂの前方箇所に位置している様子を図示している。
【０２５９】
　また、この前側部材４００は、図２９に示すように、リール表示窓４１０よりも上側箇
所及び下側箇所に、横向きのリール用セグメント４５０Ａに応じた大きさで当該横向きの
リール用セグメント４５０Ａが視認可能な開口窓４１１をそれぞれ備えている。なお、リ
ール表示窓４１０及び開口窓４１１を開口形状とするのではなく、例えば透明樹脂成形等
による透明領域とした構成を採用してもよい。
【０２６０】
　次に、実施例４の縦向きのリール用セグメント４４０Ａについて説明する。
【０２６１】
　実施例４の縦向きのリール用セグメント４４０Ａは、図３１に示すように、実施例４の
リール面発光装置７５０によって形成されている。
【０２６２】
　実施例４のリール面発光装置７５０は、図３１に示すように、前述の実施例１とは細部
か異なる導光レンズ７５１Ａ、支持部材７５２Ａ及びＬＥＤ実装基板７６０Ａを採用して
いる点が前述の実施例１とは異なっている。
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【０２６３】
　実施例４の導光レンズ７５１Ａは、図３１に示すように、左側面及び右側面に遮光シー
ト８５１（あるいは反射シートなどでもよい）がそれぞれ貼り付けられた中央レンズ部８
５０と、この中央レンズ部８５０の左側面に沿って接着される、遮光部品８５２を間に挟
んだ２個の左レンズ部８５３と、中央レンズ部８５０の右側面に沿って接着される、遮光
部品８５２を間に挟んだ２個の右レンズ部８５４と、を備え、これらが一体化されたもの
である。
【０２６４】
　実施例４の支持部材７５２Ａは、図３１に示すように、その上部箇所７５３、中部箇所
７５４及び下部箇所７５５に、横方向に並ぶ３個の開口部７５９が２列分それぞれ形成さ
れており、この点が実施例１の支持部材７５２とは異なる。
【０２６５】
　実施例４における３枚のＬＥＤ実装基板７６０Ａは、図３１に示すように、支持部材７
５２Ａの上部箇所７５３、中部箇所７５４及び下部箇所７５５に形成された合計６個の開
口部７５９に対応する箇所に、６個のＬＥＤ７６１が実装されており、この点が実施例１
のＬＥＤ実装基板７６０とは異なる。
【０２６６】
　また、図３１（ａ）に示すように、実施例４の導光レンズ７５１Ａは、その上端部及び
下端部に係止穴７５１ａがそれぞれ形成され、実施例４の支持部材７５２Ａは、その傾斜
天部７５６及び傾斜底部７５７における内側にそれぞれ係止爪７５６ａが形成され、支持
部材７５２Ａの各係止爪７５６ａが導光レンズ７５１Ａの各係止穴７５１ａにそれぞれ係
止されることで、導光レンズ７５１Ａが支持部材７５２Ａに保持される。
【０２６７】
　図３１（ｂ）及び図３２に示すように、左レンズ部８５３は、ＬＥＤ実装基板７６０Ａ
における左列のＬＥＤ７６１（合計６個のＬＥＤ７６１）の配設箇所に位置し、中央レン
ズ部８５０は、ＬＥＤ実装基板７６０Ａにおける中列のＬＥＤ７６１（合計６個のＬＥＤ
７６１）の配設箇所に位置し、右レンズ部８５４は、ＬＥＤ実装基板７６０Ａにおける右
列のＬＥＤ７６１（合計６個のＬＥＤ７６１）の配設箇所に位置している。
【０２６８】
　よって、図３１（ｂ）に示すように、３枚のＬＥＤ実装基板７６０Ａにおける左列のＬ
ＥＤ７６１（合計６個のＬＥＤ７６１）のうち、上側３個のＬＥＤ７６１からの光は、上
側の左レンズ部８５３に入射され、下側３個のＬＥＤ７６１からの光は、下側の左レンズ
部８５３に入射され、この２個の左レンズ部８５３がそれぞれ発光する。また、３枚のＬ
ＥＤ実装基板７６０Ａにおける中列のＬＥＤ７６１（合計６個のＬＥＤ７６１）からの光
は、中央レンズ部８５０に入射され、この中央レンズ部８５０が発光する。また、３枚の
ＬＥＤ実装基板７６０Ａにおける右列のＬＥＤ７６１（合計６個のＬＥＤ７６１）のうち
、上側３個のＬＥＤ７６１からの光は、上側の右レンズ部８５４に入射され、下側３個の
ＬＥＤ７６１からの光は、下側の右レンズ部８５４に入射され、この２個の右レンズ部８
５４がそれぞれ発光する。
【０２６９】
　中央レンズ部８５０は、その左側面及び右側面に、遮光シート８５１（あるいは反射シ
ート）がそれぞれ貼り付けられているので、中央レンズ部８５０に入射された光が当該中
央レンズの左側面及び右側面を通して左レンズ部８５３及び右レンズ部８５４に入射され
ることがないし、左レンズ部８５３及び右レンズ部８５４に入射された光が中央レンズの
左側面及び右側面を通して当該中央レンズ部８５０に入射されることもない。
【０２７０】
　また、外リール７２０Ａは、図３３（ｂ）に示すように、その遮光領域部７２６の両側
箇所にセグメント用光透過領域部７２８が形成されている。また、内リール７４０は、図
３３（ｂ）に示すように、外リール７２０Ａのセグメント用光透過領域部７２８に重なる
箇所が光透過可能な領域であり、この領域の背後に２個の右レンズ部８５４及び２個の左
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レンズ部８５３が位置する位置関係としている。
【０２７１】
　ここで、実施例４のリールユニット６００Ｂによるセグメント表示について図３３も用
いて説明する。
【０２７２】
　リールユニット６００Ｂは、前述の実施例１と同様に、図９に示すサブ制御装置２６２
によって、外リール７２０Ａ及び内リール７４０が回転制御され、外リール７２０Ａの中
央セグメント７２７の発光表示を実行するとともに、リール表示窓４１０内における縦向
きのリール用セグメント４４０Ａの発光表示と、前面透明カバー部６０１の上部及び下部
箇所の横向きのリール用セグメント４５０Ａの発光表示とを行う。
【０２７３】
　具体的には、リールユニット６００Ｂは、図３３（ｂ）に示すように、外リール７２０
Ａにおける遮光領域部７２６、中央セグメント７２７及びセグメント用光透過領域部７２
８をリール表示窓４１０に位置させ、この遮光領域部７２６の中央セグメント７２７に対
して内リール７４０の明光表示領域部７４２（リール図柄７４１ａ「７」の数字箇所）の
横長部分（図３３（ｂ）に破線で示す横長の長方形部分）が正対するように、内リール７
４０を回転させることで、図３３（ａ）に示すように、リール表示窓４１０に外リール７
２０Ａの遮光領域部７２６を位置させるとともに、この遮光領域部７２６の中央セグメン
ト７２７を発光した態様とする。なお、セグメント表示を行う場合には、中央セグメント
７２７と明光表示領域部７４２の前記横長部分との正対関係を維持したままで外リール７
２０Ａ及び内リール７４０が回転制御される。
【０２７４】
　さらに、リールユニット６００Ｂは、上記の外リール７２０Ａの中央セグメント７２７
の発光表示に際して、図３３（ａ）に示す縦向きのリール用セグメント４４０Ａ及び横向
きのリール用セグメント４５０Ａのうち所定のセグメントも発光させる。
【０２７５】
　例えば、数字「０」や「８」をセグメント表示する場合には、縦向きのリール用セグメ
ント４４０Ａ及び横向きのリール用セグメント４５０Ａの全てが発光する。なお、この実
施例４では、縦向きのリール用セグメント４４０Ａ及び横向きのリール用セグメント４５
０Ａの全てを発光させる場合について説明する。
【０２７６】
　リールユニット６００Ｂは、内リール７４０の背後側に設けられた２個の右レンズ部８
５４及び２個の左レンズ部８５３を発光させる。この右レンズ部８５４及び左レンズ部８
５３の発光は、当該内リール７４０の両側における光透過可能な領域と、外リール７２０
Ａのセグメント用光透過領域部７２８とを通して視認できることから、リール表示窓４１
０内において遮光領域部７２６の両側箇所に縦向きのリール用セグメント４４０Ａを発光
表示することができる。
【０２７７】
　続いて、リールユニット６００Ｂは、図２９及び図３０に示すように、前面透明カバー
部６０１の導光体８４０の背後に位置するＬＥＤ実装基板８４５のＬＥＤ８４４を発光さ
せて、前面透明カバー部６０１の導光体８４０を発光させて、この導光体８４０で構成さ
れる横向きのリール用セグメント４５０Ａを発光させる。図２９及び図３３（ａ）に示す
ように、横向きのリール用セグメント４５０Ａは、リール表示窓４１０の外側上部箇所及
び外側下部箇所にそれぞれ位置している。
【０２７８】
　そして、図３３（ａ）に示すように、外リール７２０Ａの中央セグメント７２７がリー
ル表示窓４１０の中央箇所に停止すると、これらのセグメンによって、数字「８」が表示
されるし、外リール７２０Ａの中央セグメント７２７がリール表示窓４１０の中央箇所に
位置することなくそのまま下方に変動していき、リール表示窓４１０の外側に移動して停
止すると、数字「０」が表示されることになる。
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【０２７９】
　なお、実施例４のリールユニット６００Ｂにおいて内リール７４０のリール図柄７４１
ａを表示する場合については、前述の実施例１と同様に、外リール７２０Ａを回転させて
リール表示窓４１０内に当該外リール７２０Ａの透明領域部７２５を位置させた状態とし
、内リール７４０を回転させて当該内リール７４０の図柄変動表示が行われる。
【０２８０】
　上述したように、本実施例４のパチンコ機１０によれば、リールユニット６００Ｂは、
中央セグメント７２７、縦向きのリール用セグメント４４０Ａ及び横向きのリール用セグ
メント４５０Ａを備えているので、当該リールユニット６００Ｂ自体でセグメント表示を
行うことができる。
【０２８１】
　また、リール表示窓４１０を正面視した状態において、内リール７４０におけるリール
表示窓４１０に位置する部分の裏面両側箇所に、縦向きのリール用セグメント４４０Ａを
備えているので、リール表示窓４１０内で変動する中央セグメント７２７をその変動過程
において一様に発光させることができ、リール表示窓４１０内で変動する中央セグメント
７２７と、内リール７４０におけるリール表示窓４１０に位置する部分の裏面両側箇所の
縦向きのリール用セグメント４４０Ａとによる変動表示についての誤認を低減することが
できる。また、リール表示窓４１０を正面視した状態で当該リール表示窓４１０内に位置
する内リール７４０の領域内に、中央セグメント７２７と縦向きのリール用セグメント４
４０Ａとが収められているので、内リール７４０の領域を拡張することなく維持しつつ、
中央セグメント７２７と縦向きのリール用セグメント４４０Ａとによる変動表示を行うこ
とができる。
【実施例５】
【０２８２】
　実施例５のパチンコ機１０について、図３４及び図３５を用いて説明する。
【０２８３】
　図３４（ａ）～（ｃ）は、実施例５の図柄ドラムリーチ演出有りのスーパーリーチにお
ける第３図柄表示装置４２の変動表示画像及びリールユニット６００のリール表示窓４１
０内の表示を説明するための図である。図３５（ａ），（ｂ）は、図３４（ｃ）に続いて
表示される第３図柄表示装置４２の変動表示画像及びリールユニット６００のリール表示
窓４１０内の表示を説明するための図である。
【０２８４】
　前述の実施例１では、単独ドラム変動を示すコマンドに基づいて、リールユニット６０
０における内リール７４０の図柄変動表示の実行について説明しているが、この実施例５
では、ドラムリーチ演出有りのスーパーリーチを示すコマンドに基づいて、第３図柄表示
装置４２の変動表示画像がリーチ外れとなったが、第３図柄表示装置４２の変動表示画像
とリールユニット６００とで新たなリーチ表示が実行される点が、前述の実施例１とは異
なっている。
【０２８５】
　第３図柄表示装置４２は、前述の実施例１で図１０に示したように、遊技盤３０の略中
央箇所に形成された開口部３０ｃに配設された表示画面に、遊技者にとって有利な遊技状
態の発生の有無を示唆する複数列（左装飾図柄列Ｌ、中装飾図柄列Ｍ及び右装飾図柄列Ｒ
）の第３図柄（主装飾図柄ＳＺ及び副装飾図柄ＦＺ）の変動表示画像を表示する。
【０２８６】
　リール表示窓４１０は、図８及び図３４に示すように、第３図柄表示装置４２の表示画
面における変動領域に対応した大きさとしている。具体的には、つまり、リール表示窓４
１０は、図３４に示すように、その縦辺長さが、第３図柄表示装置４２の表示画面におけ
る縦辺長さ（第３図柄の変動方向長さ）と同程度の長さであり、その横辺長さが、右装飾
図柄列Ｒの横幅長さと同程度の長さとしている。また、リール表示窓４１０は、図３４に
示すように、所定の変動表示状態（図柄ドラムリーチ演出有りのスーパーリーチ）のとき
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に、隣に位置する変動領域である右装飾図柄列Ｒと並べて配設されている。つまり、第３
図柄表示装置４２の正面視で、その表示画面における右装飾図柄列Ｒの外部右側箇所に並
設されている。また、リール表示窓４１０におけるリール図柄７４１ａの変動方向は、図
３５（ａ）に示すように、右装飾図柄列Ｒでの上から下方向の変動方向と同一方向として
いる。
【０２８７】
　リールユニット６００は、前述の実施例１において図１７及び図２１に示したように、
「０」～「９」のリール図柄７４１ａが固定的に配列された内リール７４０をリール表示
窓４１０に対して変動させることで当該リール表示窓４１０内で「０」～「９」のリール
図柄７４１ａの変動表示を行うものである。
【０２８８】
　この内リール７４０には、第３図柄表示装置４２の表示画面における一列分の「０」～
「９」の主装飾図柄ＳＺと対応するリール図柄７４１ａ（一列分の「０」～「９」の主装
飾図柄ＳＺと外観が同じであるリール図柄７４１ａ）が固定的に配列されている。また、
内リール７４０のリール図柄７４１ａは、第３図柄表示装置４２における主装飾図柄ＳＺ
と同程度の大きさとしている。
【０２８９】
　サブ制御装置２６２は、所定条件成立に基づいて、第３図柄表示装置４２の表示画面に
変動停止された主装飾図柄ＳＺと、リールユニット６００におけるリール図柄７４１ａと
で当たり表示を行うようにリールユニット６００を制御するものである。
【０２９０】
　ここで、ドラムリーチ演出有りのスーパーリーチについて、以下に説明する。
【０２９１】
　サブ制御装置２６２は、主制御装置２６１からのコマンドが、ドラムリーチ演出有りの
スーパーリーチを示すコマンドである場合には、ＣＰＵ５５１が表示制御装置４５に当該
スーパーリーチを示すコマンドを出力し、表示制御装置４５が当該コマンドに基づいて第
３図柄表示装置４２の表示画面にスーパーリーチ表示を行うとともに、ＣＰＵ５５１が外
リール７２０及び内リール７４０の回転制御プログラムを実行することで、内リール７４
０の図柄変動表示が実行されることで、図３４及び図３５に示すようなドラムリーチ演出
が実行される。
【０２９２】
　具体的には、表示制御装置４５は、サブ制御装置２６２からのスーパーリーチを示すコ
マンドに基づいて、第３図柄表示装置４２の表示画面に第３図柄の変動表示を開始する。
図１０に示すように左装飾図柄列Ｌ、中装飾図柄列Ｍ及び右装飾図柄列Ｒの一連の装飾図
柄（「０」～「９」の数字を各々付した主装飾図柄ＳＺと、菱形状の絵図柄からなる副装
飾図柄ＦＺとにより構成されている）が、第３図柄表示装置４２の表示画面の上から下へ
と一斉に変動表示される。
【０２９３】
　そして、左装飾図柄列Ｌと右装飾図柄列Ｒとの順に変動表示が停止し、図３４（ａ）に
示すように、第３図柄表示装置４２の表示画面に、例えば「１」を示す主装飾図柄ＳＺ（
第３図柄）が中ラインＬ２においてリーチ表示されている。例えば、この図３４（ａ）に
示す中ラインＬ２において当たり表示になるか否かに関係する「１」の主装飾図柄ＳＺは
、第１輝度で表示されている。なおこのとき、図１８に示すリールユニット６００のリー
ル面発光装置７５０におけるＬＥＤ実装基板７６０のＬＥＤ７６１は消灯しており、図３
４（ａ）に示すようにリールユニット６００のリール表示窓４１０内は暗くなっている。
【０２９４】
　続いて、図３４（ｂ）に示すように、中装飾図柄列Ｍの変動表示が停止し、中装飾図柄
列Ｍにおける中ラインＬ２上には副装飾図柄ＦＺが停止表示されており、リーチ外れの結
果が表示されている。
【０２９５】
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　続いて、図３４（ｃ）に示すように、表示制御装置４５は、第３図柄表示装置４２の表
示画面に表示された変動表示画像のうちで当たり表示になるか否かに関係する「１」の主
装飾図柄ＳＺが、これ以外の図柄である「０」の主装飾図柄ＳＺ及び副装飾図柄ＦＺを希
薄表示（薄く表示）する。
【０２９６】
　このとき、図３４（ｃ）に示すように、新たな２本のリーチラインＮＬ２，ＮＬ５が形
成されている。なお、この図３４（ｃ）に示すリーチラインＮＬ２，ＮＬ５における当た
り表示になるか否かに関係する「１」の主装飾図柄ＳＺは、図３４（ａ）に示した中ライ
ンＬ２で第１輝度で表示された「１」の主装飾図柄ＳＺに比べて高い輝度である第２輝度
で表示されている。
【０２９７】
　続いて、図３５（ａ）に示すように、リールユニット６００のリール面発光装置７５０
におけるＬＥＤ実装基板７６０のＬＥＤ７６１が点灯するとともに、リール表示窓４１０
内に外リール７２０の透明領域部７２５が位置し、内リール７４０の図柄変動表示が実行
される。
【０２９８】
　そして、図３５（ｂ）に示すように、リール表示窓４１０を上下方向に三等分した場合
の下側箇所に、内リール７４０の「１」を示すリール図柄７４１ａが変動停止しており、
新たなリーチラインＮＬ５上において、第３図柄表示装置４２の表示画面に表示された変
動表示画像のうちで当たり表示になるか否かに関係する「１」の主装飾図柄ＳＺと、内リ
ール７４０の「１」を示すリール図柄７４１ａとで揃った状態が表示されている。この直
後に、可変入賞装置３２が開状態と通常の閉状態とに繰り返し作動され、可変入賞装置３
２に多数の遊技球が入球（入賞）し、その入賞に対して大量の遊技球が賞球払い出しされ
るという遊技者にとって有利な遊技状態が発生する。
【０２９９】
　また、上述した遊技盤３０が後述する遊技部品に相当する。上述した第３図柄表示装置
４２が画像表示手段に相当する。上述した内リール７４０が表記体に相当し、リールユニ
ット６００が表記体変動手段に相当する。上述したサブ制御装置２６２が変動演出制御手
段に相当する。
【０３００】
　上述したように、本実施例５のパチンコ機１０によれば、遊技者にとって有利な遊技状
態の発生の有無を示唆する複数列（左装飾図柄列Ｌ、中装飾図柄列Ｍ及び右装飾図柄列Ｒ
）の第３図柄（主装飾図柄ＳＺ及び副装飾図柄ＦＺ）の変動表示画像を表示画面に表示す
る第３図柄表示装置４２と、この第３図柄表示装置４２の表示画面の正面視で遊技者にと
って視認可能な表示画面部分において所定の変動表示状態（ドラムリーチ演出有りのスー
パーリーチ）のときに隣に位置する変動領域（右装飾図柄列Ｒの変動領域）と並べて配設
され、当該変動領域に対応した大きさとしたリール表示窓４１０と、複数（「０」～「９
」）のリール図柄７４１ａが固定的に配列された内リール７４０をリール表示窓４１０に
対して変動させることで当該リール表示窓４１０内で識別情報の変動表示が可能なリール
ユニット６００と、所定条件成立（ドラムリーチ演出有りのスーパーリーチを示すコマン
ド）に基づいて、第３図柄表示装置４２の表示画面に変動停止された主装飾図柄ＳＺと、
リールユニット６００におけるリール図柄７４１ａとで当たり表示を行うようにリールユ
ニット６００を制御するサブ制御装置２６２と、を備えている。
【０３０１】
　したがって、変動停止表示された画像（第３図柄表示装置４２の表示画面に変動停止表
示された主装飾図柄ＳＺの変動表示画像）と、実体物（リールユニット６００の内リール
７４０によるリール図柄７４１ａの変動表示）とを用いて当たり表示の変動演出を行うこ
とができる。つまり、第３図柄表示装置４２の表示画面に表示された主装飾図柄ＳＺの変
動表示画像の変動結果が例えばリーチ外れ（大当たり判定ライン上においてあと一つ所定
（例えば「１」）の主装飾図柄ＳＺが変動停止しなかったことにより当該判定ライン上に
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おいて「１」の主装飾図柄ＳＺで揃わなかった状態）であった場合に、実体物である内リ
ール７４０によるリール図柄７４１ａの変動表示が行われ、リール表示窓４１０内の所定
箇所に「１」のリール図柄７４１ａが変動停止し、「１」の主装飾図柄ＳＺ及びリール図
柄７４１ａで揃った状態（図３５（ｂ）の新たなリーチラインＮＬ５上で揃った状態を参
照）を発生させることができる。よって、第３図柄表示装置４２の変動表示結果を不自然
に再変動表示させる必要がないことから、遊技者は、第３図柄表示装置４２の変動表示に
ついて違和感を感じたり、不信感を抱くおそれを低減できる。また、第３図柄表示装置４
２の変動表示結果がリーチ外れであった場合に、当該変動表示画像に何ら変更を加えるこ
となくそのまま維持しつつ、実体物である内リール７４０によるリール図柄７４１ａの変
動表示を追加する形で補って大当たりに導くという変動演出を提供することができる。そ
の結果、変動表示に関して遊技の興趣性をさらに向上させることができる。
【０３０２】
　例えば、４列の識別情報が変動表示する変動表示画像を表示画面に表示する構成、つま
り、表示画面に４列全ての識別情報の変動表示を開始し、これらの各列の変動を所定の順
番に停止し、４列全てが変動停止した最終停止状態となり、３列以上の識別情報が所定の
当たり識別情報で揃っていることで当選となる構成において、３列までの識別情報が変動
停止し、変動表示中の４列目の識別情報の変動停止を待たずして落選が確定している場合
においても、４列目の識別情報の変動停止を待たなければならないことから、遊技者が遊
技にストレスを感じるという問題がある。また、遊技者は毎回全４列の変動表示を見ない
といけないため、見た目の変化に乏しい変動表示演出となってしまうという問題がある。
つまり、１～３列目の変動停止で当選結果が確定している場合でも４列目が変動停止する
まで待たなければならないし、仮に４列目の変動停止で当否結果が明らかになるような場
合においても、４列変動態様であることに変わりがないことから、見た目の変化に乏しい
変動表示演出となっている。
【０３０３】
　これに対して、上述した実施例５のパチンコ機１０の場合には、第３図柄表示装置４２
の表示画面による主装飾図柄ＳＺの変動表示画像において当選となる場合には実体物は稼
働しないので、変動表示に関する当否結果が分かっているのに遊技者を無駄に待たせるよ
うなことは無い。さらに、所定条件成立（ドラムリーチ演出有りのスーパーリーチ）の場
合に限って、変動停止表示された画像（第３図柄表示装置４２の表示画面に変動停止表示
された主装飾図柄ＳＺの変動表示画像）と、実体物（リールユニット６００の内リール７
４０によるリール図柄７４１ａの変動表示）とを用いて当たり表示の変動演出を行うこと
ができるので、変動表示画像のみの表示から、変動停止した画像と実体物との表示に変更
することができ、見た目を変えた変動表示演出を提供することができる。
【０３０４】
　また、リールユニット６００は、内リール７４０に、第３図柄表示装置４２における一
列分の主装飾図柄ＳＺと同じリール図柄７４１ａが固定的に配列されているので、第３図
柄表示装置４２による複数列の主装飾図柄ＳＺについての変動表示画像と、実体物である
内リール７４０による一列分のリール図柄７４１ａについての変動表示とを行うことがで
き、これら２系統の変動表示を実現することができる。また、一列分のリール図柄７４１
ａを表記した単一の内リール７４０を並設することに止めているので、１個分の内リール
７４０を並設する最小のスペースで済む。その結果、限られたスペースでこれら２系統の
変動表示を実現することができる。
【０３０５】
　また、内リール７４０は、第３図柄表示装置４２の表示画面に表示される主装飾図柄Ｓ
Ｚと少なくとも同程度の大きさでリール図柄７４１ａが表記されているので、第３図柄表
示装置４２による変動表示画像における主装飾図柄ＳＺと、実体物である内リール７４０
によるリール図柄７４１ａと、が揃うのか否かについての変動表示を見易く提供すること
ができる。
【０３０６】
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　また、第３図柄表示装置４２は、第３図柄表示装置４２の表示画面に変動停止された主
装飾図柄ＳＺと、リールユニット６００におけるリール図柄７４１ａとによる表示を行う
場合において、その表示画面に変動停止された主装飾図柄ＳＺのうちで当たり表示になる
か否かに関係する例えば「１」の主装飾図柄ＳＺ（図３５（ａ）参照）が、「０」、「２
」～「９」の主装飾図柄ＳＺ及び副装飾図柄ＦＺよりもを相対的に目立つように表示する
強調表示を、第３図柄表示装置４２の変動表示画像のみによる表示の場合における強調表
示と異ならせているので、変動表示画像のみによる表示の場合と、識別情報が変動停止さ
れた変動表示画像と内リール７４０のリール図柄７４１ａとによる表示の場合とで区別し
て、当たり表示になるか否かに関係する主装飾図柄ＳＺを遊技者に提供することができる
。
【０３０７】
　そして、前記の画像と実体物とによる表示の場合には、第３図柄表示装置４２の表示画
面に当たり表示になるか否かに関係する主装飾図柄ＳＺが目立つように表示されているの
で、この目立つように表示された主装飾図柄ＳＺと外観が同一である内リール７４０のリ
ール図柄７４１ａに注目すれば良いことが分かり、リールユニット６００において注目す
べき「１」のリール図柄７４１ａを遊技者に分かり易く示唆することができ、当たり表示
になるか否かに関係する「１」の主装飾図柄ＳＺの並び方向の延長線である新たなリーチ
ラインＮＬ２，ＮＬ５上に位置するリール表示窓４１０の変動停止箇所に、内リール７４
０の注目すべき「１」のリール図柄７４１ａが変動停止するか否かに注目させることがで
きる。その結果、第３図柄表示装置４２において外れ結果となった変動表示画像の一部と
、実体物である内リール７４０によるリール図柄７４１ａの変動表示とで、新たに当たり
表示になるか否かの変動表示を遊技者に分かり易く提供することができる。この実施例５
では、第３図柄表示装置４２の主装飾図柄ＳＺ及び内リール７４０のリール図柄７４１ａ
は、外観が同一であるものを採用しているが、外観は異なるものの同一の識別内容（例え
ば、図柄番号やキャラクタなど）を表示するものや、複数の識別内容（例えば、図柄番号
やキャラクタなど）を兼ねて表示するものを採用してもよい。兼ねて表示する場合として
は、例えば、内リール７４０に「１」及び「９」の両方が付された１個のリール図柄７４
１ａを有し、第３図柄表示装置４２に「１」の主装飾図柄ＳＺと「９」の主装飾図柄ＳＺ
とを個別に有する場合や、それとは逆に、第３図柄表示装置４２に「１」及び「９」の両
方が付された１個の主装飾図柄ＳＺを有し、内リール７４０に「１」のリール図柄７４１
ａと「９」のリール図柄７４１ａとを個別に有する場合などが挙げられる。
【０３０８】
　なお、この実施例５では、「当たり表示になるか否かに関係する主装飾図柄ＳＺを相対
的に目立つように表示する」としては、第３図柄表示装置４２の表示画面に変動停止され
た主装飾図柄ＳＺのうちで当たり表示になるか否かに関係する「１」の主装飾図柄ＳＺ以
外の識別情報（「０」、「２」～「９」の主装飾図柄ＳＺ及び副装飾図柄ＦＺ）を、希薄
表示しているが、消去表示してもよい。また、この実施例５では、変動表示画像のみによ
る表示の場合における当たり表示になるか否かに関係する「１」の主装飾図柄ＳＺを第１
輝度で表示し、主装飾図柄ＳＺが変動停止された変動表示画像と内リール７４０のリール
図柄７４１ａとによる表示の場合における当たり表示になるか否かに関係する主装飾図柄
ＳＺを第１輝度よりも高い第２輝度で表示しているが、輝度に替えてあるいは輝度と共に
点滅間隔を速めたりなどすることで、これらの強調表示を異ならせて表示提供してもよい
。
【０３０９】
　また、図３６に示すように、第３図柄表示装置４２の表示画面に変動停止された識別情
報のうちで当たり表示になるか否かに関係する例えば「１」の主装飾図柄ＳＺの並び方向
の延長線である新たなリーチラインＮＬ２，ＮＬ５上に位置するリール表示窓４１０の変
動停止箇所を発光させ、それ以外の変動停止箇所を発光させないようにしてもよい。
【０３１０】
　ここで、この新たなリーチラインＮＬ２，ＮＬ５上に位置するリール表示窓４１０の変
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動停止箇所を発光させ、それ以外の変動停止箇所を発光させない表示態様について、図３
６を用いて以下に説明する。
【０３１１】
　図３６（ａ）～（ｃ）は、新たなリーチラインＮＬ２，ＮＬ５上に位置するリール表示
窓４１０の変動停止箇所を発光させ、それ以外の変動停止箇所を発光させないようにした
ことを説明するための図である。
【０３１２】
　この実施例５において図３４に示すように第３図柄表示装置４２にリーチ外れが表示さ
れた後に、図３６（ａ）に示すように、遊技者に注目させるべきリール表示窓４１０の変
動停止箇所としての、リール表示窓４１０を上下方向に三等分した場合の中箇所及び下側
箇所を発光させ、それ以外の変動停止箇所としての、リール表示窓４１０を上下方向に三
等分した場合の上側箇所を発光させない。
【０３１３】
　続いて、図３６（ｂ）に示すように、内リール７４０の変動が停止し、新たなリーチラ
インＮＬ５上において第３図柄表示装置４２の「１」の主装飾図柄ＳＺと内リール７４０
の「１」のリール図柄７４１ａとが揃っている。
【０３１４】
　そして、最終的に図３６（ｃ）に示すように、リール表示窓４１０における新たなリー
チラインＮＬ５上の箇所、つまり、リール表示窓４１０を上下方向に三等分した場合の下
側箇所のみを発光させ、新たなリーチラインＮＬ５上において第３図柄表示装置４２の「
１」の主装飾図柄ＳＺと内リール７４０の「１」のリール図柄７４１ａとが揃っているこ
とを強調表示している。
【０３１５】
　この図３６に示した場合には、第３図柄表示装置４２から内リール７４０に亘って新た
に形成されるリーチ成立ラインＮＬ２，ＮＬ５を遊技者に示唆することができ、リール表
示窓４１０内において注目すべき変動停止箇所（リール表示窓４１０を上下方向に三等分
した場合の中箇所及び下側箇所）が発光しているので、かかる箇所を遊技者に分かり易く
示唆することができる。その結果、第３図柄表示装置４２の変動表示画像から実体物であ
る内リール７４０に亘って新たに形成されるリーチ成立ラインＮＬ２，ＮＬ５と、リール
表示窓４１０内において注目すべき変動停止箇所リール表示窓４１０を上下方向に三等分
した場合の中箇所及び下側箇所とを、遊技者に分かり易く提供することができる。
【実施例６】
【０３１６】
　実施例６のパチンコ機１０について、図３７及び図３８を用いて説明する。
【０３１７】
　図３７は、実施例６のリール面発光装置７５０をリール内制御基板７７０の内面箇所に
取り付けた状態を示す斜視図である。図３８は、実施例６のセンターフレーム４７の横断
面図である。
【０３１８】
　前述の実施例１では、リール面発光装置７５０が導光レンズ７５１を備えているが、こ
の実施例６では、導光レンズ７５１を備えていない点が、前述の実施例１とは異なってい
る。
【０３１９】
　実施例６のパチンコ機１０は、図８に示すように、遊技者にとって有利な遊技状態の発
生の有無を示唆する図１０に示した複数列Ｌ，Ｍ，Ｒの第３図柄（主装飾図柄ＳＺ及び副
装飾図柄ＦＺ）の変動表示画像を表示画面に表示する第３図柄表示装置４２と、この第３
図柄表示装置４２の正面視において当該第３図柄表示装置４２と並んで位置するリール表
示窓４１０に対して、リール図柄７４１ａが固定的に配設された光透過性を有する内リー
ル７４０を駆動することで、当該リール表示窓４１０内でリール図柄７４１ａを変動表示
するリールユニット６００と、を備えている。この点は前述の実施例１と同様である。
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【０３２０】
　リールユニット６００のリール面発光装置７５０は、図３７に示すように、支持部材７
５２の上部箇所７５３、中部箇所７５４及び下部箇所７５５のそれぞれに形成された開口
部７５９に、ＬＥＤ実装基板７６０の各ＬＥＤ７６１が位置するように構成されている。
そして、この各ＬＥＤ７６１からの光は、図３８に破線矢印で示すように、内リール７４
０におけるリール表示窓４１０内に位置する箇所の裏面側に対して照射される。
【０３２１】
　さらに、実施例６のパチンコ機１０は、図３７及び図３８に示すように、第３図柄表示
装置４２の正面視において、リールユニット６００における第３図柄表示装置４２の表示
画面から遠い方に位置する右側板６０６（図１７参照）に取り付けられたリール内制御基
板７７０の所定箇所（例えば、リール面発光装置７５０が位置する箇所であって支持部材
７５２の内側を臨む箇所）に設けられ、このリール内制御基板７７０における支持部材７
５２の内側を臨む箇所から内リール７４０の裏面側に対して光を斜めに照射するＬＥＤ７
７３を備えている。
【０３２２】
　具体的には、リール内制御基板７７０は、図３７に示すように、リール面発光装置７５
０が位置する箇所であって支持部材７５２の内側を臨む箇所において、例えば６個のＬＥ
Ｄ７７３が当該リール面発光装置７５０の右側面に沿うように間隔を空けて実装されてい
る。詳述すれば、上部側の２個のＬＥＤ７７３は、支持部材７５２の上部箇所７５３に対
応して設けられ、中部側の２個のＬＥＤ７７３は、支持部材７５２の中部箇所７５４に対
応して設けられ、下部側の２個のＬＥＤ７７３は、支持部材７５２の下部箇所７５５に対
応して設けられている。
【０３２３】
　リール内制御基板７７０のＬＥＤ７７３から出射される光は、図３８に二点鎖線矢印で
示すように、内リール７４０におけるリール表示窓４１０内に位置する箇所の裏面側に対
して斜めに照射される。
【０３２４】
　また、図３８に示すように、リール表示窓４１０は、第３図柄表示装置４２の平面視に
おいて、当該第３図柄表示装置４２の表示画面の位置Ｐ１よりも手前側に位置している。
【０３２５】
　また、リールユニット６００は、図３８に示すように、第３図柄表示装置４２の平面視
において、第３図柄表示装置４２の表示画面に近い側に左側板６０５を備えている。この
左側板６０５は、第３図柄表示装置４２の表示画面の位置Ｐ１からリール表示窓４１０ま
での突出長さを少なくとも有するものであり、当該リールユニット６００の奥行き長さと
している。
【０３２６】
　そして、この左側板６０５は、前述した実施例１と同様に、金属製で有色（例えば銀色
）の板部材としているので、可視光を遮光する。つまり、第３図柄表示装置４２の表示画
面からの光は、リールユニット６００の左側板６０５を透過できないことから、左側板６
０５を透過してリールユニット６００の内部に進入するようなことは無い。また、リール
ユニット６００の内部のＬＥＤ７６１及びＬＥＤ７７３からの光も、当該リールユニット
６００の左側板６０５を透過できないことから、左側板６０５を透過してリールユニット
６００の外部に進出することも無い。
【０３２７】
　リールユニット６００は、図１７及び図３８に示すように、二重リール構造であって、
外側に位置する円筒形状の外リール７２０と、当該外リール７２０の内側に位置し、複数
のリール図柄７４１ａが配列された光透過性を有する円筒形状の内リール７２０とを備え
ている。
【０３２８】
　図３８に示すように、リールユニット６００は、正面視において、第３図柄表示装置４
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２の表示画面に近い側の左側板６０５に外リール用ステップモータ７１０を備え、第３図
柄表示装置４２の表示画面から遠い側の右側板６０６に内リール用ステップモータ７３０
を備えている。
【０３２９】
　前述した実施例１と同様に、外リール７２０は、図３８に示すように、円筒部７２１の
円筒中心箇所に位置して外リール用ステップモータ７１０の回転部７１１（図１７参照）
に取り付けられる中央当接部７２３と、この中央当接部７２３と円筒部７２１における第
３図柄表示装置４２に近い側の開口箇所とを連結するスポーク部７２２とを備えている。
また、内リール７４０は、図３８に示すように、内リール用フィルム７４１の円筒中心箇
所に位置して内リール用ステップモータ７３０の回転部７３１（図１７参照）に取り付け
られる中央当接部７４３ａと、この中央当接部７４３ａと内リール用フィルム７４１にお
ける第３図柄表示装置４２にに近い側の開口箇所とを連結するスポーク部７４３とを備え
ている。
【０３３０】
　なお、内リール７４０は、円筒形状のリール部材であってその外周面箇所を見た状態で
リール図柄７４１ａが視認可能に固定的に配設されたものである。具体的には、内リール
７４０の外周面である内リール用フィルム７４１の外側面にリール図柄７４１ａが印刷さ
れているが、外周面箇所を見た状態でリール図柄７４１ａが視認できるのであれば、内リ
ール７４０の内周面である内リール用フィルム７４１の内側面にリール図柄７４１ａを印
刷してもよい。
【０３３１】
　また、上述した第３図柄表示装置４２が画像表示手段に相当し、上述したリール表示窓
４１０が視認部に相当し、上述した内リール７４０が表示部材に相当し、リールユニット
６００が図柄変動表示手段に相当し、上述した右側板６０６が後述する壁に相当し、上述
したリール内制御基板７７０のＬＥＤ７７３が後述する斜光照射手段に相当し、上述した
左側板６０５が後述する遮光壁部に相当する。
【０３３２】
　また、上述した外リール７２０が後述する外リール部材に相当し、上述した内リール７
４０が後述する内リール部材に相当し、上述した外リール用ステップモータ７１０が後述
する第１モータに相当し、上述した内リール用ステップモータが後述する第２モータに相
当し、上述した外リール用ステップモータ７１０の回転部７１１が後述する第１モータの
回動部に相当し、上述した内リール用ステップモータ７３０の回転部７３１が後述する第
２モータの回動部に相当し、上述した中央当接部７２３が後述する外リール部材の回転中
心部に相当し、上述した中央当接部７４３ａが後述する内リール部材の回転中心部に相当
し、上述したスポーク部７２２が後述する外リール部材の連結部に相当し、上述したスポ
ーク部７４３が後述する内リール部材の連結部に相当する。
【０３３３】
　上述したように、本実施例６のパチンコ機１０によれば、遊技者にとって有利な遊技状
態の発生の有無を示唆する図１０に示す複数列Ｌ，Ｍ，Ｒの第３図柄（主装飾図柄ＳＺ及
び副装飾図柄ＦＺ）の変動表示画像を表示画面に表示する第３図柄表示装置４２と、この
第３図柄表示装置４２の正面視において当該第３図柄表示装置４２の表示画面と並んで位
置するリール表示窓４１０に対して、リール図柄７４１ａが固定的に配設された光透過性
を有する内リール７４０を駆動することで、当該リール表示窓４１０内でリール図柄７４
１ａを変動表示するリールユニット６００と、第３図柄表示装置４２の正面視においてリ
ールユニット６００における第３図柄表示装置４２から遠い方の右側板６０６に取り付け
られたリール内制御基板７７０の所定箇所（例えば、リール面発光装置７５０が位置する
箇所であって支持部材７５２の内側を臨む箇所）に設けられ、このリール内制御基板７７
０における支持部材７５２の内側を臨む箇所から内リール７４０の裏面側に対して光を斜
めに照射するＬＥＤ７７３と、を備えている。
【０３３４】
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　したがって、リールユニット６００は、第３図柄表示装置４２の表示画面と並ぶリール
表示窓４１０に対して内リール７４０を駆動することで、リール表示窓４１０内でリール
図柄７４１ａを変動表示する。ＬＥＤ７７３は、第３図柄表示装置４２の表示画面の正面
視において、当該表示画面と並ぶリールユニット６００における当該表示画面から遠い方
の右側板６０６に取り付けられたリール内制御基板７７０の所定箇所（例えば、リール面
発光装置７５０が位置する箇所であって支持部材７５２の内側を臨む箇所）に設けられ、
このリール内制御基板７７０における支持部材７５２の内側を臨む箇所から内リール７４
０の裏面側に対して光を斜めに照射するので、この内リール７４０を斜めに透過した光（
図３８に二点鎖線矢印を参照）が、第３図柄表示装置４２の表示画面の前方箇所に向かう
。つまり、当該前方箇所に居る遊技者に向かう。よって、遊技者の視線が第３図柄表示装
置４２の表示画面に向いているときにリールユニット６００において内リール７４０面の
発光演出がされたとしても、この内リール７４０面を斜めに透過した光が遊技者の方に向
けて出射される、つまり、この出射光が第３図柄表示装置４２の表示画面からの光とは異
なり斜め方向から差し込まれる光であるので、遊技者は自己に向けられた内リール７４０
面からの出射光を感知し易くなり、内リール７４０の発光演出に気付き易くできる。また
、内リール７４０面を遊技者に対向させるようにリールユニット６００を斜め配置に変更
しなくてもよいため、斜め配置に起因する第３図柄表示装置４２とリールユニット６００
との間などにデッドスペースが生じる問題や、遊技機の正面視でリールユニット６００の
占有幅が前記斜め配置にした分だけ大型化する問題を招かない。
【０３３５】
　また、リール表示窓４１０は、第３図柄表示装置４２の表示画面の正面視において当該
表示画面の位置Ｐ１よりも手前側に位置しているので、リール表示窓４１０が表示画面よ
りも手前位置にあるとの前後位置関係の違いと、表示画面よりも近い位置にある内リール
７４０からの光が遊技者に対して斜め方向から差し込まれる光であることから、内リール
７４０を斜めに透過した光を表示画面からの光とは区別して遊技者に感知させ易くできる
。また、リール表示窓４１０内で発光する内リール７４０面を表示画面の位置Ｐ１よりも
遊技者に近い位置とした分だけ、内リール７４０を斜めに透過した光が遊技者に到達する
までの減衰量（伝搬損失）を抑えることができ、ＬＥＤ（発光ダイオード）などを光源と
して採用することができる。
【０３３６】
　また、第３図柄表示装置４２の正面視において、リールユニット６００における第３図
柄表示装置４２に近い側に位置する左側板６０５によって、第３図柄表示装置４２の表示
画面とリールユニット６００とを仕切ることができ、第３図柄表示装置４２の表示画面か
らの光がリールユニット６００の内部に差し込むことや、リールユニット６００からの光
が第３図柄表示装置４２の表示画面に向かうことを低減できる。その結果、正面視で第３
図柄表示装置４２の表示画面と並設するリール表示窓４１０が当該表示画面よりも手前側
に位置する構成において、第３図柄表示装置４２の表示画面とリールユニット６００との
光の相互干渉を低減でき、第３図柄表示装置４２の表示画面による変動表示画像と、リー
ル表示窓４１０内のリール図柄７４１ａの変動とを相互干渉無く遊技者に提供することが
できる。
【０３３７】
　また、内リール７４０は、その外周面箇所を見た状態でリール図柄７４１ａが視認可能
に固定的に配設された円筒形状であり、その中央当接部７４３ａがスポーク部７４３によ
って第３図柄表示装置４２に近い側の内リール用フィルム７４１の開口箇所に連結された
構成としているので、内リール７４０における第３図柄表示装置４２から遠い側に開口を
確保することができる。よって、リールユニット６００における第３図柄表示装置４２か
ら遠い方に位置する右側板６０６（図１７参照）に取り付けられたリール内制御基板７７
０の所定箇所（例えば、リール面発光装置７５０が位置する箇所であって支持部材７５２
の内側を臨む箇所）に設けられたＬＥＤ７７３からの光を、内リール７４０の当該遠い側
の開口を介して、リール表示窓４１０に位置する内リール７４０における内周面箇所に対
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して斜めに照射することができ、内リール７４０の内周面箇所に照射される斜光が、内リ
ール７４０の回動する際に何らかの部材等で遮られたり邪魔されることがなく、安定して
内リール７４０の内周面箇所に対して照射することができ、内リール７４０を斜めに透過
させた光を遊技者の方に向けて好適に出射することができる。
【０３３８】
　また、二重リール構造を構成する外リール７２０及び内リール７４０は、それぞれ円筒
形状であり、その中央当接部７２３，７４３ａがスポーク部７２２，７４３によって第３
図柄表示装置４２に近い側の開口箇所にそれぞれ連結された構成としているので、外リー
ル７２０及び内リール７４０における第３図柄表示装置４２から遠い側に開口をそれぞれ
確保することができる。よって、リールユニット６００における第３図柄表示装置４２か
ら遠い方に位置する右側板６０６（図１７参照）に取り付けられたリール内制御基板７７
０に設けられたＬＥＤ７７３からの光を、外リール７２０及び内リール７４０の当該遠い
側の開口を介して、リール表示窓４１０に位置する内リール７４０における内周面箇所に
対して斜めに照射することができ、内リール７４０の内周面箇所に照射される斜光が、外
リール７２０及び内リール７４０の回動する際に何らかの部材等で遮られたり邪魔される
ことがなく、安定して内リール７４０の内周面箇所に対して照射することができ、外リー
ル７２０及び内リール７４０を斜めに透過させた光を遊技者の方に向けて好適に出射する
ことができる。
【０３３９】
　また、リールユニット６００における第３図柄表示装置４２に近い側の左側板６０５に
外リール用ステップモータ７１０を備え、第３図柄表示装置４２から遠い側の右側板６０
６に内リール用ステップモータ７３０を備えているので、外リール用ステップモータ７１
０及び内リール用ステップモータ７３０を対向配置することができ、リールユニット６０
０の重量バランスを良くすることができる。
【０３４０】
　なお、図３９に示すように、リールユニット６００は、支持部材７５２に導光レンズ７
５１Ｂを備えた構成としてもよい。この導光レンズ７５１Ｂは、内リール７４０の裏面側
に対向する対向面７５１ｂと、内リール７４０の裏面側に対して光を斜めに照射する傾斜
面７５１ｃとを備えている。このような傾斜面７５１ｃを備えた構成によっても、内リー
ル７４０の裏面側に対して光を斜めに照射することができ。つまり、この図３９に二点鎖
線矢印で示す出射光が、第３図柄表示装置４２の表示画面からの光とは異なり斜め方向か
ら差し込まれる光であるので、遊技者は自己に向けられた内リール７４０面からの出射光
を感知し易くなり、内リール７４０の発光演出に気付き易くできる。
【０３４１】
　また、傾斜面７５１ｃに替えて円弧面を採用してもよい。この場合には、対向面７５１
ｂと傾斜面７５１ｃとの境界をぼかすことができる。
【０３４２】
　この発明は、上記実施形態に限られることはなく、同様の効果を奏する別の構成として
もよく、例えば下記のように変形実施することができる。
【０３４３】
　＜１＞上述した実施例１では、図１７に示すように内リール７４０の内部に位置するリ
ール面発光装置７５０に導光レンズ７５１を採用しているが、図４０（ａ）に示すように
、例えば内リール７４０の裏面箇所のうちで特定図柄８６２が対応する箇所にレンズ部品
８６０（例えば集光レンズ）を配設し、特定図柄８６２の背後箇所がＬＥＤ７６１に正対
していない状態においてもＬＥＤ７６１からの光が入射するようにしてもよい。図４０（
ａ）において、内リール７４０の前面側に沿って示した４個の破線箇所は、リール図柄７
４１ａが表示されている箇所を示すものであり、これらのリール図柄７４１ａのうちで特
定図柄８６２について符号を付している。図４０（ａ）に示すように、リールユニット６
００の側面視において、上下方向に並ぶＬＥＤ７６１の間に特定図柄８６２が位置する状
態においても、このレンズ部品８６０によって集光でき、内リール７４０の特定図柄８６
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２がリール表示窓４１０を変動する過程において当該特定図柄８６２を一様に発光させる
ことができる。
【０３４４】
　また、図４０（ｂ）に示すように、内リール７４０の背面に、当該背面に沿った大きさ
である環状の導光レンズ８６４を配設してもよい。図４０（ｂ）において、内リール７４
０の前面側に沿って示した４個の破線箇所は、リール図柄７４１ａが表示されている箇所
を示すものである。ＬＥＤ７６１からの光が環状の導光レンズ８６４に入射され、当該導
光レンズ８６４の内部で光が拡散して、内リール７４０においてリール表示窓４１０に位
置する箇所に向けて少なくとも光が出射される。よって、内リール７４０の各リール図柄
７４１ａがリール表示窓４１０を変動する過程において、各リール図柄７４１ａを一様に
発光させることができる。
【０３４５】
　また、図４１に示すように、内リール７４０の裏面箇所のうちで特定図柄８６２が対応
する箇所に対してＬＥＤ７６１が正対を維持するように、ＬＥＤ実装基板７６０を追従さ
せる構成を採用してもよい。図４１（ａ）に示すように、内リール７４０の裏面箇所のう
ちで特定図柄８６２が対応する箇所に対してＬＥＤ７６１が正対している。そして、図４
１（ｂ）に示すように内リール７４０が回転すると、内リール７４０の特定図柄８６２に
追従するようにＬＥＤ実装基板７６０も移動している。この場合にも、内リール７４０の
特定図柄８６２がリール表示窓４１０を変動する過程において、この特定図柄８６２を一
様に発光させることができる。なお、内リール７４０の特定図柄８６２が再びリール表示
窓４１０に戻ってくるまでに、ＬＥＤ７６１を一旦消灯した状態にして図４１（ａ）に示
す状態に戻しておき、再び特定図柄８６２がリール表示窓４１０に変動表示されることに
追従してＬＥＤ実装基板７６０を追動させることが挙げられる。
【０３４６】
　＜２＞上述した各実施例では、二重リール部７００を採用しているが、リール面の図柄
を変動表示する単一のリールや、セグメント表示を行う単一のリールを採用してもよい。
【０３４７】
　＜３＞上述した実施例３では、図２６（ｃ）及び（ｄ）に示すように、リール表示窓４
１０Ａ内に外リール７２０の遮光領域部７２６を位置させて、リール表示窓４１０Ａ内の
中央セグメント７２７と、縦向きのリール用セグメント４４０と、横向きのリール用セグ
メント４５０とによるセグメント表示について説明しているが、リール面発光装置７５０
による光照射を停止してリール表示窓４１０Ａ内を暗くし、リールユニット６００Ａの周
囲のセグメント４４０，４５０のみよるセグメント発光表示を行うようにしてもよい。
【０３４８】
　この場合には、通常時において、各リールユニット６００Ａは、リール表示窓４１０Ａ
内に位置する外リール７２０及び内リール７４０の領域部分に対してその裏面側からリー
ル面発光装置７５０からの光が照射されるので、外リール７２０及び内リール７４０のリ
ール表示窓４１０Ａに位置する図柄が発光し、各リールユニット６００Ａによる図柄の変
動表示に遊技者を注視させることができる。
【０３４９】
　これに対して、セグメント発光表示時においては、リール面発光装置７５０による光照
射を停止して、リール表示窓部４１０Ａ内を暗くし、図２６（ｃ）及び（ｄ）に示すよう
に、各リールセグメント表示部８００の隣接間隔が広くなるように左側のリールユニット
６００Ａ及び右側のリールユニット６００Ａが中央のリールユニット６００Ａから離れた
位置（離れ位置）にスライド移動させ、各リールユニット６００Ａの縦向きのリール用セ
グメント４４０及び横向きのリール用セグメント４５０によるセグメント表示を遊技者に
注視させることができる。例えば、縦向きのリール用セグメント４４０及び横向きのリー
ル用セグメント４５０の全てが点灯すると当たりとし、その少なくとも一部が消灯であっ
た場合に外れとするセグメント発光表示が挙げられる。さらに、各リールユニット６００
Ａにおける並び方向に隣接する縦向きのリール用セグメント４４０を当該並び方向に離す
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ことで、各リールユニット６００Ａの縦向きのリール用セグメント４４０がリールユニッ
ト６００Ａ毎に区別し易くなる。
【０３５０】
　＜４＞上述した各実施例では、７セグメント表示を採用しているが、１４セグメント表
示やドットマトリクス表示を採用してもよい。
【０３５１】
　＜５＞上述した実施例１では、内リール７４０のリール図柄７４１ａ以外の全部である
背景部７４１ｂが透明であるとしているが、内リール７４０のリール図柄７４１ａ以外の
一部が透明であるとしてもよい。
【０３５２】
　＜６＞上述した実施例５では、第３図柄表示装置４２は、図３４に示すように、複数列
（左装飾図柄列Ｌ、中装飾図柄列Ｍ及び右装飾図柄列Ｒ）の第３図柄（主装飾図柄ＳＺ及
び副装飾図柄ＦＺ）の変動方向が同一（例えば下向きで同一）としているが、例えば第１
ケースとして、複数列の第３図柄の変動方向が同一でない（第３図柄の変動方向が列によ
って異なる）場合や、第２ケースとして、所定の変動表示の際には第１の変動表示態様（
例えば、識別情報が大きく表示されて自転する変動表示など）であり、特定の変動表示の
際には、第１の変動表示態様とは異なる第２の変動表示態様（複数列の識別情報が所定の
変動方向に変動する変動表示）となる場合においても、画像（第３図柄表示装置４２によ
る主装飾図柄ＳＺの変動表示画像）と、実体物（内リール７４０によるリール図柄７４１
ａの変動表示）とを用いた変動演出を行うことができる。
【０３５３】
　第１ケースの場合には、リール表示窓４１０は、第３図柄表示装置４２の表示画面にお
ける複数列の識別情報による当該列分の変動領域のうちで特定の変動領域の隣に位置し、
この特定の変動領域の変動方向長さと同程度の大きさとすることで、画像（第３図柄表示
装置４２による主装飾図柄ＳＺの変動表示画像）と、実体物（内リール７４０によるリー
ル図柄７４１ａの変動表示）とを用いた変動演出を行うことができる。
【０３５４】
　第２ケースの場合には、所定の変動表示（例えば、ドラムリーチ演出無しのリーチ変動
表示）の際には、第３図柄表示装置４２の表示画面に、第１の変動表示態様（例えば、複
数個（例えば３個）の第３図柄のみが大きく表示されて、それらが自転する変動表示など
）を表示し、特定の変動表示（例えば、ドラムリーチ演出有りのスーパーリーチ変動表示
）の際には、前記の第１の変動表示態様とは異なる第２の変動表示態様（複数列（例えば
３列）の第３図柄が所定の変動方向（例えば上から下への変動方向）に変動する変動表示
）となる場合においても、リール表示窓４１０は、第３図柄表示装置４２の表示画面にお
ける３列の変動領域のうちで特定の変動領域（例えば向かって右端列の変動領域）の隣に
位置し、この特定の変動領域の変動方向長さと同程度の大きさとすることで、画像（第３
図柄表示装置４２による主装飾図柄ＳＺの変動表示画像）と、実体物（内リール７４０に
よるリール図柄７４１ａの変動表示）とを用いた変動演出を行うことができる。
【０３５５】
　＜７＞上述した実施例５では、内リール７４０には、第３図柄表示装置４２の表示画面
に表示される主装飾図柄ＳＺと外観が同一であるリール図柄７４１ａを固定的に配設して
いるが、主装飾図柄ＳＺと外観が異なっていてもその内容が同一である（同じ数字を示す
点で同一であるもの等が挙げられる）リール図柄７４１ａを固定的に配設するようにして
もよい。
【０３５６】
　＜８＞上述した各実施例では、各実施例に係るリールユニット６００，６００Ａ，６０
０Ｂをパチンコ機に採用した場合について説明しているが、スロットマシンなど他の種類
の遊技機に採用するようにしてもよい。
【０３５７】
　例えば、本発明を各種（例えば第一種、第三種など）の遊技機に実施してもよいし、上
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記実施例とは異なるタイプのパチンコ機等に実施してもよい。例えば、一度大当たりする
と、それを含めて複数回（例えば２回、３回）大当たり状態が発生するまで、大当たり期
待値が高められるようなパチンコ機（通称、２回権利物、３回権利物と称される。）とし
て実施してもよい。また、大当たり図柄が表示された後に、所定の領域に球を入賞される
ことを必要条件として特定遊技状態となるパチンコ機として実施してもよい。また、球が
所定の入賞口に入ることで特定遊技状態となるパチンコ機として実施してもよい。さらに
、パチンコ機以外にも、アレンジボール型パチンコ、雀球、いわゆるパチンコ機とスロッ
トマシンとが融合した遊技機等の各種遊技機として実施するようにしてもよい。
【０３５８】
　なお、パチンコ機とスロットマシンとが融合した遊技機の具体例としては、複数の図柄
からなる図柄列を変動表示した後に図柄を確定表示する可変表示手段を備えており、球打
出用のハンドルを備えていないものが挙げられる。この場合、所定の操作（ボタン操作）
に基づく所定量の遊技球の投入後、例えば操作レバーの操作に起因して図柄の変動が開始
され、例えばストップボタンの操作に起因して、あるいは、所定時間経過することにより
、図柄の変動が停止され、その停止時の確定図柄がいわゆる大当たり図柄であることを必
要条件として遊技者に有利な大当たり状態が発生させられ、遊技者には、下部の受け皿に
多量の球が払い出されるものである。
【０３５９】
　なお、本明細書は、次のような遊技機に係る発明も開示している。
【０３６０】
　＜第１課題＞
　従来、遊技機の代表例として例えばスロットマシンがある。このスロットマシンは、例
えば、透明な視認部（例えば視認窓）が一部に形成された前扉と、この前扉により前側開
口部が閉じられる筐体と、この筐体内に横並びに設けられた、外形が略円筒形状で当該外
周表面に周方向に各図柄が順番に表示された３個のリールと、この３個のリールを円筒中
心を回動軸としてそれぞれ回動させる各回動機構とを備え、視認窓に位置する各リールの
面部分が当該視認窓を介して遊技者に視認可能としたものである。また、リールは、その
内側で且つ視認窓に近い箇所に、当該リール背面に向けて光を照射するバックライト用Ｌ
ＥＤ（発光ダイオード）を備えており、回動停止したリールにおける視認窓に位置する停
止図柄が明るく表示される（例えば、特許文献：特開２０１０－１６２１５２号公報（第
４－１１頁，第１－６図）参照）。
【０３６１】
　しかしながら、このような構成を有する従来例の場合には、次のような問題がある。
　すなわち、従来のスロットマシンでは、例えば、回動停止した表示部材（例えばリール
）における視認窓に位置する表示部（例えば図柄）を明るく表示することで停止図柄が見
易く発光表示されているが、例えば回動停止前の低速回動状態におけるリールの図柄がそ
のリール回動位置によって輝度が異なって表示される。つまり、低速回動するリールの図
柄が、バックライト用ＬＥＤに相対する位置にあるときは明るく表示され、当該相対する
位置から外れた位置にあるときは暗く表示される。よって、視認窓の範囲内で移動する図
柄の発光ムラがあるため、回動状態のリールにおける図柄表示が見にくいという問題があ
る。
【０３６２】
　以下の発明は、このような事情等に鑑みてなされたものであって、駆動される表示部材
の視認部内を変動する表示部を見易く表示できる遊技機を提供することを目的とする。
【０３６３】
　（Ａ１）　複数の表示部が配列された光透過性を有する表示部材と、
　前記複数の表示部のうちの少なくとも一つの表示部が視認可能に前記表示部材の前方位
置に配設された視認部と、
　前記視認部を介して前記複数の表示部が所定順に変動表示されるように前記表示部材を
駆動する駆動手段と、
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　前記駆動手段によって駆動される前記表示部材における前記視認部内を変動する前記表
示部の裏面側に対して光を照射することを当該変動過程にわたって行う照射手段と、
　前記視認部内における前記表示部の各変動位置に当該表示部がそれぞれ位置するときの
これらの各変動位置についての当該表示部への光照射強度の差を低減するように変更する
変更手段と、
　を備えていることを特徴とする遊技機。
【０３６４】
　前記（Ａ１）に記載の発明によれば、照射手段は、駆動手段によって駆動される表示部
材における視認部内を変動する表示部の裏面側に対して光を照射することを当該変動過程
にわたって行う。変更手段は、視認部内における表示部の各変動位置に当該表示部がそれ
ぞれ位置するときのこれらの各変動位置についての当該表示部への光照射強度の差を低減
するように変更するので、視認部内を変動する表示部をその変動過程において、発光ムラ
を低減して発光させたり、一様に発光させたりすることができる。よって、駆動される表
示部材の視認部内を変動する表示部を見易く表示できる遊技機を提供することができる。
【０３６５】
　前記各変動位置とは、視認部内において表示部が最終停止表示される最終停止位置と、
視認部内における最終停止位置以外の各位置とを含む。詳述すれば、視認部内の最終停止
位置と、最終停止位置に至るまでの視認部内における各位置や、当該最終停止位置を過ぎ
て視認部外に至るまでの視認部内における各位置を含む。例えば、前記各変動位置として
は、視認部内に３個の表示部が最終停止表示される場合において、この３個の表示部が最
終停止表示される視認部内における上部最終停止位置、中部最終停止位置及び下部最終停
止位置と、これらの上部、中部及び下部最終停止位置の間の各位置を含む。
【０３６６】
　なお、前記変更手段としては、前記視認部内の所定位置に前記表示部が位置するときの
当該表示部への光照射強度に、当該視認部内の前記所定位置以外の各位置に当該表示部が
それぞれ位置するときの当該表示部への光照射強度を近づけるように変更する構成や、視
認部内の所定位置と当該所定位置以外の各位置とに当該表示部がそれぞれ位置するときの
これらの位置についての当該表示部への光照射強度を同一とする構成等が挙げられる。
【０３６７】
　具体的には、前記変更手段としては、前記駆動手段によって駆動される前記表示部材に
おける前記視認部内に対して一様に光を照射する構成や、前記駆動手段によって駆動され
る前記表示部材における前記視認部内を変動する前記表示部に追従して光を照射する構成
などが挙げられる。
【０３６８】
　（Ａ２）　前記（Ａ１）に記載の遊技機において、
　前記照射手段からの入射光が透過して前記表示部材の裏面側に出射するものであって、
入射面、出射面またはそれらの間の透過面の少なくとも一つが所定の色であり、前記視認
部に対応した大きさである色表示部材を備え、
　前記表示部材の前記表示部以外の少なくとも一部が透明である
　ことを特徴とする遊技機。
【０３６９】
　前記（Ａ２）に記載の発明によれば、色表示部材は、照射手段からの入射光が透過可能
で、入射面、出射面またはそれらの間の透過面の少なくとも一つが所定の色としているの
で、表示部材の裏面側の照射手段を直視できないように隠すことができる。また、色表示
部材が視認部に対応した大きさとしているので、必要最小限の範囲である視認部の範囲に
対応した色表示部材に対して所定の色を施すだけでよく、表示部材における視認部内の範
囲に対して当該色の光を出射することができる。また、表示部材の表示部以外の少なくと
も一部が透明であるので、その透明領域箇所について所定の地色（背景色）を施す必要が
無い。また、表示部材の表示部以外の全部を透明とした場合には、表示部材の表示部以外
の全体にわたって所定の地色（背景色）を施す工程を排除できる。また、駆動される表示



(58) JP 5891627 B2 2016.3.23

10

20

30

40

50

部材の視認部内を変動する表示部に対して当該色の光を一様に出射することができる。ま
た、表示部材における各表示部間に色表示区間（光源が直視されないように隠すためのも
の）を設ける必要がないので、表示部材における表示部間の隙間を低減できる。
【０３７０】
　（Ａ３）　前記（Ａ１）または（Ａ２）に記載の遊技機において、
　前記視認部を正面視した状態で当該視認部の周囲所定箇所、または、前記視認部を正面
視した状態で前記表示部材における当該視認部内に位置する部分の裏面側の周縁所定箇所
に配設された発光部と、
　前記複数の表示部のうちの特定の表示部であって前記視認部内で変動されて変動停止す
る特定表示部と、前記発光部との組み合わせにより所定の記号情報を形成表示するように
制御する制御手段と、
　を備えていることを特徴とする遊技機。
【０３７１】
　前記（Ａ３）に記載の発明によれば、視認部内で変動する特定表示部をその変動過程に
おいて、発光ムラを低減して発光させたり、一様に発光させたりすることができるので、
視認部内で変動する特定表示部と、視認部の周囲所定箇所の発光部または表示部材におけ
る視認部内に位置する部分の裏面側の周縁所定箇所に配設された発光部との組み合わせに
より所定の記号情報の形成表示についての誤認を低減することができる。この「記号情報
」とは、遊技に関する内容や事情等の遊技者への知らせであって、一定の内容を表すため
に用いられる文字、数字、符号、標章などが挙げられる。
【０３７２】
　また、視認部内で変動する特定表示部と、表示部材における視認部内に位置する部分の
裏面側の周縁所定箇所に配設された発光部との組み合わせにより所定の記号情報の形成表
示を行う構成の場合については、視認部を正面視した状態で当該視認部内に位置する表示
部材の領域内に、特定表示部と発光部とが収められているので、表示部材の領域を拡張す
ることなく維持しつつ、特定表示部と発光部とによる変動表示を行うことができる。
【０３７３】
　なお、上述した特定表示部と発光部との組み合わせにより所定の記号情報の形成表示と
しては、例えば、複数セグメント表示（例えば７セグメント表示）や、ドットマトリクス
表示などが挙げられる。
【０３７４】
　（Ａ４）　前記（Ａ３）に記載の遊技機において、
　前記表示部材は、前記視認部を正面視した状態で手前側に位置する前側表示部材と、前
記前側表示部材の裏面側に位置する後側表示部材とを備え、
　前記後側表示部材は、前記複数の表示部が配列され、
　前記前側表示部材は、前記後側表示部材に設けられた前記表示部が視認可能な透明領域
部と、前記後側表示部材に設けられた前記表示部が視認不可能な遮光領域部と、前記遮光
領域部に囲まれた光透過性を有する前記特定表示部とを備え、
　前記駆動手段は、前記前側表示部材を駆動する第１駆動手段と、前記後側表示部材を駆
動する第２駆動手段とを備え、
　前記制御手段は、前記後側表示部材の前記複数の表示部の変動表示を視認させる場合に
前記視認部に前記透明領域部が位置するように前記前側表示部材を駆動制御するとともに
前記後側表示部材を駆動制御し、前記特定表示部の変動表示を視認させる場合に前記視認
部に前記遮光領域部が位置するように前記前側表示部材を駆動制御するとともに、前記発
光部を発光制御する
　ことを特徴とする遊技機。
【０３７５】
　前記（Ａ４）に記載の発明によれば、視認部に前側表示部材の透明領域部を位置させて
後側表示部材を駆動することで、透明領域部を介して後側表示部材による表示部の変動表
示を行うことができる。また、視認部に前側表示部材の遮光領域部を位置させるとともに
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発光部を発光制御することで、後側表示部材の表示部を前側表示部材の遮光領域部で隠す
ことができ、前側表示部材による遮光領域部の特定表示部とこの遮光領域部の周囲所定箇
所に位置する発光部とによる変動表示を見易く表示することができる。
【０３７６】
　（Ａ５）　前記（Ａ４）に記載の遊技機において、
　前記後側表示部材における前記複数の表示部のうち所定の表示部は、少なくともその一
部が他の表示部の何れの箇所に比べても光透過率が高い明光表示部であり、
　前記制御手段は、前記前側表示部材における前記遮光領域部における前記特定表示部の
裏面側に、前記明光表示部が位置するように前記後側表示部材を駆動制御する
　ことを特徴とする遊技機。
【０３７７】
　前記（Ａ５）に記載の発明によれば、後側表示部材における複数の表示部のうち所定の
明光表示部は、少なくともその一部が他の表示部の何れの箇所に比べても光透過率が高い
ので、他の表示部よりも明るく表示できる。よって、視認部に前側表示部材の透明領域部
が位置し、後側表示部材の複数の表示部の変動表示を視認させる場合において、遊技者が
停止用操作手段を操作して後側表示部材の駆動停止を行う際に、目押し操作に役立てるこ
とができる。
【０３７８】
　また、視認部に前側表示部材の遮光領域部が位置し、この遮光領域部の一部である特定
表示部の変動表示を視認させる場合において、前側表示部材における遮光領域部における
特定表示部の裏面側に明光表示部が位置するので、特定表示部の裏面側に明光表示部以外
の表示部が位置する場合よりも明るく特定表示部を表示することができる。
【０３７９】
　（Ａ６）　前記（Ａ３）から（Ａ５）のいずれか一つに記載の遊技機において、
　前記発光部は、前記周囲所定箇所または前記周縁所定箇所に、前記表示部材の周囲また
は周辺に沿って配設された複数の光源を備え、
　前記照射手段は、前記視認部を正面視した状態において前記特定表示部内でその長さ方
向に沿って配設された複数の光源を備え、
　前記発光部及び前記照射手段における前記複数の光源について、点灯、消灯または点滅
する光源が、前記発光部及び前記特定表示部によって形成される梯子状経路をその複数の
出発端の一から出発して一度進んだ経路は二度と通らないようにして複数の到着端の一に
移動していくように所定の順番に点灯、消灯または点滅させる制御を行う
　ことを特徴とする遊技機。
【０３８０】
　前記（Ａ６）に記載の発明によれば、視認部を正面視した状態において、表示部材の周
囲所定箇所または周縁所定箇所に配設された複数の光源と、特定表示部内に沿って配設さ
れた複数の光源とについて、点灯、消灯または点滅する光源が、発光部及び特定表示部に
よって形成される梯子状経路をその複数の出発端の一から出発して一度進んだ経路は二度
と通らないようにして複数の到着端の一に移動していくように所定の順番に点灯、消灯ま
たは点滅させるので、点灯、消灯または点滅する光源が発光部及び特定表示部によって形
成される梯子状経路をあみだくじの如く移動するような表示態様を提供することができる
。
【０３８１】
　（Ａ７）　前記（Ａ１）から（Ａ６）のいずれか一つに記載の遊技機において、
　前記遊技機はパチンコ機であることを特徴とする遊技機。
【０３８２】
　前記（Ａ７）に記載の遊技機によれば、駆動される表示部材の視認部内を変動する表示
部を見易く表示できるパチンコ機を提供できる。なお、パチンコ機の基本構成としては操
作ハンドルを備え、その操作ハンドルの操作に応じて遊技用媒体としての球を所定の遊技
領域に発射し、球が遊技領域内の所定の位置に配設された作動口に入賞（または作動ゲー
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トを通過）することを必要条件として、表示装置において動的表示されている識別情報（
図柄等）が所定時間後に確定停止されるものが挙げられる。また、特定遊技状態の発生時
には、遊技領域内の所定の位置に配設された可変入賞手段（特定入賞口）が所定の態様で
開放されて球を入賞可能とし、その入賞個数に応じた有価価値（景品球のみならず、磁気
カードへ書き込まれるデータ等も含む）が付与されるものが挙げられる。
【０３８３】
　（Ａ８）　前記（Ａ１）から（Ａ６）のいずれか一つに記載の遊技機において、
　前記遊技機はスロットマシンであることを特徴とする遊技機。
【０３８４】
　前記（Ａ８）に記載の遊技機によれば、駆動される表示部材の視認部内を変動する表示
部を見易く表示できるスロットマシンを提供できる。なお、スロットマシンの基本構成と
しては、「複数の識別情報からなる識別情報列を動的表示した後に識別情報を確定表示す
る可変表示手段を備え、始動用操作手段（例えば操作レバー）の操作に起因して識別情報
の動的表示が開始され、停止用操作手段（例えばストップボタン）の操作に起因して、あ
るいは、所定時間経過することにより、識別情報の動的表示が停止され、その停止時の確
定識別情報が特定識別情報であることを必要条件として、遊技者に有利な特別遊技状態を
発生させる特別遊技状態発生手段とを備えた遊技機」となる。この場合、遊技用媒体はコ
イン、メダル等が代表例として挙げられる。
【０３８５】
　＜第２課題＞
　従来、遊技機の代表例として例えばスロットマシンがある。このスロットマシンは、例
えば、透明な視認部（例えば視認窓）が一部に形成された前扉と、この前扉により前側開
口部が閉じられる筐体と、この筐体内に横並びに設けられた、外形が略円筒形状で当該外
周表面に周方向に各図柄が順番に表示された３個のリールと、この３個のリールを円筒中
心を回動軸としてそれぞれ回動させる各回動機構とを備え、視認窓に位置する各リールの
面部分が当該視認窓を介して遊技者に視認可能としたものである（例えば、特許文献：特
開２０１０－１６２１５２号公報（第４－１０頁，第１－４図）参照）。
【０３８６】
　しかしながら、このような構成を有する従来例の場合には、次のような問題がある。
　すなわち、従来のスロットマシンは、例えば、各リールを回動することで図柄変動を行
うものであるが、遊技の興趣性をさらに向上させるべく、視認窓を正面視した状態でリー
ルの周囲箇所（例えば、上下左右の合計４箇所）に区分発光部（例えばセグメント）をそ
れぞれ配置することで構成される発光表示部（例えばセグメント表示部）を、リール毎に
備える構成とする場合において、隣接するリール間に位置するセグメント同士が近接して
いるため、リール並び方向（横並び方向）に隣接する両セグメントが単一のセグメントに
誤認されたり、各セグメント表示部を区別できなかったりするという新規な課題が想定さ
れる。つまり、各発光表示部（各セグメント表示部）による区分発光部の表示（セグメン
ト表示）が見にくいという問題がある。
【０３８７】
　以下の発明は、このような事情等に鑑みてなされたものであって、各発光表示部による
区分発光部の表示が見易い遊技機を提供することを目的とする。
【０３８８】
　（Ｂ１）　複数の表示部を配列した表示部材が所定方向に複数並設された表示手段と、
　前記表示手段における各表示部材の一部が視認可能に配設された視認部と、
　前記視認部を介して前記複数の表示部が所定順に変動表示されるように前記各表示部材
をそれぞれ駆動する駆動手段と、
　前記視認部を正面視した状態で前記各表示部材についての当該視認部内に位置する各領
域部分の周囲箇所または周縁箇所のうちで少なくとも当該表示部材が隣接する箇所にそれ
ぞれ区分発光部を配設することで構成される、当該表示部材毎の各発光表示部と、
　前記各発光表示部によって所定の発光表示を行う場合に、前記各発光表示部の隣接間隔
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が広くなるようにまたは当該各発光表示部のうち少なくとも一つの発光表示部の前後位置
関係を変更するように、所定の前記表示部材を変位駆動する変位駆動手段と、
　を備えていることを特徴とする遊技機。
【０３８９】
　前記（Ｂ１）に記載の発明によれば、視認部内には、並設された各表示部材の各領域部
分と、その各領域部分の周囲に区分発光部を配設することで構成される各発光表示部とが
視認可能に位置している。変位駆動手段は、各発光表示部によって所定の発光表示を行う
場合に、各発光表示部の隣接間隔が広くなるようにまたは当該各発光表示部のうち少なく
とも一つの発光表示部の前後位置関係を変更するように、所定の表示部材を変位駆動する
ので、表示部材における並び方向に隣接する両区分発光部を当該並び方向または前後方向
に離すことができ、各表示部材の発光表示部が表示部材毎に区別し易くなり、各発光表示
部による区分発光部の表示を見易くできる。
【０３９０】
　なお、前述した各発光表示部の隣接間隔が広くなるように、所定の表示部材を変位駆動
するものとしては、各発光表示部の隣接間隔が広くなるように、隣接する各表示部材の少
なくとも一方を相対的に平行移動させたり、隣接する各表示部材の少なくとも一方を回動
させたりすることが挙げられる。
【０３９１】
　また、各発光表示部のうち少なくとも一つの発光表示部の前後位置関係を変更する場合
には、各表示部材の並び方向幅を拡大しないので、表示手段の幅を拡大することなく維持
することができ、各発光表示部による区分発光部の表示も見易くできる。
【０３９２】
　（Ｂ２）　前記（Ｂ１）に記載の遊技機において、
　前記表示部材は光透過性を有するものであり、
　前記遊技機は、
　前記各表示部材についての当該視認部内に位置する各領域部分に対してその裏面側から
光を照射する照射手段と、
　前記各発光表示部の隣接間隔が広くなるようにまたは当該各発光表示部のうち少なくと
も一つの発光表示部の前後位置関係を変更するように、所定の前記表示部材を変位駆動さ
れた場合に、前記照射手段による光照射を停止するように制御する照射制御手段と、
　を備えていることを特徴とする遊技機。
【０３９３】
　前記（Ｂ２）に記載の発明によれば、各表示部材についての当該視認部内に位置する各
領域部分に対してその裏面側から光が照射されるので、各表示部材の各領域部分が発光し
、各表示部材による表示部の変動表示に遊技者を注視させることができる。また、この状
態に替えて、各発光表示部の隣接間隔が広くなるようにまたは当該各発光表示部のうち少
なくとも一つの発光表示部の前後位置関係を変更する場合には、照射制御手段によって各
領域部分への光照射が停止されるので、各領域部分が暗くなり、各表示部材の発光表示部
に遊技者を注視させることができるとともに、表示部材における並び方向に隣接する両区
分発光部を当該並び方向または前後方向に離すことで、各表示部材の発光表示部が表示部
材毎に区別し易くなる。
【０３９４】
　（Ｂ３）　前記（Ｂ１）に記載の遊技機において、
　前記表示部材は、前記複数の表示部が配列された光透過性領域と、前記視認部における
前記表示部の変動方向幅よりも長く形成された、光透過性のある特定表示部の周囲を遮光
した遮光性領域とが配列され、
　前記遊技機は、
　前記各表示部材についての当該視認部内に位置する各領域部分に対してその裏面側から
光を照射する照射手段と、
　前記各発光表示部の隣接間隔が広くなるようにまたは当該各発光表示部のうち少なくと
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も一つの発光表示部の前後位置関係を変更するように前記変位駆動手段によって所定の前
記表示部材が変位駆動された場合に、前記視認部内に前記表示部材の前記遮光性領域が位
置するように前記駆動手段を駆動制御するとともに、前記視認部内に位置する前記遮光性
領域の前記特定表示部と、前記発光表示部とで所定の変動表示を行うように前記照明手段
及び前記発光表示部を発光制御する制御手段と、
　を備えていることを特徴とする遊技機。
【０３９５】
　前記（Ｂ３）に記載の発明によれば、照射手段は、各表示部材についての当該視認部内
に位置する各領域部分の裏面側に光を照射するので、各表示部材の各領域部分が発光し、
各表示部材による表示部の変動表示に遊技者を注視させることができる。
【０３９６】
　また、前記の各表示部材による表示部の変動表示に替えて、各発光表示部の隣接間隔が
広くなるようにまたは当該各発光表示部のうち少なくとも一つの発光表示部の前後位置関
係を変更する場合には、制御手段が駆動手段を駆動制御することで、視認部内に表示部材
の遮光性領域及び特定表示部が位置し、制御手段が照明手段及び発光表示部を発光制御す
ることで、各領域部分の特定表示部と各表示部材の発光表示部とによる所定の変動表示に
遊技者を注視させることができるとともに、表示部材における並び方向に隣接する両区分
発光部を当該並び方向または前後方向に離すことで、各表示部材の発光表示部が表示部材
毎に区別し易くなる。
【０３９７】
　なお、上述した特定表示部と発光表示部とによる所定の変動表示としては、複数セグメ
ント表示（例えば７セグメント表示）や、ドットマトリクス表示などが挙げられる。
【０３９８】
　（Ｂ４）　前記（Ｂ１）から（Ｂ３）のいずれか一つに記載の遊技機において、
　前記遊技機はパチンコ機であることを特徴とする遊技機。
【０３９９】
　前記（Ｂ４）に記載の遊技機によれば、できるパチンコ機を提供できる。なお、パチン
コ機の基本構成としては操作ハンドルを備え、その操作ハンドルの操作に応じて遊技用媒
体としての球を所定の遊技領域に発射し、球が遊技領域内の所定の位置に配設された作動
口に入賞（または作動ゲートを通過）することを必要条件として、表示装置において動的
表示されている識別情報（図柄等）が所定時間後に確定停止されるものが挙げられる。ま
た、特定遊技状態の発生時には、遊技領域内の所定の位置に配設された可変入賞手段（特
定入賞口）が所定の態様で開放されて球を入賞可能とし、その入賞個数に応じた有価価値
（景品球のみならず、磁気カードへ書き込まれるデータ等も含む）が付与されるものが挙
げられる。
【０４００】
　（Ｂ５）　前記（Ｂ１）から（Ｂ３）のいずれか一つに記載の遊技機において、
　前記遊技機はスロットマシンであることを特徴とする遊技機。
【０４０１】
　前記（Ｂ５）に記載の遊技機によれば、できるスロットマシンを提供できる。なお、ス
ロットマシンの基本構成としては、「複数の識別情報からなる識別情報列を動的表示した
後に識別情報を確定表示する可変表示手段を備え、始動用操作手段（例えば操作レバー）
の操作に起因して識別情報の動的表示が開始され、停止用操作手段（例えばストップボタ
ン）の操作に起因して、あるいは、所定時間経過することにより、識別情報の動的表示が
停止され、その停止時の確定識別情報が特定識別情報であることを必要条件として、遊技
者に有利な特別遊技状態を発生させる特別遊技状態発生手段とを備えた遊技機」となる。
この場合、遊技用媒体はコイン、メダル等が代表例として挙げられる。
【０４０２】
　＜第３課題＞
　従来、遊技機の代表例として例えばスロットマシンがある。このスロットマシンは、例
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えば、透明な視認部（例えば視認窓）が一部に形成された前扉と、この前扉により前側開
口部が閉じられる筐体と、この筐体内に横並びに設けられた、外形が略円筒形状で当該外
周表面に周方向に各図柄が順番に表示された３個のリールと、この３個のリールを円筒中
心を回動軸としてそれぞれ回動させる各回動機構とを備え、視認窓に位置する各リールの
面部分が当該視認窓を介して遊技者に視認可能としたものである（例えば、特許文献：特
開２０１０－１６２１５２号公報（第４－１０頁，第１－４図）参照）。
【０４０３】
　しかしながら、このような構成を有する従来例の場合には、次のような問題がある。
　すなわち、従来のスロットマシンは、例えば、各リールを回動することで当該リール面
に表示された図柄を変動表示するため、変動表示に関してこれ以上遊技の興趣性を向上さ
せることができないという問題がある。また、変動表示に関して遊技の興趣性を向上させ
るために、リールとは別種類の変動表示装置を設ける場合には、遊技者はどちらの変動表
示を見れば良いのかが分からず変動表示を見落としたりするおそれがあるだけでなく、当
該別種類の変動表示装置を備えるため装置構成が大型化するという別異の問題が生じる。
【０４０４】
　以下の発明は、このような事情等に鑑みてなされたものであって、装置構成が大型化す
ることなく、変動表示に関して遊技の興趣性を向上できる遊技機を提供することを目的と
する。
【０４０５】
　（Ｃ１）　複数の図柄が配列された光透過性を有するリール部材を、当該リール部材の
前方に位置する視認部に対して駆動することで当該視認部内で図柄を変動表示する図柄変
動表示手段と、
　前記視認部を正面視した状態で当該視認部の周囲所定箇所、または、前記リール部材に
おける当該視認部に位置する部分の裏面側の周縁所定箇所に配設された発光部と、
　前記リール部材の特定箇所であって前記視認部内の所定位置に位置する特定表示部を発
光させる特定表示部発光手段と、
　前記視認部内の前記特定表示部と、前記発光部との組み合わせにより所定の記号情報を
形成表示するように、前記リール部材、発光部及び特定表示部発光手段を制御する制御手
段と、
　を備えていることを特徴とする遊技機。
【０４０６】
　前記（Ｃ１）に記載の発明によれば、リール図柄による変動表示を行う場合には、リー
ル部材を駆動することで視認部内を図柄変動する図柄変動表示を提供できる。さらに、リ
ール部材の特定箇所であって視認部内の所定位置に位置する特定表示部と、視認部の周囲
所定箇所またはリール部材における当該視認部に位置する部分の裏面側の周縁所定箇所に
配設された発光部との組み合わせにより所定の記号情報を形成表示することができるので
、リール図柄変動表示とは異なる変動表示を提供でき、変動表示に関して遊技の興趣性を
さらに向上させることができる。
【０４０７】
　また、視認部内に位置する特定表示部と、視認部の外周または内周箇所に位置する発光
部との組み合わせにより所定の記号情報を形成表示されることから、遊技者は、通常のリ
ール図柄変動を見るときと同じように視認部の方を見たままで、特定表示部と発光部とに
よる所定の記号情報を形成表示を見ることができるため、かかる記号情報の形成表示を見
落とすことを低減できる。また、視認部内の特定表示部を活用した変動表示、つまり、視
認部の外周または内周に配設した発光部と、視認部内の特定表示部とによる所定の記号情
報を形成表示であるため、十分な大きさでの記号情報の形成表示を実現することができる
だけでなく、図柄変動表示手段とは別個にそれと同程度の大きさである他の変動表示装置
を配置するものではないことから、このような別個に他の変動表示装置を配置する構成に
比べて、装置構成が大型化しない利点がある。
【０４０８】



(64) JP 5891627 B2 2016.3.23

10

20

30

40

50

　（Ｃ２）　前記（Ｃ１）に記載の遊技機において、
　前記特定表示部は、前記リール部材における複数の図柄のうちで特定の図柄の所定箇所
に形成されていることを特徴とする遊技機。
【０４０９】
　前記（Ｃ２）に記載の発明によれば、リール部材における複数の図柄のうちで特定の図
柄の所定箇所を特定表示部としているので、特定の図柄の所定箇所を特定表示部として活
用することができ、リール部材において複数の図柄とは別に、リール図柄変動には無関係
である専用の表示部を配列させることを防止できる。例えば、リール部材における複数の
図柄配列中に、当該図柄とは別個に専用の表示部が配列されていると、図柄とは無関係の
専用の表示部が別個に存在していることで、リール図柄の変動表示において、遊技者に違
和感を与えることが懸念されるが、特定の図柄における所定箇所を特定表示部として活用
しているので、専用の表示部が別個に存在しているとの印象を遊技者に対して与えること
がなく、リール図柄変動表示に対して違和感を与えることを低減できる。
【０４１０】
　（Ｃ３）　前記（Ｃ１）または（Ｃ２）に記載の遊技機において、
　前記制御手段は、前記特定表示部を前記視認部内で変動させた後に、当該視認部内の所
定位置または当該視認部外の位置で変動停止させるように、前記リール部材及び特定表示
部発光手段を制御することを特徴とする遊技機。
【０４１１】
　前記（Ｃ３）に記載の発明によれば、特定表示部を視認部内で変動させた後に、視認部
内の所定位置または視認部外の位置で変動停止されるので、特定表示部が視認部内の所定
位置に変動停止されて、特定表示部と発光部との組み合わせにより所定の記号情報を形成
表示されるという変動表示結果の他に、特定表示部が視認部外で変動停止されて、発光部
のみによる変動表示結果が表示されるという変動表示を提供することができる。
【０４１２】
　（Ｃ４）　前記（Ｃ１）から（Ｃ３）のいずれか一つに記載の遊技機において、
　前記リール部材は、二重リール構造であって、外側に位置する外リール部材と、当該外
リール部材の内側に位置し、複数の図柄が配列された光透過性を有する内リール部材とを
備え、
　前記外リール部材は、前記内リール部材の図柄が視認可能な透明領域部と、前記内リー
ル部材の図柄が視認不可能な遮光領域部と、前記遮光領域部に囲まれた光透過性を有する
前記特定表示部とを備え、
　前記図柄変動表示手段は、前記外リール部材を駆動する第１駆動手段と、前記内リール
部材を駆動する第２駆動手段とを備え、
　前記制御手段は、前記内リール部材の前記複数の図柄の変動表示を視認させる場合に、
前記視認部に前記透明領域部が位置するように前記外リール部材を駆動制御するとともに
前記内リール部材を駆動制御し、前記特定表示部と前記発光部とによる変動表示を視認さ
せる場合に、前記視認部に前記遮光領域部及び前記特定表示部が位置するように前記外リ
ール部材を駆動制御し、かつ、前記外リール部材の前記特定表示部に、前記内リール部材
における複数の図柄のうちで特定の図柄の所定箇所を対向させるように当該内リール部材
を駆動制御するとともに、前記発光部を発光制御する
　ことを特徴とする遊技機。
【０４１３】
　前記（Ｃ４）に記載の発明によれば、視認部に外リール部材の透明領域部を位置させて
内リール部材を駆動することで、透明領域部を介して内リール部材による図柄の変動表示
を行うことができる。また、視認部に外リール部材の遮光領域部及び特定表示部を位置さ
せるとともに発光部を発光制御することで、内リール部材の図柄を外リール部材の遮光領
域部で隠すことができ、外リール部材による遮光領域部の特定表示部とこの遮光領域部の
周囲所定箇所に位置する発光部とによる変動表示を見易く表示することができる。
【０４１４】



(65) JP 5891627 B2 2016.3.23

10

20

30

40

50

　（Ｃ５）　前記（Ｃ４）に記載の遊技機において、
　前記内リール部材における特定の図柄の所定箇所は、他の図柄の何れの箇所に比べても
光透過率が高い明光表示部であり、
　前記制御手段は、前記外リール部材の前記遮光領域部における前記特定表示部の裏面側
に、前記明光表示部が位置するように前記内リール部材を駆動制御する
　ことを特徴とする遊技機。
【０４１５】
　前記（Ｃ５）に記載の発明によれば、内リール部材における特定の図柄の所定箇所であ
る明光表示部は、他の図柄の何れの箇所に比べても光透過率が高いので、他の図柄よりも
明るく表示できる。よって、視認部に外リール部材の透明領域部が位置し、内リール部材
の複数の図柄の変動表示を視認させる場合において、遊技者が停止用操作手段を操作して
内リール部材の駆動停止を行う際に、目押し操作に役立てることができる。
【０４１６】
　また、視認部に外リール部材の遮光領域部が位置し、この遮光領域部の一部である特定
表示部の変動表示を視認させる場合において、外リール部材における遮光領域部における
特定表示部の裏面側に明光表示部が位置するので、特定表示部の裏面側に明光表示部以外
の図柄が位置する場合よりも明るく特定表示部を表示することができる。
【０４１７】
　（Ｃ６）　前記（Ｃ３）から（Ｃ５）のいずれか一つに記載の遊技機において、
　前記発光部は、前記周囲所定箇所または前記周縁所定箇所に、前記リール部材の周囲ま
たは周辺に沿って配設された複数の光源を備え、
　前記特定表示部発光手段は、前記視認部を正面視した状態において前記特定表示部内で
その長さ方向に沿って配設された複数の光源を備え、
　前記発光部及び前記特定表示部発光手段における前記複数の光源について、点灯、消灯
または点滅する光源が、前記発光部及び前記特定表示部によって形成される梯子状経路を
その複数の出発端の一から出発して一度進んだ経路は二度と通らないようにして複数の到
着端の一に移動していくように所定の順番に点灯、消灯または点滅させる制御を行う
　ことを特徴とする遊技機。
【０４１８】
　前記（Ｃ６）に記載の発明によれば、視認部を正面視した状態において、リール部材の
周囲所定箇所または周縁所定箇所に配設された複数の光源と、特定表示部内に沿って配設
された複数の光源とについて、点灯、消灯または点滅する光源が、発光部及び特定表示部
によって形成される梯子状経路をその複数の出発端の一から出発して一度進んだ経路は二
度と通らないようにして複数の到着端の一に移動していくように所定の順番に点灯、消灯
または点滅させるので、点灯、消灯または点滅する光源が発光部及び特定表示部によって
形成される梯子状経路をあみだくじの如く移動するような表示態様を提供することができ
る。
【０４１９】
　（Ｃ７）　前記（Ｃ１）から（Ｃ６）のいずれか一つに記載の遊技機において、
　前記遊技機はパチンコ機であることを特徴とする遊技機。
【０４２０】
　前記（Ｃ７）に記載の遊技機によれば、装置構成が大型化することなく、変動表示に関
して遊技の興趣性を向上できるパチンコ機を提供できる。なお、パチンコ機の基本構成と
しては操作ハンドルを備え、その操作ハンドルの操作に応じて遊技用媒体としての球を所
定の遊技領域に発射し、球が遊技領域内の所定の位置に配設された作動口に入賞（または
作動ゲートを通過）することを必要条件として、表示装置において動的表示されている識
別情報（図柄等）が所定時間後に確定停止されるものが挙げられる。また、特定遊技状態
の発生時には、遊技領域内の所定の位置に配設された可変入賞手段（特定入賞口）が所定
の態様で開放されて球を入賞可能とし、その入賞個数に応じた有価価値（景品球のみなら
ず、磁気カードへ書き込まれるデータ等も含む）が付与されるものが挙げられる。
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【０４２１】
　（Ｃ８）　前記（Ｃ１）から（Ｃ６）のいずれか一つに記載の遊技機において、
　前記遊技機はスロットマシンであることを特徴とする遊技機。
【０４２２】
　前記（Ｃ８）に記載の遊技機によれば、装置構成が大型化することなく、変動表示に関
して遊技の興趣性を向上できるスロットマシンを提供できる。なお、スロットマシンの基
本構成としては、「複数の識別情報からなる識別情報列を動的表示した後に識別情報を確
定表示する可変表示手段を備え、始動用操作手段（例えば操作レバー）の操作に起因して
識別情報の動的表示が開始され、停止用操作手段（例えばストップボタン）の操作に起因
して、あるいは、所定時間経過することにより、識別情報の動的表示が停止され、その停
止時の確定識別情報が特定識別情報であることを必要条件として、遊技者に有利な特別遊
技状態を発生させる特別遊技状態発生手段とを備えた遊技機」となる。この場合、遊技用
媒体はコイン、メダル等が代表例として挙げられる。
【０４２３】
　＜第４課題＞
　従来、遊技機の代表例として例えばパチンコ機がある。このパチンコ機としては、例え
ば、遊技球が打ち込まれる遊技領域を前面側に有する遊技盤と、この遊技盤の遊技領域に
配設され遊技球が入賞可能な入賞口と、この遊技盤の略中央箇所に形成された開口部に表
示画面が位置するように当該遊技盤の背後に設けられた、入賞口への入賞に基づいて識別
情報を変動表示する液晶表示装置とを備え、液晶表示装置の表示画面に識別情報の変動表
示画像が表示され、その変動表示結果が当たりである場合に、遊技者にとって有利な遊技
状態となるものがある（例えば、特許文献：特開２００３－１８１０７０号公報（第４－
５頁，第３－６図）参照）。
【０４２４】
　しかしながら、このような構成を有する従来例の場合には、次のような問題がある。
　すなわち、従来のパチンコ機では、液晶表示装置の表示画面に識別情報の変動表示画像
が表示され、その変動表示結果が当たりであるか外れであるかを遊技者に示唆する。例え
ば、変動表示結果がリーチ外れであった場合に、かかる変動表示画像を再変動表示させて
当たり結果に変更する表示演出を実行すると、遊技者は、リーチ外れが当たりに転じたと
いう違和感を感じたり、識別情報の変動表示に関して不信感を抱くおそれがあり、変動表
示に関してこれ以上遊技の興趣性を向上させることができないという問題がある。
【０４２５】
　以下の発明は、このような事情等に鑑みてなされたものであって、変動表示に関して遊
技の興趣性を向上できる遊技機を提供することを目的とする。
【０４２６】
　（Ｄ１）　遊技者にとって有利な遊技状態の発生の有無を示唆する複数列の識別情報の
変動表示画像を表示画面に表示する画像表示手段を備えた遊技機において、
　前記表示画面の正面視で遊技者にとって視認可能な表示画面部分において所定の変動表
示状態のときに隣に位置する変動領域と並べて配設され、当該変動領域に対応した大きさ
とした視認部と、
　識別情報が固定的に配設された表記体を前記視認部に対して変動させることで当該視認
部内で識別情報の移動表示が可能な表記体変動手段と、
　所定条件成立に基づいて、前記画像表示手段の表示画面に変動停止された識別情報と、
前記表記体変動手段における識別情報とで当たり表示を行うように前記表記体変動手段を
制御する変動演出制御手段と、
　を備えていることを特徴とする遊技機。
【０４２７】
　前記（Ｄ１）に記載の発明によれば、変動停止表示された画像（画像表示手段の表示画
面に変動停止表示された識別情報の変動表示画像）と、実体物（表記体変動手段の表記体
による識別情報の変動表示）とを用いて当たり表示の変動演出を行うことができる。つま
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り、画像表示手段の表示画面に表示された識別情報の変動表示画像の変動結果が例えばリ
ーチ外れ（大当たり判定ライン上においてあと一つ所定の識別情報が変動停止しなかった
ことにより当該判定ライン上において所定の識別情報で揃わなかった状態）であった場合
に、実体物である表記体による識別情報の変動表示が行われ、視認部内の所定箇所に前記
所定の識別情報が変動停止し、所定の識別情報で揃った状態を発生させることができる。
よって、画像表示手段の変動表示結果を不自然に再変動表示させる必要がないことから、
遊技者は、画像表示手段の変動表示について違和感を感じたり、不信感を抱くおそれを低
減できる。また、画像表示手段の変動表示結果がリーチ外れであった場合に、当該変動表
示画像に何ら変更を加えることなくそのまま維持しつつ、実体物である表記体による識別
情報の変動表示を追加する形で補って大当たりに導くという変動演出を提供することがで
きる。その結果、変動表示に関して遊技の興趣性をさらに向上させることができる。
【０４２８】
　例えば、４列の識別情報が変動表示する変動表示画像を表示画面に表示する構成、つま
り、表示画面に４列全ての識別情報の変動表示を開始し、これらの各列の変動を所定の順
番に停止し、４列全てが変動停止した最終停止状態となり、３列以上の識別情報が所定の
当たり識別情報で揃っていることで当選となる構成において、３列までの識別情報が変動
停止し、変動表示中の４列目の識別情報の変動停止を待たずして落選が確定している場合
においても、４列目の識別情報の変動停止を待たなければならないことから、遊技者が遊
技にストレスを感じるという問題がある。また、遊技者は毎回全４列の変動表示を見ない
といけないため、見た目の変化に乏しい変動表示演出となってしまうという問題がある。
つまり、１～３列目の変動停止で当選結果が確定している場合でも４列目が変動停止する
まで待たなければならないし、仮に４列目の変動停止で当否結果が明らかになるような場
合においても、４列変動態様であることに変わりがないことから、見た目の変化に乏しい
変動表示演出となっている。
【０４２９】
　これに対して、前記所定条件成立とならない場合として、画像表示手段の表示画面によ
る識別情報の変動表示画像において当選となる場合や単なる外れ（リーチにならない外れ
）となる場合には実体物は稼働しないので、変動表示に関する当否結果が分かっているの
に遊技者を無駄に待たせるようなことは無い。さらに、所定条件成立の場合に限って、変
動停止表示された画像（画像表示手段の表示画面に変動停止表示された識別情報の変動表
示画像）と、実体物（表記体変動手段の表記体による識別情報の変動表示）とを用いて当
たり表示の変動演出を行うことができるので、変動表示画像のみの表示から、変動停止し
た画像と実体物との表示に変更することができ、見た目を変えた変動表示演出を提供する
ことができる。
【０４３０】
　なお、前述した「変動領域」は、識別情報（例えば図柄など）が現に変動表示される領
域だけに限らず、この領域に、遊技に関する保留表示（始動入賞についての保留表示など
）の領域または識別情報以外の背景画像や装飾画像を表示する領域の少なくとも一方を含
めた領域であってもよい。また、前述した「隣に位置する」とは、例えば複数列（例えば
３列）の識別情報を表示するための複数列の変動領域を有する場合には、複数列の変動領
域のうちで近い方の変動領域の隣に位置することを意味し、１列の変動領域とする場合に
はその変動領域の隣に位置することを意味し、変動領域に相接する場合の他、例えば変動
領域から識別情報１個分より小さい間隔が空いている場合や、変動領域との間に他の部材
（例えば、前記間隔程度の幅の装飾部材や通路部品など）が位置する場合も含む。
【０４３１】
　なお、前述したように視認部は、当該変動領域に対応した大きさ（当該変動領域に適合
した大きさや当該変動領域と同程度の大きさであるとも言える）としている。例えば、当
該変動領域内においてその変動方向に沿って識別情報の変動停止位置が複数設けられてい
る場合には、視認部は、最上流側の変動停止位置で停止した識別情報から最下流側の変動
停止位置で停止した識別情報までを含む範囲の大きさ（最小大きさ）以上で、前記最小大
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きさに、最上流側の変動停止位置よりも上流側に識別情報１個分よりも小さい領域部分と
最下流側の変動停止位置よりも下流側に識別情報１個分よりも小さい領域部分とを加えた
大きさ（最大大きさ）以下の範囲内の大きさであることが好ましい。前記「識別情報の変
動停止位置」とは、識別情報が揃っているか否かを判定する有効ラインにおける、識別情
報の変動停止についての位置が挙げられる。また、当該変動領域内において変動方向に沿
って識別情報の変動停止位置が単一である場合には、視認部は、当該単一の変動停止位置
で停止した識別情報を含む大きさ（最小大きさ）以上で、前記最小大きさに、その変動停
止位置よりも上流側に識別情報１個分よりも小さい領域部分とその変動停止位置よりも下
流側に識別情報１個分よりも小さい領域部分とを加えた大きさ（最大大きさ）以下の範囲
内の大きさであることが好ましい。
【０４３２】
　また、前述した「画像表示手段の表示画面に変動停止された識別情報と、前記表記体変
動手段における識別情報とで当たり表示を行う」については、以下の構成が挙げられる。
まず、表記体には、画像表示手段の表示画面に表示される識別情報と外観または内容が同
一である識別情報が固定的に配設されている。そして、画像表示手段の表示画面に表示さ
れた落選結果を示す識別情報の変動表示画像のうちで外れ識別情報を当たり識別情報に置
き換えれば当選結果となる場合に、この当たり識別情報と外観または内容が同一である、
表記体の識別情報を視認部内に表示することで当たり表示を行うことが挙げられる。
【０４３３】
　（Ｄ２）　前記（Ｄ１）に記載の遊技機において、
　前記表記体変動手段は、前記表記体に、前記画像表示手段における一列分の識別情報が
固定的に配列されていることを特徴とする遊技機。
【０４３４】
　前記（Ｄ２）に記載の発明によれば、画像表示手段による複数列の識別情報についての
変動表示画像と、実体物である表記体による一列分の識別情報についての変動表示とを行
うことができ、これら２系統の変動表示を実現することができる。また、一列分の識別情
報を表記した単一の表記体を並設することに止めているので、１個分の表記体を並設する
最小のスペースで済む。その結果、限られたスペースでこれら２系統の変動表示を実現す
ることができる。
【０４３５】
　（Ｄ３）　前記（Ｄ１）または（Ｄ２）に記載の遊技機において、
　前記表記体は、前記画像表示手段の表示画面に表示される識別情報と同程度の大きさで
識別情報が表記されていることを特徴とする遊技機。
【０４３６】
　前記（Ｄ３）に記載の発明によれば、表記体には、画像表示手段による識別情報と同程
度の大きさで識別情報が表記されているので、画像表示手段による変動表示画像における
識別情報と、実体物である表記体による識別情報と、が揃うのか否かについての変動表示
を見易く提供することができる。
【０４３７】
　（Ｄ４）　前記（Ｄ１）から（Ｄ３）のいずれか一つに記載の遊技機において、
　前記画像表示手段は、前記表示画面に変動停止された識別情報と前記表記体変動手段に
おける識別情報とによる表示を行う場合において、その表示画面に変動停止された識別情
報のうちで当たり表示になるか否かに関係する識別情報がこの識別情報以外の識別情報よ
りもを相対的に目立つように表示する強調表示を、前記変動表示画像のみによる表示の場
合における強調表示と異ならせていることを特徴とする遊技機。
【０４３８】
　前記（Ｄ４）に記載の発明によれば、画像表示手段の表示画面に変動停止された識別情
報と、表記体変動手段における識別情報とによる表示を行う場合において、画像表示手段
の表示画面に変動停止された識別情報のうちで当たり表示になるか否かに関係する識別情
報がこの識別情報以外の識別情報よりも相対的に目立つように表示する強調表示を、変動
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表示画像のみによる表示の場合における強調表示と異ならせているので、変動表示画像の
みによる表示の場合と、識別情報が変動停止された変動表示画像と表記体の識別情報とに
よる表示の場合とで区別して、当たり表示になるか否かに関係する識別情報を遊技者に提
供することができる。
【０４３９】
　そして、前記の画像と実体物とによる表示の場合には、画像表示手段の表示画面に当た
り表示になるか否かに関係する識別情報が目立つように表示されているので、この目立つ
ように表示された識別情報と外観または内容が同一である表記体の識別情報に注目すれば
良いことが分かり、表記体変動手段において注目すべき識別情報を遊技者に分かり易く示
唆することができ、当たり表示になるか否かに関係する識別情報の並び方向の延長線上に
位置する視認部の変動停止箇所に、表記体の注目すべき識別情報が変動停止するか否かに
注目させることができる。その結果、画像表示手段において外れ結果となった変動表示画
像の一部と、実体物である表記体による識別情報の変動表示とで、新たに当たり表示にな
るか否かの変動表示を遊技者に分かり易く提供することができる。
【０４４０】
　なお、「当たり表示になるか否かに関係する識別情報を相対的に目立つように表示する
」としては、画像表示手段の表示画面に変動停止された識別情報のうちで当たり表示にな
るか否かに関係する識別情報以外の識別情報を消去表示したり、希薄表示したりすること
が挙げられる。また、変動表示画像のみによる表示の場合における当たり表示になるか否
かに関係する識別情報の輝度や点滅間隔に比べて、識別情報が変動停止された変動表示画
像と表記体の識別情報とによる表示の場合における当たり表示になるか否かに関係する識
別情報の輝度を大きくしたり点滅間隔を速めたりなどすることで、これらの強調表示を異
ならせて表示提供することができる。
【０４４１】
　なお、前記とは逆に、画像表示手段の表示画面に変動停止された識別情報と、表記体変
動手段における識別情報とによる表示を行う場合において、画像表示手段の表示画面に変
動停止された識別情報のうちで当たり表示になるか否かに関係する識別情報がこの識別情
報以外の識別情報よりも相対的に目立つように表示する強調表示を、変動表示画像のみに
よる表示の場合における強調表示と同じとしてもよい。この場合には、変動表示画像のみ
による表示の場合と、識別情報が変動停止された変動表示画像と表記体の識別情報とによ
る表示の場合とが同じ強調表示とすることができ、変動表示画像のみによる表示の場合に
おける強調表示に続いて、それと同じ強調表示が、変動表示画像と表記体とによる表示で
も行われるので、遊技者は同じ強調表示に着目して変動表示結果を見ることができ、表示
が見易い。
【０４４２】
　（Ｄ５）　前記（Ｄ４）に記載の遊技機において、
　前記画像表示手段の表示画面に変動停止された識別情報のうちで当たり表示になるか否
かに関係する識別情報の並び方向の延長線上に位置する前記視認部の変動停止箇所を発光
させ、それ以外の変動停止箇所を発光させないようにすることを特徴とする遊技機。
【０４４３】
　前記（Ｄ５）に記載の発明によれば、画像表示手段の表示画面に変動停止された識別情
報のうちで当たり表示になるか否かに関係する識別情報の並び方向の延長線上に位置する
視認部の変動停止箇所を発光させ、それ以外の変動停止箇所を発光させないようにするの
で、画像表示手段から表記体に亘って新たに形成されるリーチ成立ラインを遊技者に示唆
することができ、視認部内において注目すべき変動停止箇所が発光しているので、かかる
箇所を遊技者に分かり易く示唆することができる。その結果、画像表示手段の変動表示画
像から実体物である表記体に亘って新たに形成されるリーチ成立ラインと、視認部内にお
いて注目すべき変動停止箇所とを、遊技者に分かり易く提供することができる。
【０４４４】
　（Ｄ６）　前記（Ｄ１）から（Ｄ５）のいずれか一つに記載の遊技機において、
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　前記表記体変動手段は、複数の識別情報が配列された光透過性を有するリール部材を、
当該リール部材の前方に位置する前記視認部に対して駆動することで当該視認部内で識別
情報を変動表示するものであり、
　前記視認部を正面視した状態で当該視認部の周囲所定箇所、または、前記リール部材に
おける当該視認部に位置する部分の裏面側の周縁所定箇所に配設された発光部と、
　前記リール部材の特定箇所であって前記視認部内の所定位置に位置する特定表示部を発
光させる特定表示部発光手段と、
　前記視認部内の前記特定表示部と、前記発光部との組み合わせにより所定の記号情報を
形成表示するように、前記リール部材、発光部及び特定表示部発光手段を制御する制御手
段と、
　を備えていることを特徴とする遊技機。
【０４４５】
　前記（Ｄ６）に記載の発明によれば、リール図柄による変動表示を行う場合には、リー
ル部材を駆動することで視認部内を図柄変動する図柄変動表示を提供できる。さらに、リ
ール部材の特定箇所であって視認部内の所定位置に位置する特定表示部と、視認部の周囲
所定箇所またはリール部材における当該視認部に位置する部分の裏面側の周縁所定箇所に
配設された発光部との組み合わせにより所定の記号情報を形成表示することができるので
、リール図柄変動表示とは異なる変動表示を提供でき、変動表示に関して遊技の興趣性を
さらに向上させることができる。
【０４４６】
　また、視認部内に位置する特定表示部と、視認部の外周または内周箇所に位置する発光
部との組み合わせにより所定の記号情報を形成表示されることから、遊技者は、通常のリ
ール図柄変動を見るときと同じように視認部の方を見たままで、特定表示部と発光部とに
よる所定の記号情報を形成表示を見ることができるため、かかる記号情報の形成表示を見
落とすことを低減できる。また、視認部内の特定表示部を活用した変動表示、つまり、視
認部の外周または内周に配設した発光部と、視認部内の特定表示部とによる所定の記号情
報を形成表示であるため、十分な大きさでの記号情報の形成表示を実現することができる
だけでなく、図柄変動表示手段とは別個にそれと同程度の大きさである他の変動表示装置
を配置するものではないことから、このような別個に他の変動表示装置を配置する構成に
比べて、装置構成が大型化しない利点がある。
【０４４７】
　また、前記視認部内における前記識別情報の各変動位置に当該識別情報がそれぞれ位置
するときのこれらの各変動位置についての当該識別情報への光照射強度の差を低減するよ
うに変更する変更手段を備えた場合には、視認部内を変動する識別情報をその変動過程に
おいて、発光ムラを低減して発光させたり、一様に発光させたりすることができるので、
低速変動表示（低速スクロール表示）の場合における識別情報を見易く表示できる。
【０４４８】
　（Ｄ７）　前記（Ｄ６）に記載の遊技機において、
　前記特定表示部は、前記リール部材における複数の図柄のうちで特定の図柄の所定箇所
に形成されていることを特徴とする遊技機。
【０４４９】
　前記（Ｄ７）に記載の発明によれば、リール部材における複数の図柄のうちで特定の図
柄の所定箇所を特定表示部としているので、特定の図柄の所定箇所を特定表示部として活
用することができ、リール部材において複数の図柄とは別に、リール図柄変動には無関係
である専用の表示部を配列させることを防止できる。例えば、リール部材における複数の
図柄配列中に、当該図柄とは別個に専用の表示部が配列されていると、図柄とは無関係の
専用の表示部が別個に存在していることで、リール図柄の変動表示において、遊技者に違
和感を与えることが懸念されるが、特定の図柄における所定箇所を特定表示部として活用
しているので、専用の表示部が別個に存在しているとの印象を遊技者に対して与えること
がなく、リール図柄変動表示に対して違和感を与えることを低減できる。
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【０４５０】
　（Ｄ８）　前記（Ｄ６）または（Ｄ７）に記載の遊技機において、
　前記制御手段は、前記特定表示部を前記視認部内で変動させた後に、当該視認部内の所
定位置または当該視認部外の位置で変動停止させるように、前記リール部材及び特定表示
部発光手段を制御することを特徴とする遊技機。
【０４５１】
　前記（Ｄ８）に記載の発明によれば、特定表示部を視認部内で変動させた後に、視認部
内の所定位置または視認部外の位置で変動停止されるので、特定表示部が視認部内の所定
位置に変動停止されて、特定表示部と発光部との組み合わせにより所定の記号情報を形成
表示されるという変動表示結果の他に、特定表示部が視認部外で変動停止されて、発光部
のみによる変動表示結果が表示されるという変動表示を提供することができる。
【０４５２】
　（Ｄ９）　前記（Ｄ６）から（Ｄ８）のいずれか一つに記載の遊技機において、
　前記リール部材は、二重リール構造であって、外側に位置する外リール部材と、当該外
リール部材の内側に位置し、複数の図柄が配列された光透過性を有する内リール部材とを
備え、
　前記外リール部材は、前記内リール部材の図柄が視認可能な透明領域部と、前記内リー
ル部材の図柄が視認不可能な遮光領域部と、前記遮光領域部に囲まれた光透過性を有する
前記特定表示部とを備え、
　前記図柄変動表示手段は、前記外リール部材を駆動する第１駆動手段と、前記内リール
部材を駆動する第２駆動手段とを備え、
　前記制御手段は、前記内リール部材の前記複数の図柄の変動表示を視認させる場合に、
前記視認部に前記透明領域部が位置するように前記外リール部材を駆動制御するとともに
前記内リール部材を駆動制御し、前記特定表示部と前記発光部とによる変動表示を視認さ
せる場合に、前記視認部に前記遮光領域部及び前記特定表示部が位置するように前記外リ
ール部材を駆動制御し、かつ、前記外リール部材の前記特定表示部に、前記内リール部材
における複数の図柄のうちで特定の図柄の所定箇所を対向させるように当該内リール部材
を駆動制御するとともに、前記発光部を発光制御する
　ことを特徴とする遊技機。
【０４５３】
　前記（Ｄ９）に記載の発明によれば、視認部に外リール部材の透明領域部を位置させて
内リール部材を駆動することで、透明領域部を介して内リール部材による図柄の変動表示
を行うことができる。また、視認部に外リール部材の遮光領域部及び特定表示部を位置さ
せるとともに発光部を発光制御することで、内リール部材の図柄を外リール部材の遮光領
域部で隠すことができ、外リール部材による遮光領域部の特定表示部とこの遮光領域部の
周囲所定箇所に位置する発光部とによる変動表示を見易く表示することができる。
【０４５４】
　（Ｄ１０）　前記（Ｄ９）に記載の遊技機において、
　前記内リール部材における特定の図柄の所定箇所は、他の図柄の何れの箇所に比べても
光透過率が高い明光表示部であり、
　前記制御手段は、前記外リール部材の前記遮光領域部における前記特定表示部の裏面側
に、前記明光表示部が位置するように前記内リール部材を駆動制御する
　ことを特徴とする遊技機。
【０４５５】
　前記（Ｄ１０）に記載の発明によれば、内リール部材における特定の図柄の所定箇所で
ある明光表示部は、他の図柄の何れの箇所に比べても光透過率が高いので、他の図柄より
も明るく表示できる。よって、視認部に外リール部材の透明領域部が位置し、内リール部
材の複数の図柄の変動表示を視認させる場合において、遊技者が停止用操作手段を操作し
て内リール部材の駆動停止を行う際に、目押し操作に役立てることができる。
【０４５６】
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　また、視認部に外リール部材の遮光領域部が位置し、この遮光領域部の一部である特定
表示部の変動表示を視認させる場合において、外リール部材における遮光領域部における
特定表示部の裏面側に明光表示部が位置するので、特定表示部の裏面側に明光表示部以外
の図柄が位置する場合よりも明るく特定表示部を表示することができる。
【０４５７】
　（Ｄ１１）　前記（Ｄ８）から（Ｄ１０）のいずれか一つに記載の遊技機において、
　前記発光部は、前記周囲所定箇所または前記周縁所定箇所に、前記リール部材の周囲ま
たは周辺に沿って配設された複数の光源を備え、
　前記特定表示部発光手段は、前記視認部を正面視した状態において前記特定表示部内で
その長さ方向に沿って配設された複数の光源を備え、
　前記発光部及び前記特定表示部発光手段における前記複数の光源について、点灯、消灯
または点滅する光源が、前記発光部及び前記特定表示部によって形成される梯子状経路を
その複数の出発端の一から出発して一度進んだ経路は二度と通らないようにして複数の到
着端の一に移動していくように所定の順番に点灯、消灯または点滅させる制御を行う
　ことを特徴とする遊技機。
【０４５８】
　前記（Ｄ１１）に記載の発明によれば、視認部を正面視した状態において、リール部材
の周囲所定箇所または周縁所定箇所に配設された複数の光源と、特定表示部内に沿って配
設された複数の光源とについて、点灯、消灯または点滅する光源が、発光部及び特定表示
部によって形成される梯子状経路をその複数の出発端の一から出発して一度進んだ経路は
二度と通らないようにして複数の到着端の一に移動していくように所定の順番に点灯、消
灯または点滅させるので、点灯、消灯または点滅する光源が発光部及び特定表示部によっ
て形成される梯子状経路をあみだくじの如く移動するような表示態様を提供することがで
きる。
【０４５９】
　（Ｄ１２）　前記（Ｄ１）から（Ｄ１１）のいずれか一つに記載の遊技機において、
　前記遊技機はパチンコ機であることを特徴とする遊技機。
【０４６０】
　前記（Ｄ１２）に記載の遊技機によれば、前記（Ｄ１）から（Ｄ５）のいずれか一つを
備える場合には、変動表示に関して遊技の興趣性をさらに向上させることができるパチン
コ機を提供できる。また、前記（Ｄ６）から（Ｄ１１）のいずれか一つを備える場合には
、装置構成が大型化することなく、変動表示に関して遊技の興趣性を向上できるパチンコ
機を提供できる。なお、パチンコ機の基本構成としては操作ハンドルを備え、その操作ハ
ンドルの操作に応じて遊技用媒体としての球を所定の遊技領域に発射し、球が遊技領域内
の所定の位置に配設された作動口に入賞（または作動ゲートを通過）することを必要条件
として、表示装置において動的表示されている識別情報（図柄等）が所定時間後に確定停
止されるものが挙げられる。また、特定遊技状態の発生時には、遊技領域内の所定の位置
に配設された可変入賞手段（特定入賞口）が所定の態様で開放されて球を入賞可能とし、
その入賞個数に応じた有価価値（景品球のみならず、磁気カードへ書き込まれるデータ等
も含む）が付与されるものが挙げられる。
【０４６１】
　（Ｄ１３）　前記（Ｄ１）から（Ｄ１１）のいずれか一つに記載の遊技機において、
　前記遊技機はスロットマシンであることを特徴とする遊技機。
【０４６２】
　前記（Ｄ１３）に記載の遊技機によれば、前記（Ｄ１）から（Ｄ５）のいずれか一つを
備える場合には、変動表示に関して遊技の興趣性をさらに向上させることができるパチン
コ機を提供できる。また、前記（Ｄ６）から（Ｄ１１）のいずれか一つを備える場合には
、装置構成が大型化することなく、変動表示に関して遊技の興趣性を向上できるスロット
マシンを提供できる。なお、スロットマシンの基本構成としては、「複数の識別情報から
なる識別情報列を動的表示した後に識別情報を確定表示する可変表示手段を備え、始動用
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操作手段（例えば操作レバー）の操作に起因して識別情報の動的表示が開始され、停止用
操作手段（例えばストップボタン）の操作に起因して、あるいは、所定時間経過すること
により、識別情報の動的表示が停止され、その停止時の確定識別情報が特定識別情報であ
ることを必要条件として、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる特別遊技状態発生手
段とを備えた遊技機」となる。この場合、遊技用媒体はコイン、メダル等が代表例として
挙げられる。
【０４６３】
　＜第５課題＞
　従来、遊技機の代表例として例えばパチンコ機がある。このパチンコ機としては、例え
ば、遊技球が打ち込まれる遊技領域を前面側に有する遊技盤と、この遊技盤の遊技領域に
配設され遊技球が入賞可能な入賞口と、この遊技盤の略中央箇所に形成された開口部に表
示画面が位置するように当該遊技盤の背後に設けられた、入賞口への入賞に基づいて図柄
を変動表示する液晶表示装置とを備え、液晶表示装置の表示画面に図柄の変動表示画像が
表示され、その変動表示結果が当たりである場合に、遊技者にとって有利な遊技状態とな
るものがある（例えば、特許文献：特開２０１０－１６２１１７号公報（第５－７頁，第
１－２図）参照）。
【０４６４】
　しかしながら、このような構成を有する従来例の場合には、次のような問題がある。
　すなわち、従来のパチンコ機として、近年では画像表示装置（例えば液晶表示装置）の
表示画面が大型化している。例えば、この大型化した表示画面の右外側箇所に、環状のリ
ールの外周表面に複数個の図柄が印刷されて当該リールを回転させて図柄変動表示を行う
リール表示装置を配設する構成を採用することで、液晶表示装置とリール表示装置とで変
動表示を行い、遊技の興趣性をさらに向上させることが期待される。しかしながら、リー
ル表示装置は、そのリール面がパチンコ機の前方に向けられているものの、当該リール表
示装置が遊技盤の右端側箇所に配設されている位置関係上、当該リール面が遊技者に対向
していないため、遊技者の視線が液晶表示装置の表示画面に向いているときにリール表示
装置においてリール面の発光演出がされた場合に遊技者が当該発光演出に気付かないおそ
れがあるという問題がある。だからと言って、リール面を遊技者に対向させるようにリー
ル表示装置の方位角を変更して斜め配置すると、液晶表示装置とリール表示装置との間な
どにデッドスペースが生じたり、パチンコ機の正面視でリール表示装置の占有幅が当該斜
め配置にした分だけ大型化したりするという別異の問題を招来してしまう。
【０４６５】
　以下の発明は、このような事情等に鑑みてなされたものであって、画像表示装置の表示
画面と並ぶリール表示装置のリール面を遊技者に対向させることなく当該リール面発光を
遊技者に気付かせることができる遊技機を提供することを目的とする。
【０４６６】
　（Ｅ１）　遊技者にとって有利な遊技状態の発生の有無を示唆する複数列の図柄の変動
表示画像を表示画面に表示する画像表示手段を備えた遊技機において、
　前記表示画面の正面視において当該表示画面と並んで位置する視認部に対して、図柄が
固定的に配設された光透過性を有する表示部材を駆動することで、当該視認部内で図柄を
変動表示する図柄変動表示手段と、
　前記視認部に位置する前記表示部材の裏面側に対して、当該表示画面の前方箇所に向か
うように光を斜めに照射する斜光照射手段と、
　を備えていることを特徴とする遊技機。
【０４６７】
　前記（Ｅ１）に記載の発明によれば、図柄変動表示手段は、画像表示手段の表示画面と
並ぶ視認部に対して表示部材を駆動することで当該視認部内で図柄を変動表示する。斜光
照射手段は、視認部に位置する表示部材の裏面側に対して、当該表示画面の前方箇所に向
かうように光を斜めに照射するので、この表示部材を斜めに透過した光が、画像表示手段
の表示画面の前方箇所に向かう。つまり、当該前方箇所に居る遊技者に向かう。よって、
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遊技者の視線が画像表示手段の表示画面に向いているときに図柄変動表示手段において表
示部材面の発光演出がされたとしても、この表示部材面を斜めに透過した光が遊技者の方
に向けて出射される、つまり、この出射光が表示画面からの光とは異なり斜め方向から差
し込まれる光であるので、遊技者は自己に向けられた表示部材面からの出射光を感知し易
くなり、表示部材の発光演出に気付き易くできる。また、表示部材面を遊技者に対向させ
るように図柄変動表示手段を斜め配置に変更しなくてもよいため、斜め配置に起因する画
像表示手段と図柄変動表示手段との間などにデッドスペースが生じる問題や、遊技機の正
面視で図柄変動表示手段の占有幅が前記斜め配置にした分だけ大型化する問題を招かない
。
【０４６８】
　なお、斜光照射手段としては、前記表示画面の正面視において前記図柄変動表示手段に
おける当該表示画面から遠い方の壁の所定箇所に設けられ、当該壁の所定箇所から前記表
示部材の裏面側に対して光を斜めに照射する構成や、光源から入射された光を表示画面の
前方箇所に向けて出射する出射面を有する導光部材を備える構成などが挙げられる。
【０４６９】
　なお、斜光照射手段は、その照射強度の一番強い方向が前記表示部材の裏面側に対して
斜めに向けられて照射するものが挙げられる。よって、表示部材の裏面側に対して正対さ
せた光源であって、その照射強度が一番強い方向が当該表示部材の裏面側に対して直交す
る場合において、当該光源からの光が表示部材の裏面側に対して斜めに照射するような構
成は、前記斜光照射手段には含まれない。
【０４７０】
　（Ｅ２）　前記（Ｅ１）に記載の遊技機において、
　前記視認部は、前記表示画面の正面視において当該表示画面の位置よりも手前側に位置
していることを特徴とする遊技機。
【０４７１】
　前記（Ｅ２）に記載の発明によれば、視認部は、画像表示手段の表示画面の正面視にお
いて当該表示画面の位置よりも手前側に位置しているので、視認部が表示画面よりも手前
位置にあるとの前後位置関係の違いと、表示画面よりも近い位置にある表示部材からの光
が遊技者に対して斜め方向から差し込まれる光であることから、表示部材を斜めに透過し
た光を表示画面からの光とは区別して遊技者に感知させ易くできる。また、視認部内で発
光する表示部材面を表示画面位置よりも遊技者に近い位置とした分だけ、表示部材を斜め
に透過した光が遊技者に到達するまでの減衰量（伝搬損失）を抑えることができ、ＬＥＤ
（発光ダイオード）などを光源として採用することができる。
【０４７２】
　（Ｅ３）　前記（Ｅ２）に記載の遊技機において、
　前記表示画面の正面視において前記図柄変動表示手段における当該表示画面に近い側に
位置し、前記表示画面の位置から前記視認部までの突出長さを有する遮光壁部を備えてい
ることを特徴とする遊技機。
【０４７３】
　前記（Ｅ３）に記載の発明によれば、表示画面の正面視において、図柄変動表示手段に
おける当該表示画面に近い側に位置する遮光壁部によって、表示画面と図柄変動表示手段
とを仕切ることができ、表示画面からの光が図柄変動表示手段の内部に差し込むことや、
図柄変動表示手段からの光が表示画面に向かうことを低減できる。その結果、正面視で表
示画面と並設する視認部が当該表示画面よりも手前側に位置する構成において、画像表示
手段の表示画面と図柄変動表示手段との光の相互干渉を低減でき、表示画面による変動表
示画像と、視認部内の図柄変動とを相互干渉無く遊技者に提供することができる。
【０４７４】
　（Ｅ４）　前記（Ｅ１）から（Ｅ３）のいずれか一つに記載の遊技機において、
　前記表示部材は、円筒形状のリール部材であってその外周面箇所を見た状態で前記図柄
が視認可能に固定的に配設されたものであり、当該リール部材の円筒中心箇所に位置して
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モータの回動部に取り付けられる回動中心部と、当該回動中心部と前記表示画面に近い側
の開口の所定箇所とを連結する連結部とを備えたものである
　ことを特徴とする遊技機。
【０４７５】
　前記（Ｅ４）に記載の発明によれば、表示部材としてのリール部材は、その外周面箇所
を見た状態で図柄が視認可能に固定的に配設された円筒形状であり、その回転中心部が連
結部によって表示画面に近い側の開口の所定箇所に連結された構成としているので、リー
ル部材における表示画面から遠い側に開口を確保することができる。よって、図柄変動表
示手段における当該表示画面から遠い方の壁の所定箇所に設けられた斜光照射手段からの
光を、リール部材の当該遠い側の開口を介して、視認部に位置するリール部材における内
周面箇所に対して斜めに照射することができ、リール部材の内周面箇所に照射される斜光
が、リール部材の回動する際に何らかの部材等で遮られたり邪魔されることがなく、安定
してリール部材の内周面箇所に対して照射することができ、リール部材を斜めに透過させ
た光を遊技者の方に向けて好適に出射することができる。
【０４７６】
　（Ｅ５）　前記（Ｅ１）から（Ｅ３）のいずれか一つに記載の遊技機において、
　前記表示部材は、二重リール構造であって、外側に位置する円筒形状の外リール部材と
、当該外リール部材の内側に位置し、複数の図柄が配列された光透過性を有する円筒形状
の内リール部材とを備え、
　前記表示画面の正面視において前記図柄変動表示手段における当該表示画面に近い側の
壁に第１モータを、当該表示画面から遠い側の壁に第２モータを備え、
　前記外リール部材は、当該外リール部材の円筒中心箇所に位置して前記第１モータの回
動部に取り付けられる回動中心部と、当該回動中心部と前記表示画面に近い側の開口の所
定箇所とを連結する連結部とを備えたものであり、
　前記内リール部材は、当該内リール部材の円筒中心箇所に位置して前記第２モータの回
動部に取り付けられる回動中心部と、当該回動中心部と前記表示画面に近い側の開口の所
定箇所とを連結する連結部とを備えたものである
　ことを特徴とする遊技機。
【０４７７】
　前記（Ｅ５）に記載の発明によれば、表示部材として二重リール構造を構成する外リー
ル部材及び内リール部材は、それぞれ円筒形状であり、その回転中心部が連結部によって
表示画面に近い側の開口の所定箇所に連結された構成としているので、外リール部材及び
内リール部材における表示画面から遠い側に開口をそれぞれ確保することができる。よっ
て、図柄変動表示手段における当該表示画面から遠い方の壁の所定箇所に設けられた斜光
照射手段からの光を、外リール部材及び内リール部材の当該遠い側の開口を介して、視認
部に位置する内リール部材における内周面箇所に対して斜めに照射することができ、内リ
ール部材の内周面箇所に照射される斜光が、外リール部材及び内リール部材の回動する際
に何らかの部材等で遮られたり邪魔されることがなく、安定して内リール部材の内周面箇
所に対して照射することができ、外リール部材及び内リール部材を斜めに透過させた光を
遊技者の方に向けて好適に出射することができる。
【０４７８】
　また、図柄変動表示手段における表示画面に近い側の壁に第１モータを備え、当該表示
画面から遠い側の壁に第２モータを備えているので、第１モータ及び第２モータを対向配
置することができ、図柄変動表示手段の重量バランスを良くすることができる。
【０４７９】
　なお、前記（Ｅ１）～（Ｅ５）に示す構成に対して、前記（Ａ１）～（Ａ８）、前記（
Ｂ１）～（Ｂ５）、前記（Ｃ１）～（Ｃ８）、及び、前記（Ｄ１）～（Ｄ１３）の構成の
うち少なくとも一つを組み合わせるようにしてもよい。
【０４８０】
　なお、本明細書に開示する種々の発明に関して、全ての構成要素について種々の組み合
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。
【産業上の利用可能性】
【０４８１】
　以上のように、この発明は、パチンコ機、スロットマシン等の遊技機に適している。
【符号の説明】
【０４８２】
　　３０　…遊技盤（遊技部品）
　　４２　…第３図柄表示装置（画像表示手段）
　２６２　…サブ制御装置（制御手段、変動演出制御手段）
　４１０　…リール表示窓（視認部）
　４４０　…縦向きのリール用セグメント４４０（発光部、区分発光部）
　４５０　…横向きのリール用セグメント４５０（発光部）
　７２７　…中央セグメント（表示部、特定表示部）
　６００　…リールユニット（表記体変動手段、図柄変動表示手段）
　６００Ａ…リールユニット（表示部材）
　６０５　…左側板（遮光壁部）
　７１０　…外リール用ステップモータ（駆動手段、第１駆動手段、第１モータ）
　７２０　…外リール（表示部材、前側表示部材、外リール部材）
　７３０　…内リール用ステップモータ（駆動手段、第２駆動手段、第２モータ）
　７４０　…内リール（表示部材、後側表示部材、表記体、内リール部材）
　７４１ａ…リール図柄（表示部）
　７４２　…明光表示領域部（明光表示部）
　７５１　…導光レンズ（変更手段）
　７６０　…ＬＥＤ実装基板（照射手段）
　７７３　…ＬＥＤ（斜光照射手段）
　８００　…リールセグメント表示部（発光表示部）
　８１０　…リール表示装置（表示手段）
　８２０　…ユニット変位機構部（変位駆動手段）
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